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〈蓮見マコト観察レポート〉

第一話　思えば変わる、現実なんです。

第二話　リスクが人を成長させるんです。

第三話　無駄なものはあっても、無意味なものはありません。

第四話　過去があるから未来に進めるんです。①

第五話　過去があるから未来に進めるんです。②

第六話　結ぶ想いは明日への一歩です。
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〈蓮見マコト観察レポート〉



　○月○日：‥晴れ



　８時30分：‥蓮はす見みマコトが登校する。今日もいつもどおりのふぬけた表情。



　８時32分：‥教室。蓮見マコトが雨あま夜や冥めい利りに話しかけられる。すぐに鳥と羽ば七な月つきも加わる。



　８時45分：‥蓮見マコトが机で眠りだす。顔がこちらを向く。寝顔は少しかわいい。



　８時54分：‥あくびを噛かみ殺ころす。まだ寝たりない様子。寝不足の理由が気になる。



　８時55分：‥授業が始まる。蓮見マコトがノートを開き…………



　…………、…………。



　15時40分：‥帰りのＳＨＲシヨートホームルーム終了。蓮はす見みマコトが雨あま夜や冥めい利り、鳥と羽ば七な月つきと一緒に教室を出る。



　15時55分：‥第二図書館に到着。蓮見マコトが扉の前で一度こちらに振り返る。

　　　　　　→間かん一いつ髪ぱつ隠れることに成功。……あぶなかった。気配察知能力に注意する。

　15時57分：‥蓮見マコトが第二図書館に入っていく。……今日一番の笑顔を浮かべて。

　　　　　　→第二図書館内で行われる『なにか』を楽しみにしている？



◆メモ

　・第二図書委員会は蓮見マコトに作られた。

　・第二図書委員会ができてすぐに、『白銀しろがねの吸血鬼』の噂うわさが流れた。

　・二つの出来事は関連している可能性が高い。

　・もし、蓮見マコトが吸血鬼なら――私は彼を『浄化』しなければならない。



　・私、二代目エステル・ブリュンティエールは『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』なのだから。



　　確かめなければいけない――。



    

  
    
      


第一話　思えば変わる、現実なんです。



「ネタがありません！　というわけで誰だれかネタを提供してください！」

　今日も今日とて、放課後の第二図書館。

　雨夜冥利がなぜか誇らしげに薄い胸を張るのを見て、ぼくは軽く言う。

「素晴らしき他た力りき本ほん願がんだね、冥利」

「いるわよね……困ったときにはなんでも他人に頼る人」

　ため息をつきながら呟つぶやいたのは、机を挟んでぼくの対面の席に座る少女――鳥羽七月だ。

　ツインテールを揺らし、大きめの胸の前で腕を組んで、冷ややかな眼まな差ざしを冥利に向けている。

「むぅ……も、文句があるならはっきり言ったらどうですか、シチガツさん！」

「だ・か・ら、あたしをシチガツって呼ぶなって何度言わせたら気がすむのよ!?　はっきり言ってるわよね、これ！　バカなの？　ねぇ、バカなの!?」

　ばんと机を叩たたいた冥利に続いて、七月も立ちあがった。

　そのままにらみあう二人を、プラチナブロンドの小柄な少女がおっかなびっくり遮さえぎる。

「あ、あのあの……二人ともどっちもどっちだと思うのです」

「「うぐっ」」

　中等部三年のアニア・リンドベルイは、悪魔のごとき毒どく舌ぜつを吐かなければ、かわいらしい帽子が似合う天使のような少女だ。

　彼女たちとぼく――蓮はす見みマコトの四人（正確にはもう一人、とんでもない先輩がいる）で構成されている第二図書委員会は、表の仕事である蔵書整理とは別に、委員長である冥めい利りが言うところの『世界の真理を求める崇高な活動』をしている。

　具体的には、学園に設置した『知恵箱』に生徒たちの知、『ネタ紙』を集め、それを元に世界の真理を求める――という名目でだらだらとしゃべって好奇心を満たすこと。

　知を差し出せば願いを叶かなえてくれるという『白銀しろがねの吸血鬼』の噂うわさのおかげで、テスト前なんかには神頼みならぬ吸血鬼頼みをする生徒たちが大量の『ネタ紙』を入れてくれるのだけど。

「実力テストが終わってしまってから、『ネタ紙』が減るいっぽうです」

「まあ予想できてたことだよね」

　テストでいい点数をとるため、神頼みならぬ吸血鬼頼みをしていたのだから、テスト自体が終われば――

「ああ、冥利のテストはまだ終わってないか」

「……え」

　実力テストで軒のき並なみ赤点を取った冥利は、来週追試を受けなくちゃいけない。

「も……もちろん忘れて……いませんよ……？」

「全力で目が泳いでるわね」

「声も震えているのです……」

　アニアにまで突っ込まれて、冥利はひるんだように一歩下がる。けれど、すぐに気を取り直して声を張り上げた。

「そ、それよりも、今日話し合うためのネタのほうが大事です！　マコト、なにかないですか？」

　現実逃避＆無む茶ちや振ぶり。

　平常運転の冥利に、ぼくはため息をつきつつ考える。

「と言われても、急には――ああ、そういえば」

「あるんですか！」

　冥利が机に手をつき、嬉き々きとしてぼくのほうに顔を近づけてくる。……これもまたいつものことだけど、こういうときの無防備さはほんとどうにかしたほうがいいと思う。

「ネタになるかどうかはわからないけど、少し不思議なことならあったかな」

「どんなことよ？」

　七な月つきに促されて、ぼくは続けた。

「ここ一週間ほど、誰だれかにずっと見られてる気がするんだよね」

「…………」

「…………」

「あれ？　なんで沈黙？」

　冥めい利りも七な月つきもそろって訝いぶかしげにまばたきを繰り返している。というか、すごくうさんくさそうな顔。

　横を見ると、アニアまでかわいらしく小首をかしげていた。

「あ、あの、気のせいでは……」

「アニア、もっとはっきり言っていいと思いますよ。マコトの思い込みだと」

「だからなんであんたは偉そうなのよ……まあでも、今回はあたしも雨あま夜やたちに賛成。勘違いとかじゃないの？」

「あれ、七月も信じてくれないんだ。悲しいな」

「え……あ、べ、別にあたしは、その」

「だまされてますよシチガツさん」

「冥利も……一番長く一緒にいるのに、ぼくのこと信じてくれないんだね」

「う………………し、信じないとは、言って、ないです」

「アニア、ぼくの自意識過剰だと思う？」

「い、いえ、マコトは嘘うそをつかないと思うのです」

　――なるほど。

「確かに泣き落としって効くね」

「え……あ！　嘘ですか!?」

「いや嘘じゃないよ。誰かに見られてる気がするっていうのは本当。現に今も――」

　そう言いながらぼくが何気なくアニアのほうに振り返ると。

　窓際にずらりと並んだ本棚の前に、女の子が立っていた。



　　　☆



　ゆるやかなウェーブのかかった長い髪に、涼しげな瞳ひとみと首のチョーカーが印象的な少女。

　制服とネクタイの色から高等部一年の生徒だとわかる彼女は、ときおりこちらに視線を向けてはすぐにそらして、妙に落ち着きがない。

　第二図書館は一応一般生徒にも公開されているが、その蔵書と言えば実用性皆無の稀き少しよう本ぼんばかりで、普通の生徒はその存在自体知らないのがほとんどだ。

　あやしい。

　さてどうしようか――と考えていたら、意外なところから声がかかった。

「雪ゆき水みず愛え心こさん？」

　冥めい利りの声に、少女は一度動きを止めてからゆっくりとこちらに向き直り、少し驚いたような顔でまばたきを二回した。

「やっぱり雪水さんですよね。わたしのことわかりますか？」

「…………雨あま夜や冥利」

　ぼそりと呟つぶやかれた声は鈴を鳴らしたような綺き麗れいな響きで、なぜか警戒するようにひそめられていた。

「そうですそうです。覚えていてもらえてよかったです」

　手をうち合わせて喜ぶ冥利を見て、少女――雪水愛心さんは表情一つ変えない。

　というか、ここまでのやりとりで彼女の顔に感情らしい感情は浮かんでいなかった。

　ものすごくクール。

　そして、そのクールな眼まな差ざしがときどきぼくに突き刺さるのはなんなんだろう。

「冥利の知り合い？」

　そう尋ねたぼくに、冥利は目をまたたく。

「知り合いもなにもクラスメイトじゃないですか」

「「え!?」」

　七な月つきと声がかぶった。思わず顔を見あわせる。

「なんですか、二人して。覚えてますよね、雪水さんのこと」

「あ、当たり前……じゃない」

　あからさまに目をそらす七月に、雪水さんが表情を変えないまま呟く。

「覚えていなくても仕方がない。私がそうしているから」

「…………はい？」

「意識の光が照らす大地は狭く、無意識の闇やみは広大。見るという行為と認識するという処理はまったく違う。慣れれば見られても認識されないようにするのは簡単」

　――今。話が猛烈におかしな方向に流れたような。

　ぽかんとする冥利たちの代わりに、ぼくは軌道修正を試みる。

「えーと……とりあえず、どうしてここに？」

「窓が開いていたから、そこから」

「……うん、どうやって入ってきたのかじゃなくて、なにをしにきたのかなって訊きいたんだけど……まあ第二図書館にまで来たってことは探してる本があるんだよね？」

　彼女の立つ本棚前まで歩いていくと、雪水さんはなぜかわざわざ顔を近づけて、じっとぼくを見あげてきた。

　ふわりと香るラベンダーの匂におい。

　細い眉まゆ、高い鼻び梁りよう、薄うす紅べに色いろの唇。きめ細かな肌は新雪のように白い。

　近くで見た雪ゆき水みずさんはびっくりするほど整った顔立ちをしていて、色素の薄い髪や蒼みを帯びた瞳ひとみはどことなくアニアに似た雰囲気を感じる。

　彼女みたいな美人がクラスメイトだと気付けなかったのが不思議なほど――

「誘惑する気？」

「は？」

「無駄。私に魅み了りようの瞳は効かない」

　と言いながらさりげなく一歩下がって、顔を不自然にそらす不思議クラスメイト。

「それに、私が探していたのは本じゃない」

　呟つぶやいて、雪水さんは上目づかいにこちらを見つめてくる。

「私が探していたのは――あなた」

　まっすぐ伸ばされた右手の人差し指が、ぼくの顔に突きつけられる。

　そのまま彼女は自分のブレザーに手をかけ、ゆっくりと脱ぎ捨てると、ネクタイをゆるめてブラウスのボタンをぷちぷちと外し――

「ちょ――」「なにをしてるんですか!?」

　七な月つきと冥めい利りのダブル突っ込みも無視して、ブラウスの前を開く。

　あらわになったのは、新雪のような白い肌。

　続いて、細い首、華きや奢しやな鎖さ骨こつ、なだらかな曲線を描く腰のくびれが女性らしさを全開に主張する。上半身ほぼ裸で下はちゃんとスカートを穿はいているというのもいい。



    

  
    
      



    

  
    
      　そしてなにより、水色のブラジャーに収まる二つの膨らみが、胸とは大きさだけで語られるべきものではないということをぼくに教えてくれた。

　世の中には微乳と巨乳だけでは収まらないものがある……。

　大きすぎず小さすぎず、上に伸びず下に垂れず、絶妙なバランスで保たれた形。触らずともわかる張り、艶つや、柔らかさ。

　それは――美乳。

　美しきおっぱい。

　……と、ぼくの頭が半ば暴走しているあいだに、残された第二図書委員会の面々が悲鳴を上げたり怒声を上げたりで、大変なことになっていた。

　ただ一人悲鳴も怒声も上げない雪ゆき水みずさんは、どういうわけかさらに一歩ぼくに近づいてつま先立ちになると、肌を――胸を見せてくる。

「――どう？」

「ど……どうっていうのは」

「効いて、いる？」

　なにが。なにに。

　よく見ると、雪水さんの右手は首から下げた十字架のシルバーアクセサリーを指さしていた。男の子なぼくとしてはそのすぐ下にある白く柔らかそうな美乳にしか目がいかない。

「――だめです！」

　いつの間に近づいていたのか、冥めい利りがいきなりぼくの右腕を引っぱってきた。

　反対の手は七な月つきに抱きしめられるようにして絡め取られる。

　腰の辺りに巻き付いている手は……アニア？

「はぅぅ……マコトは渡せないのです……っ」

　アニアの呟つぶやきに、雪水さんが鋭く目を細めた。

「そう……やっぱり邪魔をするのね」

「するに決まってるでしょ！　ここがどこだと思ってるのよ!?」

「吸血鬼の根城」

「「「「――へ？」」」」

　第二図書委員全員の声がそろったところで、なにやら深くうなずいた雪水さんが、そそくさとブラウスの胸元を直す。

「吸血鬼に血を吸われた人間は、その吸血鬼の『従者エスクラーヴ』となり、主あるじである吸血鬼の言うとおりに動く」

「いや……吸血鬼って」

「『従者』……？」

「雨あま夜や冥めい利り、鳥と羽ば七な月つき、アニア・リンドベルイ。あなたたち三人は『従者』の可能性が高い。そして」

　全員が固まる中、雪ゆき水みずさんは両手と腰を押さえつけられたぼくをびしりと指さして、

「蓮はす見みマコト。あなたが吸血鬼よ」

　おかしなことを言った。



　　　★



「『白銀しろがねの吸血鬼』の噂うわさを耳にしたときから思っていた。蓮見マコト、あなたがその吸血鬼だと」

　それまでのゆっくりした話し方が嘘うそのように、雪水さんはぺらぺらとしゃべりだした。

　……さっぱり意味のわからない電波な話を。

「んと……その話が本当だったとして、吸血鬼なぼくはなんのために学校なんか来てるのかな」

「ハーレムを作るため」

　即答された。

「吸血鬼は魂の転生によって不死を得て、魂の不滅のために血を吸う。そのためには閉鎖されたテリトリーが必要」

「はあ……」

「第二図書委員会は、蓮見マコトが奴ど隷れい化かした女の子を囲い込むためのハーレム。表向き雨夜冥利が作ったようで、実際には雨夜冥利はすでに蓮見マコトの奴隷」

「そ……そうだったのですか……！」

　アニアがショックを受けたように言う。

「ち、違いますよアニア……ってどうしてそうなるんですか！」

　顔を赤くした冥利の突っ込みなんてどこ吹く風で、雪水さんは続ける。

「従者化は自覚症状のない場合がほとんど。でも、さっきの行動がヒントになった。吸血鬼の弱点である銀十字を見せようとしたら、あなたたちは全員蓮見マコトを守ろうとした。主人である吸血鬼、蓮見マコトを」

　いやむしろ雪水さんを守ろうとしてたんだと思うけど……なんて言っても聞いてくれそうにないので、別のことを訊きく。

「じゃあ雪水さんはぼくみたいな危険な吸血鬼がいるのに、どうしてここに来たの？」

「私が吸血鬼専門の『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』――吸血鬼ハンターだから」

　……うん、なんかもう、ほんとどうしよう。

「『狩人』は吸血鬼の魂を浄化しないといけない。だからそのための準備はしてきた」

　そう言って彼女は本棚の影に手を差し入れ、学校指定のサブバッグを取り出す。

　中をのぞけば……大量のにんにくや透明な液体の入った小瓶、十字架を象かたどったシルバーアクセサリーがごろごろと。

　そのうちの一つ、ごつい十字架をぼくに向かって突きつけてきた。

「……やっぱり、ただの銀十字じゃ効かないのね」

「ただの銀十字？」

「力のある吸血鬼には特別な銀十字……術者の心臓に近い位置につけた銀十字だけが有効だと言われている」

　ああ、それでさっきの露出か。

「いやでも、それも効かなかったよね」

「相当に手て強ごわい相手」

　……そういう結論に落ち着いちゃうんだ。

　ぼくが吸血鬼じゃないという答えは最初からないっぽかった。

「そもそもどうしてぼくが吸血鬼なの？」

「吸血鬼はある日突然目覚める。それは多くの場合、人格の変化という形で認識されるわ」

「はあ……」

「蓮はす見みマコト、あなたは中等部のころと比べてあまりに違いすぎる」

「――――」

　それは……冥めい利りのことがあったから、中等部のころと比べたら確かに違うかもしれないけど。

「なんで……蓮見が変わったってわかったのよ？」

　戸惑うような七な月つきの問いかけに、雪ゆき水みずさんは一冊のノートを取り出してみせる。

　表紙に書かれていたタイトルは――

「『蓮見マコト観察ノート』……って、ぼく？」

「あ……あんた、それ……！」

「ずっと、見てた」

　戦せん慄りつする七月と対照的に、雪水さんはどこか熱っぽい眼まな差ざしをこちらに向けてくる。

「中等部で同じクラスになったときから気にはなっていた。だから、今年同じクラスになって、その変化に気づけた。毎日毎日……登校から下校まではもちろん、ときには男子寮の中に忍び込んで――」

「普通にストーカーじゃないの！」

　突っ込んだ七月を雪水さんは不思議そうに見る。

「違う。私は自分に課された義務のために行動している」

「ストーカーはみんなそうやって自分を正当化するのよ！」

「おかしなことを言う。そもそもあなたに関係あるの？」

「そ……それは」

「ああ、蓮はす見みマコトの奴ど隷れいだから」

「な――だ、誰だれが牝めす奴隷よ!!」

「七な月つき、そこまでは言ってないから」

「はぅ……メスドレイ……？」

　アニアが覚えちゃうから。

「えーと、雪ゆき水みずさんって」

「今の私は雪水愛え心こじゃない」

「……はい？」

「『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』としての私は、フランス人の祖母から引き継いだエステル・ブリュンティエールという名前を使っている。二つ名は『氷結のエステル』」

　……そこまで自分の世界に入っちゃってるのか。

「おばあちゃん外国の人なの？」

「祖母はフランスで名うての『狩人』。機関から雇われて何体もの吸血鬼を屠ほふってきた」

「どっかで聞いたような話ね……」

　呆あきれたように言う七月に、雪水さんは深くうなずく。

「有名な話だから。日本にまでその勇名が轟とどろいていてもおかしくない」

「そういうことじゃなくて……そもそも普通、機関がどうとかいうのは裏の世界の話なんじゃないの」

「よく知っている。さすが、蓮見マコトの奴隷」

「だから奴隷じゃないってば！」

「そうだよ、牝奴隷だよ」

「そう――って違うわよ!?」

「あの……マコト、メスドレイというのになると、ナツキみたいに物知りになれるのですか？　それなら、ワタシもマコトのメスドレイにして欲しいのです」

　もじもじと上目づかいに懇願してくるアニアに、ぼくは――

「蓮見!!」

　七月の言葉を聞いて我に返る。

「――アニア。そういうものじゃないからね」

　あぶないあぶない、うっかり了承しそうになった。

　アニアみたいな女の子にそんな真ま似ねできるわけが……ってそれもおかしいな。

「とりあえず、雪……エステルは、おばあちゃんが吸血鬼専門の『狩人』をやっていて、そのあとを継いだ、と。なんでエステルが継ぐことになったの？」

「長い話になる」

「……できるだけ短く」

「祖母に選ばれたから」

「短みじかっ！　しかも適当な理由じゃないのっ!!」

　と突っ込んだのは七な月つき。

　雪ゆき水みずさんはさらさらとした髪を揺らして小首をかしげる。

「適当じゃない。『狩人』に選ばれるためには素質が必要。私は祖母に素質を見いだされた」

「おばあちゃん何者よ……ああ、説明はいらないわ」

　七月が疲れたように手を突き出すと、雪水さんはこくりとうなずいて続ける。

「私はこうして現に吸血鬼を見つけ出した。だから使命にのっとって蓮はす見みマコトを浄化する」

　ぴっとぼくを指さしてきた雪水さんに、アニアがおずおずと言う。

「あの、でも……『白銀しろがねの吸血鬼』は冥めい利りなのです……」

　冥利がぎくりと身体を強こわばらせ、ぎこちなくぼくを見てくる。……ものすごく不安そうな顔で。

「……マ、マコトどうしましょう？　わ、わたし……浄化されてしまいます……っ」

　小声でぼくにささやきかけてくる冥利、どうやら雪水さんの言葉を信じたっぽい。

　ぼくはため息をついて、冥利に耳打ちする。

「雪水さんが言ってる吸血鬼がどうのっていうのは全部創つくり話だよ」

「え………」

「ほら、冥利も幼稚園のころ言ってたでしょ？　自分はどこか遠くの国のお姫さまで、いつか白はく馬ばに乗った王子様が迎えに来るんだーとか。それと同じ」

「え、そ、そうなんですか？　その割には現実味のある……ってわたしはそんなこと言ってませんよ！」

「いや幼稚園の卒園アルバムに書いてあったよ」

「そん、な、こと――」

　幼なじみをバカにしちゃいけない。

　かああっと顔を赤くする冥利は、ふと気づいたように続ける。

「じゃあ、今まで話していたことは全部雪水さんの妄想ということですか？」

　……いまさらだなあ。

「中ちゆう二に病びようとか言われたりする……なんていうか、一種の病気みたいなものかな」

「病気なんですか!?」

「ん……といってもウイルスとかでかかるものじゃないけどね」

「病気なら治さなくちゃいけません！」

　聞いてない。

　あれ、今ぼく冥めい利りの変なスイッチ押しちゃった？

　さっきまでの気弱な状態から一転してイケイケな空気で、冥利が雪ゆき水みずさんに向きあう。

「雪水さん！」

「エステル」

「エステルさん！」

「さんはいらない」

「エル！」

　ぴくりと頬ほおを動かす雪水さんもといエステル。

　怒ったのかと思いきや……嬉うれしそう？

「エルはスペイン語で白という意味……『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』の私にはぴったり」

　何度もうなずいて一人で納得する雪水さんに、冥利は堂々と言う。

「今まで黙っていましたが、わたしこそが、知を糧かてに願いを叶かなえる吸血鬼――『白銀しろがねの吸血鬼』なんです！」

　寂しい胸をたたき、えへんとわざとらしい咳せき払ばらい一つ。

　これまでの弱気な態度などどこ吹く風の冥利を見て、雪水さんは小首をかしげる。

「自称？」

「あなたがそれを言いますか!?」

「私は自称じゃないわ。ちゃんと祖母から認められて引き継いだもの」

「わたしだって――まあ誰だれかに認められたわけじゃないですけど……と、ともかく！　エルは、吸血鬼を退治するためにここに来たんですよね？」

「そう」

「ならば受けて立ちましょう。吸血鬼を退治する方法、そのすべてを試し、その上で――」

　一呼吸。

「あなたの思い込み、打ち破ってみせます！」



　　　☆☆



　というわけで、雪水愛え心こもといエステル・ブリュンティエールの吸血鬼退治が試されることとなった。

　立ち話もなんだからということでいつもの場所に戻ると。

「雪水さん……じゃありませんでした、エル」

「なに、雨あま夜や冥利」

「わたしは確かに好きなところに座ってくださいと言いました……」

「好きなところに座っている」

「だからって、どうしてわたしとマコトのあいだに無む理り矢や理り座ろうとしてるんですか!?」

　お誕生日席な冥めい利りとそのすぐ右隣に座っていたぼく。

　どういうわけか、雪ゆき水みずさんはそのあいだにわざわざ椅い子すをねじ込んできた。

「蓮はす見みマコトが吸血鬼だから」

「な……だから、わたしが『白銀しろがねの吸血鬼』だと」

「それは自称」

「蓮見は名乗ってすらいないけどね……」

「だからこそあやしい」

「あのあの……なにをしててもあやしいと言われる気がするのです」

「そう。そのとおり」

「そこは認めちゃいけないんじゃないの!?」

　七な月つきの激しい突っ込みに、雪水さんは軽く首を横に振った。

「吸血鬼を放置しておけば、なにをされるかわからない。疑いすぎて悪いことはない」

　そう口にして、こちらに向き直る。

　蒼色の瞳ひとみに近くからのぞきこまれて、思わず見とれそうになった。

　白くみずみずしい肌に、整った顔立ち。首につけられたチョーカーが妙に背徳的で、美しさを際立たせる。

　あらためて見ると本当にキレイなのに……

「というわけで、さっそく試してみる」

　静かな声で宣言し、雪水さんは持ってきたサブバッグを漁あさりだした。

　そうして取り出したのは――両手いっぱいのにんにく。

「古今東西、吸血鬼と言えばこれ」

「それを使ってどうやって退治するのよ？」

　うんざりと訊きく七月も気にせずに、雪水さんは取り出したにんにくを次々と机の上に置いていく。

　目の前に積まれる大量のにんにく。

　……ひたすらシュールだった。

「できた」

「…………で？」

「このまま二十日ほど飲まず食わずで待つ」

「それ普通の人間でも死ぬわよね!?」

「むしろ死ななかったら吸血鬼……かも」

「後付けじゃないの!!」

「かもって言いましたよ!?」

「あの……言っていることも逆転しているのです」

　冥めい利りとアニアにまで突っ込まれて、雪ゆき水みずさんは少し考えるようなそぶりを見せてからうなずく。

「じゃあ、この方法は失敗」

　あっさりしていた。

　にんにくを片付けはじめる雪水さんに、ぼくは訊きいてみる。

「確実に吸血鬼を退治する方法はないの？」

「あるわ」

「なら、それを――」

「心臓に杭くいを打ち込む」

「うん、やめようか」

　それも吸血鬼関係なく死ぬから。疑い云うん々ぬん関係なく確実に死にますから。

「今のは冗談」

　くすりとも笑わずに言う雪水さん。

　その無表情が逆に怖い。

「そもそも吸血鬼の肉体を滅しても意味はない。不死なのは魂だから。そして肉体ごと魂を浄化する方法は、蓮はす見みマコトが吸血鬼だという確信が持てたときにしか使えない」

「はあ…………って、え？　さっきぼくが吸血鬼だって」

「確信までは持っていない」

「……確信もないのにここまでできちゃうんですか」

　冥利ですら少し引くほどの行動力。

　雪水さんはちっとも気にしていないように言う。

「だから確信を得るために――いろいろと試してみる」

　そう言って彼女が取り出したのは――木き槌づちと木杭。

「全力で本番ですよ!?」

　冥利の突っ込みに雪水さんは二度三度と瞳ひとみをまたたいて、

「…………おもしろかった？」

　と反応に困ることを訊いてきた。

　どうやら今のも彼女なりにボケたつもりだったらしい……。

　無表情で訊かれても背筋が寒くなるだけだけど、一応「おもしろかったよ」と答えると、雪水さんはふっと表情を和らげた。

「よかった」

「…………」

「これで安心して浄化できる」

「……それは全然よくないなあ」

　再びサブバッグを漁あさる雪ゆき水みずさんは、もちろんぼくの話なんて聞いてない。

　そうしてその手に握られたのは――『酒』のラベルが貼はられた小瓶。

　ちゃぷちゃぷと中身を揺らしながら、雪水さんは何食わぬ顔で言った。

「聖せい水すい」

「思いっきりお酒よねぇそれ!?」

　ナイス七な月つき。

　しかし雪水さんはまったく動じない。

「お酒はお酒でも家にあった御お神み酒き。しかも中身は――『鬼ころし』」

「ああ吸血鬼だけにね――ってうまくないわよ！」

「よくわかりませんけど……校則違反ですよね？」

　とぼくに訊きいてくる冥めい利り。

「あの……法律違反だと思うのです……」

　はい、アニアが正解です。

「飲まなければ平気」

「まあ、そう……だっけ？」

「だから蓮はす見みマコト、飲んで」

「その『だから』は明らかにおかしいなあ！」

　え、退治って、学校を退学させるとか警察に捕まえてもらうとか、そういうことなの？

　これだけイタい設定並べておいて？

「痛いのは……最初だけ」

　不吉なことを言いながら、雪水さんは小瓶片手にこちらに身を乗り出してきた。

「ちょ――」

　隣に座っていたぼくの肩に手をつき、椅い子すをまたいで膝ひざに座る。

　ふわりと漂う柑かん橘きつ系けいの香り。スカートからのぞく白い太もも。制服のズボン越しに感じるのは、女の子のぬくもりだ。

　この体勢はいわゆる――膝だっこ。

　雪水さんは『蓮見マコト観察ノート』を再び取り出すと、片手で器用にページをめくって言う。

「ノートによれば……蓮見マコトは女子に接近されると心が揺らぐ」

「女の子とこんな体勢になったら誰だれでも揺らぐよね……！」

　近すぎる距離にぼくは心臓を高鳴らせ、差し出された瓶の飲み口を見て必死に口を閉じる。

「な、なにを――っていうかこんな光景……どこかで見た気がしますよ？」

「アニアのときでしょ！　いいから止めるわよっ」

　七な月つきや冥めい利りが立ち上がるのが視界の端で見える。

「や、やめてください……っ」

　アニアがか細い声で抗議してくれているのを背中で感じる。

　それでも雪ゆき水みずさんは止まらない。

「口、開いて」

「蓮はす見みから離れなさいよ！」

「エル！　強引に飲ませるのはダメですよっ」

　七月と冥利に言われ、一度そちらに振り返った雪水さんは、

「……そう。つまり、自主的に飲むのならいいのね」

　どことなく低い声で呟つぶやくと、おもむろに小瓶をあおり、口に中身を含んだままこちらに向き直る。

「ちょ、ちょっとっ!?」

　悲鳴じみた叫び声をあげた七月が掴つかみかかろうとするのも気にしない。

　あくまでマイペースな雪水さんは、「……ん」と声にならない声を漏らしながら、ゆっくりと顔を近づけてきた。

　ぼくの膝ひざの上に乗ってこちらを向く女の子。

　これは……口移しで飲ませようとしてる？

　ぼくが顔をそらそうとすると同時に、雪水さんの手がするりとぼくの首の後ろに回され、顔をがっちりホールド。

　逃げられない。

　眼前には艶つややかに湿る紅あかい唇。

　その隙すき間まからのぞく濡ぬれた舌やゆらゆらと揺れる液体。

　ぼくはその隙間に吸い寄せられるように顔を近づけて――

「ダメーっ!!」

　いきなり突き飛ばされて、膝の上の雪水さんごと床に倒れこんだ。

「いたた……冥利？」

　手を突き出した格好のまま固まるのは、少し前まで呆ぼう然ぜんと事態を見守っていた冥利だ。

　ぼくが声をかけると、冥利は両手をさっと後ろに隠すようにして慌ててまくしたてる。

「マ、マコトは他ほかの女の子と――じゃなくて、こ、ここはそういうことをする場所じゃないんです！　わきまえてください！」

　力ちから一いつ杯ぱい叫ぶ冥利に気け圧おされて、ぼくは思わず「……ごめん」と謝ってしまう。

　なんでぼくが……？　と思わなくもなかったけど、それよりすぐそばでうつ伏せに倒れっぱなしの雪ゆき水みずさんのほうが気になった。

「雪……エステル、大丈夫？」

「…………」

　声をかけても顔をあげない。

　どこか打ったのだろうか？

　ぼくは急いで彼女を抱き起こし、意識を確認しようと顔をのぞき込んだ――瞬間。

　ふわりと香る柑かん橘きつ系けいの匂におい、視界を占める整った顔、柔らかな唇。

　それらを同時に感じながら。



　いきなり起きあがった彼女にキスをされた。



　……ぎりぎり唇の横に。

「――――聖せい水すい作戦、成功」

　さっきまでの淡白な口調ではなく、楽しげな声。

　赤みが差した頬ほおに、とろんとした目、ゆるんだ口元。

　雪水愛え心こ、どうやらごっくんしてしまったらしい。しかもこれは……わかりづらいけど、笑い上戸？

「な、な――なにをされてるのよあんたは!?」

　七な月つきからの突っ込みに、ぼくは我に返る。

　そうだ、現実逃避している場合じゃない。

　冥めい利りに忠告されたさっきのいまで、ぼくはまた『そういうこと』をしてしまった。

　言い繕おうと冥利たちに向き直ると、

「――マコトはえっちなのです！」

　すぐそばからかけられた声。

　驚き振り向いたぼくの前には、目の据わったアニアの姿があった。

「アニア……酔ってる？」

「酔ってないのです！」

　……ということは酔ってるんだな。

　よく見ると、床に空き瓶が転がっていて、中身がぶちまけられてしまっていた。気化したアルコールにやられたのかもしれない。

　そしてよく見るまでもなく、ふらふらとおぼつかない足取りのアニアは、目を細め、唇をへの字に曲げて、どうやら怒っているようだった。

　……怒り上戸ってあるのかな？

　その顔は凄すごんでいるつもりのようだけど、全然迫力がなくて、むしろ可愛かわいい。

「マコトは……エコに惑わされすぎなのです。もっとワタシのことも見るべきなのです……！」

「え……」

「なんですか」

「あ、いや、アニアのことも見てるよ？」

「本当ですか？」

「う、うん」

「本当の本当に？」

「……うん」

「じゃあ――より見てほしいのです」

　そう言ってこちらに近づいてくると、ぐっと顔を寄せてきた。

　吹きかかる吐息、人形みたいな綺き麗れいな顔、ゆらゆらと揺れるエメラルドブルーの瞳ひとみ。

「…………」

　いつもとは違う、艶つやっぽさをたたえたアニアから、ぼくは反射的に目をそらしてしまう。

「うー……マコトは嘘うそつきなのです」

　拗すねたように言うアニア。

「こうなったら――」

　覚悟のこもったアニアの声に視線を戻すと、そこにはとんでもない光景が広がっていた。

「ちょ、ちょっとアニアっ!?」

　七な月つきの声もなんのその。

　アニアはスカートの端を両手で掴つかむと、ゆっくりとたくしあげていく。

　するするとまくられるプリーツスカート。

　徐々にあらわにされていく白い太もも。

　プリーツスカートとニーソックスが作る絶対領域の先に、桃源郷が現れるか否か――というところで、手が止まる。

「ど……どう、です、か……？」

　震える声。震える手。

　アルコールの力を借りても恥ずかしいのか、アニアはこの場に立っているのもやっとという顔で頼りなくぼくを見つめてくる。

「こ、こ、これなら……マ、マコトも……目をそらせないはずなのです……！」

　幼さと艶やかさが混じりあう絶妙な色香。

　恥じらいと強がりが同居する表情が――ふいに崩れた。

「ふにゃ……」

　そんな気の抜けた声を漏らし、がくんと膝ひざを折ってその場に倒れそうになるアニアを、間かん一いつ髪ぱつのところで抱きとめる。

「……アニア？」

　声をかけても反応なし。

　というか。

「もしかして……寝てる？」

「アルコー……こほん。聖せい水すいのせいじゃないの？」

　七な月つきが近づいてきてアニアを引き取ると、

「――そう」

　自信満々に言いながら割り込んできたのは酒……じゃなくて聖水の匂においをまき散らす雪ゆき水みずさんだ。

「聖水はこのとおり、従者の呪じゆ縛ばくも解く。さながら、奴ど隷れい解放宣言……や」

「「っ!?」」

　いきなり語尾がおかしくなった雪水さんに、ぼくも七月もぎょっとして振り向いた。

「……？　なに」

　雪水さんは一瞬前の発言などなかったかのように淡々と答える。

　……ふらふら揺れる頭と眠そうな目が果てしなく危うい。



    

  
    
      



    

  
    
      「冷たい飲みものでも買ってこようか」

　立ち上がったぼくは、一歩目を踏み出そうとしたところで雪ゆき水みずさんに足を掴つかまれた。

「まだ……浄化は終わってない。いろいろ試す……んにゃ」

　そう言って、物欲しそうな目でこちらを見てくる自称吸血鬼ハンター。

　普段とのギャップでちょっとぐっとくる……っていうかなんでいきなり関西弁？

「な、なによその語尾……」

　狼狽うろたえながら七な月つきが突っ込む。

「……語尾？　なんのこと？」

　小首をかしげる雪水さん。

　七月がなにも言えないでいると、ぼくに視線を戻す。

「蓮はす見みマコト……絶対に、逃がさへん」

「それよっ、それ！」

　ここぞとばかりに指さす七月。

「……？」

　困惑するようにかすかに眉まゆを寄せる雪水さんは、どうやら気づいていないらしい。

「雪水さんって……関西のほうに住んでたの？」

「…………ストーカー？」

「あんたが言うな!!」

　と突っ込んだ七月に、雪水さんは軽くうなずく。

「小学校までは、京都で陰おん陽みよう道どうを学んでいた。母方の祖父が、そちら側の系譜だから」

　なるほどそれで吸血鬼ハンターに――ってなんでやねん。

「とりあえずお酒を飲むと地が出るんだね……」

　あるいは気が緩むと、だろうか。

「なによその萌もえキャラ……！」

　と頭を抱えて悶もだえる七月を尻しり目めに、雪水さんは膝ひざ立だちのまま歩いていって、愛用のサブバッグをごそごそしだした。

　よし、いまのうちに飲み物を買ってこよう。

　勢いよく立ち上がろうとしたぼくは、その途中でふと違和感に突き当たって止まる。

　今、見覚えのある鍵かぎ形がたの髪飾りと明るい色の髪が視界をよぎったような……。

　そう思って何気なく横を見ると、机の下で冥めい利りが体育座りをしていた。

「……なにしてるの、冥利？」

　ぼくが声をかけると、冥利は捨てられた子猫のような潤んだ瞳ひとみをこちらに向けてきた。

「わたしはお飾りなんです……第二図書委員会のいらない子なんです」

「は？」

「マコトもわたしのことなんてどうでもいいと思っているんですよね……？」

「――」

　一瞬、雪ゆき水みずさんやアニアとのことを責められたのかと思った。

　けれど、冥めい利りの顔が不自然に……いや顔どころか首まで赤いのを見て思い直す。

　床には聖せい水すいの水たまり。

　……間違いない。三人目の酔っぱらい発見。

「う……うう、わたしなんて世間知らずですし、運動音痴ですし、勉強もできませんし、……中途半端ですし、胸も小さいですし、胸も小さいですし」

「二回言ったね……」

「胸も小さいですし」

「三回言った！」

　よっぽど気になってるんだなあ……というのはともかく。

「そんなことないよ」

　できるだけ優しく、雨に濡ぬれた子猫に傘を掲げる気持ちで、ぼくは冥利に手を差し伸べる。

「冥利はがんばってるし、冥利がいてこその第二図書委員会じゃないか」

　小さい胸も需要はあるよ、と言うのはやめておいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「マコト……」

　冥めい利りのうるうるしていた瞳ひとみからぽろぽろと涙がこぼれていく。

「ふぇぇん……わたしはいらない子じゃなかったんですね……」

　ぼくの手をひしと握りしめながら泣きじゃくる冥利を見て、ぼくは思う。

　泣き上戸。

　これで雪ゆき水みずさんの笑い上戸、アニアの怒り上戸と合わせればよりどりみどりだ。

　ちなみにアニアは寝落ちし、雪水さんはサブバッグを漁あさり続け、冥利はぼくの手を握っている。

　……どうしよう、これ。

「ひどいありさまね……」

　立ち直ったらしい七な月つきが腕を組んで眉まゆをひそめている。

「七月は平気なの？」

「あたしは家系的にお酒に強いから」

「そっか」

「……あたしも酔えたらよかったのにな」

「え？」

「な、なんでもない！　……あたしが飲み物買ってくるから蓮はす見みはみんなを見てて」

　って言われてもなあ……。

「マコトぉ……うぅ……」

「決めた……次は蓮見マコトを太陽の光に一年間当て続け……」

　このカオスを一人でどうにかしろと？

　思ったところで、七月の姿はすでに第二図書館内になく。

　ぼくは一人深いため息をついた。



　　　★★



　七月がジュースを買いに行っているあいだにも、雪水さんの吸血鬼退治法は試され続けた。

「陽の光を浴びせるから、服を脱いで」

「……毎日浴びてるんで間に合ってます」

「それは知っている。でも、いつも服を着ていた」

「そりゃ服着てなかったら捕まるからね……」

「ここなら大丈夫。ここは無法地帯」

「いつから第二図書館が治外法権に……」

「それに、蓮はす見みマコト一人が裸になって恥ずかしいというなら……脱ぐ」

「え」

「雨あま夜や冥めい利りが」

「なんで！」

「うう……わたしなんかでよければいくらでも脱がせてもらいます……」

　冥利も冥利で判断力がおかしくなってるらしく、素直に服を脱ごうとする。

「冥利、落ち着いて」

「うう……ごめんなさい……ごめん、……なさい……」

　ぱたりと横になって、そのまま目を閉じてしまった。脱落者その二。

「じゃあ、アニア・リンドベルイを」

「寝てる子を脱がすってどんな鬼畜……そもそも普通そういうのってまず自分が脱ぐって言わない？」

「――恥ずかしい」

「…………だよね」

　当たり前のことなんだけど、ふいっと顔をそらす雪ゆき水みずさんを見ると複雑な気分になる。

　まるでぼくが強要したみたいな。

「仕方ない。それならもう一度、今度は太陽の下で私の胸の銀十字を――」

「それも服脱ぐのと同じくらい恥ずかしいことじゃないかな」

　ぼくの言葉に、雪水さんはブレザーにかけた手を止める。

「…………蓮見マコトが見なければ」

「見ないで効果あるの？」

「ある……かもしれない」

　あくまで譲るつもりはないらしい。その意固地さにぼくはため息をつく。

「まあそれなら試せばいいと思うけど……」

　それにしても。

「どうしてそこまで吸血鬼に思い入れるの？」

　何気ない問いかけ。

　どうせ突拍子もない理由なんだろうとかけた言葉に――



「普通はつまらないから」



　雪水さんは。

　珍しく強い口調で返してきた。

「祖母から聞いた非日常世界は……話を聞いているだけでわくわくした。どきどきした。それに比べて――比べるべくもなく、私の日常は退屈でつまらない」

　小さなころに、誰だれもが一度は憧あこがれる非日常世界。

　きっと雪ゆき水みずさんのおばあちゃんの話はことさら魅力的だったんだろう。

　だから彼女は思い入れた。

　非日常世界が現実だと思い込んだ。

　でも。

「それは――」

「違うと思います」

　思わぬところからかけられた声に、ぼくたちは振り返る。

　今の今まで横たわっていたはずの冥めい利りが起きあがってこちらを向いていた。

　真剣な顔に、すでに酔いはない。

「……どういうこと？」

　訝いぶかしげに訊きく雪水さんに、冥利ははっきりと答える。

「非日常世界を生きているから楽しいなんてことはないです」

「……」

　まっすぐに雪水さんを見つめる冥利。

　その姿に、ぼくは複雑な気持ちを抱く。

　冥利は吸血鬼になることで日常から逸脱した。

　半ば強制的に非日常の世界に放ほうりこまれたのだ。

　それは彼女にとってつらいことでしかなくて――ぼくにとってもつらい。

　静かに落ちる沈黙の中で、冥利はちらりとぼくを見て、

「それに、日常だって楽しいですよ」

　やわらかに微笑ほほえむ。

「第二図書委員会は普通の毎日をただすごしているだけですけど、つまらなかったことなんて一度もありません」

　ね？　と視線で同意を求められて、ぼくは深くうなずく。

「思い込みが現実を変える、じゃないけど……日常をおもしろくするのもつまらなくするのも、自分次第だよ」

　現実のほうがおもしろいつまらないを決めるんじゃない。

　大事なのは、自分の在り方。

「……」

　雪水さんは考え込むように沈黙してから、小さく首を縦に振った。

「そうかもしれない」

　その答えを受けて、冥利がぱあっと表情を明るく――

「だから、私はこれからも蓮はす見みマコトを追いかけ続ける」

「――――へ？」

　……今、なんて？

　冥めい利りとぼくが呆ぼう然ぜんとしていると、雪ゆき水みずさんはゆっくりと口を開く。

「蓮見マコトを吸血鬼として追う日常……今日、ここでしたことも、楽しかったから」

　この楽しい日常を続けたい――そう言って、雪水さんはふっと息を抜くように笑顔を浮かべる。

「思い込みが……現実を変えるんでしょう？」

　その儚はかなげな微笑は確かに魅力的で。

「そ……そういう意味じゃないですよ!?」

　冥利の突っ込みに雪水さんはさらりと言う。

「どう受け取るのかも私次第」

「う……」

　見事にこちらの言葉を逆手に取られた。

　ぐうの音も出ないぼくたちが、続ける言葉に困っていると、

「――蓮見！　誰だれかに手を出したりしてないでしょうね!?」

　第二図書館の扉が開いて、両手いっぱいにペットボトルを抱えた七な月つきが入ってきた。

「あたしとしたことが、酔い潰つぶれた女の子のいるところに男子一人を残すだなんて……か、考えただけで……もう……もう！」

　全力で暴走する七月に気をとられているあいだに、雪水さんがすっかり帰り支度を整えて、第二図書館から出て行こうとしていた。

「あ、ちょっと、雪水さん――」

「今日はここまでにしておく。とりあえずの危険がないことはわかったから」

　……今日は？

「明日以降に、しっかりと完遂させる」

「な……なにを？」

「蓮見マコトの浄化」

　と、いうことは――

「これからは第二図書委員として気兼ねなく立ち入る」

　当たり前のように言いきって、雪水さんは颯さつ爽そうと第二図書館を出て行ってしまった。

「え……なに？　なに？　どういうこと？」

　困惑する七月や呆然とする冥利を尻しり目めに、ぼくはため息をつく。

　どうやら第二図書委員会に新たなメンバーが加わったようだった。

　許可なく勝手に。

　もともと第二図書委員会は生徒会直属という微妙な立ち位置なため、入るのに公的な許可はいらない。

　逆にいえば現職委員に認められる必要があるわけだけど。

「きゅ、吸血鬼ハンターさんが第二図書委員に……」

「は、蓮はす見みのストーカーなのに委員になるの……？」

　すでにみんな入ったものだと思い込んでいた。



　なるほど思い込みは現実を変える――その人の都合が良いよう、無む理り矢や理りに。



　ぼくは一人そう思い込んで、小さくため息をついた。



    

  
    
      


第二話　リスクが人を成長させるんです。



「リスクなくして成長なし！　努力する人は希望を語り、怠ける人は不満を語るんです！」

　放課後の第二図書館で、冥めい利りが黒板に書いた文字を読み上げる。

　いつもの光景に、ぼくは反射的に冥利を指さした。

「怠ける人だよね」

「な――ち、違いますよっ」

　と言うものの、自分でも自覚があったのか、目をそらす第二図書委員長。

　たぶん考えたことはぼくと一緒だ。

「冥利、追試の勉強した？」

「…………」

　これほど雄弁な沈黙もない。

　雪ゆき水みずさんが第二図書委員会に顔を出すようになってからの一週間。

　冥利は再三にわたるぼくたちの忠告を無視し、実力テストの追試前日である今日まで、まったく勉強をしてこなかったらしい。

「メイリ……ある意味でとっても立派なのです」

　なぜか感心するように言うアニア。

「だめだよアニア、そんなこと言うと冥めい利りが勘違いして調子に乗るから」

「う、うう……マコトがいつにも増してひどい言い方を」

「事実だからね。さっきも怠けていたことを否定してたし」

「むぅ、わたしは赤点を取ったことに不満なんて言いません。だって――確かに勉強してませんでしたから！」

「……堂々と言うことじゃないなあ」

「その代わり希望を語るんです。リスクを負って前だけを見るんです……そう、勉強しないで追試に受かるにはどうしたらいいかと」

　ぐっと拳こぶしを握りしめ、宣言する冥利。

　素直なアニアが思わず拍手してしまうような迫力に。

「で、一週間勉強しないリスクを負って、答えは出たの？」

「…………」

「じゃあ今日は真面目まじめに勉強しようか」

「ま、待ってください、早まらないでくださいマコト！」

「冥利は早まるどころか手遅れだよね」

「確定しちゃいました!?」

「そうならないように、今日はちゃんと勉強しようよ。――ごめんアニア、いいかな？」

　今日はまだアニアしかいない。この時間に来ていないということは、今日の活動は三人だけになりそうだ。

「あ、は、はい……ワタシも自分の勉強をするので大丈夫なのです」

「アニアはえらいなあ……この期に及んで勉強しないで追試に受かりたいとか言ってる誰だれかに見習わせたいなあ」

「う……ふ、ふん、学校の勉強なんてどうせ社会に出たらなんの役にも立たないんです。三角関数なんてどこで使うんですか」

「んー、三角形のおにぎりを正確に二つに分けたいときとか」

「普通に真ん中で切ればいいじゃないですか」

「職場の三角関係に答えを出したいときとか」

「三角関数で答えが!?」

「冥利……この世には答えの出ないこともあるんだよ？」

「なんでわたしが物わかり悪いみたいな流れになってるんですか!!」

　と、ひとしきりボケたあとで。

「はぅ……確かにあんまり使いそうにないのです」

　アニアが机の上に広げた教科書を見て、どこか悩ましげに言う。

「ほら、アニアもこう言ってますよマコト」

　得意満面な笑顔を向けてくる冥めい利り。

　うーん、このダメお嬢様どうしたものか……。

　ぼくが真剣に悩みはじめていると。

「――追試の結果次第では大きなリスクを負う可能性がある」

　いきなり聞こえてきた声に、冥利とアニアがびくりと身体を震わせる。

　ぼくはさすがにもう慣れていたので、声のしてきた背後の窓へと振り返った。

「雪……じゃなくてエステル。いいかげんドアから入ってきたら？」

「その手にはのらないわ。正面玄関から入ったら罠わなが仕掛けられているかもしれない」

　……どんなトラップ図書館だ。

　雪ゆき水みずさんはひらりと窓枠を越えて、そのままそこに腰掛ける。

　背中をとられている感じがすごく落ち着かない。

　まあそれはそれとして。

「大きなリスクって？」

「追試で赤点を取ると、課外活動全般を禁止されることがある」

「――ええっ!?　ほ、本当ですかっ!?」

　席を立って驚く冥利に、雪水さんは胸元からなにやら手帳のようなものを取り出して、ぼくに差し出してくる。

「『蓮はす見みマコト一口メモ』？」

「――間違えた。こっち」

「え……いや今の、ものすごく気になるんだけど」

「生徒手帳のこの部分に書いてある」

　無視ですか。

「ほ、本当です！」

　追試でも赤点をとった場合、一ヶ月間の課外活動禁止。はっきりとそう書かれている。

「へぇ、よく知ってたね」

「生徒手帳を一通り読んでおくのは当然……じゃ、ない？」

「普通はあんまり見ないんじゃないかな」

「……そう」

　少し寂しそうに言う雪水さん。

「生徒手帳……面白いのに」

「……それはなかなか共感できないね」

　どこをどう見たら面白いんだろう。……深くは聞くまい。

　ともあれ、第二図書館の出入りを一ヶ月も禁じられたら、冥利には文字どおりの死活問題になる。

「はぅぅ……メイリがいないのはいやなのです」

　アニアの悲しげな言葉に、冥めい利りが深くうなずく。

「手段を選んでいる場合じゃなくなりました……！」

　どうやらやっとスイッチが入ったっぽい。



　　　☆



　というわけで、冥利の追試対策勉強会の開始。

　いろいろ話しあった結果、冥利をのぞく第二図書委員はみんな勉強ができるので（ぼくはそれほどでもない）、それぞれ得意な科目の勉強法を参考にすることになった。

「って、ぼくたちの学年で一番成績いいのは七な月つきなんだよね」

「むぅ……肝心なときに役に立たないシチガツさんです」

　七月は部活紹介を兼ねた新入生歓迎会ライブがあるせいで、毎年この時期はバンド一筋になる。

「でも冥利、七月よりも勉強のできる人にツテがあるでしょ？」

「――う」

　すぐに思い至ったらしく、冥利が身体を硬直させる。

「……？　……誰だれなのですか？」

「この学園の生徒会長」

「…………」

　あ、アニアも黙っちゃった。

「生徒会長……宗むな像かた菊くく理り？」

　一人その裏の顔を知らない雪ゆき水みずさんが訊きいてきて、ぼくは苦笑する。

「ここで見る菊理先輩はあの生徒会長と一緒だと思わないほうがいいよ」

　高等部一年のときから二期連続で生徒会長の座に君臨する菊理先輩は、冥利同様学園の理事長の親しん戚せきで、表向き品行方正、成績優秀、スポーツ万能のパーフェクトお嬢様だ。

　だからこそ、第二図書委員会で先輩の姿を見れば、誰でもショックを受ける。

　そして冥利は従姉妹いとこでもある菊理先輩をことさら苦手としていた。

「……もう呼んでしまいました？」

「うん。『冥利が困ってるので助けてください』ってメールしておいた」

「せ、生徒会の仕事が忙しくて来れないんじゃないですかね……」

「『めいめいのピンチだと!?　必ず駆けつけるから安心して待っていてくれ！』って返信がすぐに」

「う……うぅぅ」

「あと、追伸で『めいめいには胸を洗って待っているように言っておいてくれ』とも」

「首ではなく胸を!?　なにをしに来る気ですか!?」

　反射的に寂しい胸を押さえた冥めい利りは、慌てた様子でカバンからケータイを取り出す。

「ま、まだ間に合います……今からでも取り消して……！」

「手段を選んでる場合じゃないって言ったのは冥利だよ？」

　ケータイを操作する冥利の手がピタリと止まる。

「うう……こうなれば、ククリ先輩が来るまでに試験対策を完かん璧ぺきにするしかありません！」

「その意気だよ冥利」

　冥利のさらなるやる気が確認できたところで、ぼくはアニアに向き直る。

「というわけでさっそく。アニアはどの科目が得意なの？」

「あ……えとえと……日本史と国語の古文が得意と言えないこともないのです……」

　もじもじと恥ずかしそうなアニアを見て、冥利が複雑そうな顔をする。

「あの、アニアってずっと外国に住んでいたんですよね？」

「は、はい……あ、でもでもどこの国でも日本人学校に通っていたので、外国語は……ごめんなさい」

　ぺこりと丁寧に頭を下げるアニア。一緒に垂れる帽子の耳がラブリー。

「海外に住んでたのに、外国語が苦手？　――不思議な子」

　どう考えても一番不思議っ子な雪ゆき水みずさんが言う。

「で、アニアはどんなふうに勉強してるの？」

「どんなと言われると……予習をして、復習をして……えと、普通に勉強しているだけなのです」

「その普通ができない冥利のためのアドバイスとかないかな？」

「はい、ないのです」

「…………」

「…………」

「…………」

　あまりのバッサリ具合に全員沈黙。

　すぐに空気のおかしさに気づいたらしく、アニアが慌てて付け加える。

「――え、えとえと、……あ、なるべく早めに試験勉強を始めれば！　なんとかなると思うのです！」

「…………それは、すでに手遅れということですよね？」

「は、はぅぅ……あの、あの」

　どんよりと言う冥利にあたふたするアニア。

　しばらく見守っていると、アニアまでヘコみだした。

「……ごめんなさい……ワタシ……役立たずなのです」

　ネガティブアニア発動。

　うーん、なかなか断ち切れないなこの悪循環。

「じゃあ日本史とかは後回しにしよっか。雪……エステルはどの教科が教えられそう？」

　と振り返ると、いつものように十字架をぼくに向けつつさらりと言う。

「数学と化学なら」

「へえ、理系科目が得意なんだ。なんとなく世界史とかが得意そうなイメージだったけど。……主に吸血鬼の関係で」

「理系科目は特に苦手なので助かります……コツとかありますか？」

　冥めい利りの質問に、雪ゆき水みずさんは自信ありげにうなずき、

「数列や化学式を呪じゆ文もん、図形を魔ま法ほう陣じんだと思えばいい」

「……は？」

「因数分解をすることで浄化の炎、化学反応式を書ききることで浄化の雷が放てる……つもりになる」

「え、ええと……その、素人のわたしにもできるようなのは……」

「問題を一つ解くごとにＩＮＴの値があがる、もしくは経験値がたまると思い込む」

「あ、あいえぬてぃーの値……？　も、問題を解けば解くほど経験がたまるのはわかりますけど」

「一定の経験値でレベルアップ。その上、ボーナスポイントを好きな項目に割り振れると思い込む」

「？？？」

　ハテナをたくさん並べる冥利を見て、雪水さんも首をかしげる。

「えーと、冥利はゲームとかしたことないから、そこら辺の専門用語はわからないよ」

「……そんな人がいるの？」

「普通に結構いるんじゃないかな……」

「それは、生きてて楽しいの？」

「……そこまで言っちゃうの？」

　どんな環境で育てばそんな極論が出てくるんだろう。

　ともあれ。

「とりあえず理系科目も後でにしようか」

「え」

「ん？」

「…………なんでもない」

　そう言ってふいと顔をそらす雪ゆき水みずさん。

　……実は結構自信あったのかもしれない。勉強法。

　ちょっとかわいそうだけど、時間がないので先に進む。

「それじゃ次は……あ、ぼくか」

「マコトはありますか……わたしなんかでもできるような勉強のコツ」

「すっかり弱気だね……んー、ぼくはそもそも際だって『できる！』って言える教科がないからなあ」

「どの教科もまんべんなくこなしますからね。――ズルいです」

「ズルいって」

「勉強だけじゃなくて運動でもスポーツでも、だいたいのことはすぐできるようになっちゃうじゃないですか」

「はぅ……そうなのですか……？」

「言いすぎだよ。あと運動とスポーツは同じだからね。冥めい利りが大げさに言ってるだけで実際は――」

「軽音楽、吹奏楽、手芸、パソコンもできる」

　雪水さんが涼しい顔でさらりと続ける。

「他ほかにもそろばん、書道、水彩画を嗜たしなむ……で、合っている？」

「……合ってる、けど……え、なんで？」

　雪水さんは先ほどの『蓮はす見みマコト一口メモ』を取り出して、そこはかとなく誇らしげに言った。

「蓮見マコトのことなら、なんでも知っている」

「なんでもって……」

「む……じゃあ、マコトが中等部で一番最初に入った部活はどこか知っていますか？」

「サッカー部」

「何日在籍していたでしょう？」

「二日」

「……そ、その次に入ったのは！」

「野球部。在籍していたのは一日」

「――っ、じゃ、じゃあ、マコトの初恋の相手は誰だれか知っていますかっ？」

「………………」

「ぶー、時間切れです！　正解は紫むらさき十じゆう字じ幼稚園の姫ひめ宮みや先生でしたー。そのせいでマコトは今でも幼稚園の先生という職業に憧あこがれを抱いているんですよ」

　自信満々でそう口にする冥利に、ぼくは首をかしげる。

「え、なにそれ。ぼくも知らないけど」

「ええええ!?」

　寂しい胸を張る体勢から一転、冥めい利りが眉まゆをハの字にしてぼくに詰め寄ってきた。

「マ、マコト言いましたよね？　幼稚園の卒園式で先生が好きだって……」

「あ」

　あー、確か冥利に好きな女の子はいるのかって訊きかれて……

「ごめん冥利。それ嘘うそだ」

　誤ご魔ま化かそうとして、とっさに出たのが先生だったような。

「そ――それなら、初等部の卒業アルバムで『初恋の人は？』っていう質問に、『幼稚園の先生』って書いていたのはっ？」

「んと……ノリ？」

「ノリ!?」

「そもそも幼稚園の先生の名前、覚えてなかったし」

　卒業アルバムはめんどくさくて適当に書いた覚えがある。

「そ、そんな、それならわたしは今までいったいなにを…………先生の真ま似ねしてたのに……」

「え？」

「っ、な、なんでもないです！」

　頭を抱える冥利と裏腹に、雪ゆき水みずさんが深くうなずき、例のメモ帳になにやら書き込んでいた。

「まあそれはともかく」

「――うぅっ、マコトはわたしをいじめて楽しいんですかっ？」

「冥利をいじめるのはもちろん楽しいけど」

「そこは否定してください!!」

「あらためて勉強のコツって言われると結構思いつかないなあ……」

　というか。

「むしろ冥利はどうして勉強が嫌いなの？　真理探究は平気なのに」

「それは……真理探究が楽しいことだからです」

「どっちも知ることには変わりないのに？」

「好きなことを知るのと、そうでもないことを知るのは全然違いますよ」

「……わかるようなわからないような」

「それに、学校の勉強だと、ほとんどの授業でずっと椅い子すに座りっぱなしです。集中できません」

「普通は集中するために椅子に座ってるんじゃないかな……」

「メリハリは必要です」

「冥めい利りの身体にもね」

「――っ」

　無言できっとにらんでくる冥利。はいはい、ごめんなさい。

　ぼくが肩をすくめると、冥利はうむむっと難しそうにうなりながら言う。

「たぶん、学校の勉強＝嫌なことというのがわたしの中でできてるんです……だから、家で学校の勉強をしようとしても、椅い子すに座っていられなくなるんです」

「じゃあ、動けないように椅子に縛ろうか？」

　なんて冗談半分で口にしたら。



「それは素晴らしい案だと思うぞ、まこちー！」



　聞き覚えのある声は、真後ろから聞こえてきた。

　振り返ればそこに、艶つややかな黒髪を翻ひるがえし、颯さつ爽そうとした宗むな像かた菊くく理り先輩の姿が――なかった。

　窓の外には確かに菊理先輩が立っている。けれどなぜか雪ゆき水みずさんを後ろから抱きしめていた。

　買ったばかりのぬいぐるみの抱き心地を確かめるように、幸せそうな顔で。

「ああ……この程よい弾力は、無駄な肉はきれいにそげ落ち、それでいて女性らしさはまったく損なわれていない理想的な肉体の証あかし！」

「…………」

　困惑するようにこちらを見てくる雪水さんに、ぼくは小さくため息をつく。

「なにしてるんですか菊理先輩」

「抱きしめている」

　なんで。

　と突っ込んだら負けだ。

「こんなにも素晴らしい肉体を前にしたら、正常な人間は抱きしめずにはいられないだろう？」

「正常な人間は少なくとも初対面の相手をいきなり抱きしめたりはしませんね」

「それは違うなまこちー。彼女……高等科一年Ａ組雪水愛え心ことは初対面じゃないぞ」

「え、そうなの？」

　と雪水さんに訊きいてみるものの、首を横に振られる。

「初対面」

「と、言ってますけど」

「基本的に在校生はみな宗像と会ったことがあるはず。主に廊下などで。一瞬」

「……そういうのは普通『すれ違った』って言いますね」

「ところで宗むな像かたは彼女の胸を触ってもいいかな？」

「今会話がすれ違った！」

　しまった。普通に突っ込んじゃった。

　菊くく理り先輩がどこか勝ち誇ったような顔をしているのが余計に悔しい。

「これが……あの宗像菊理？」

　雪ゆき水みずさんがかすかに眉まゆをひそめながら訊きいてくる。

　うん……それがあの宗像菊理です。

「さて、新顔のクールをイジりたいのはやまやまだが、めいめいのピンチなんだったな」

　制服のリボンやらブラウスやらをゆるめながら、するりと窓を乗り越えてくる菊理先輩。

　そうだった、冥めい利りの勉強のために来てもらったんだ。

　ぼくは冥利のほうに振り返ると、

「あれ？　いない？」

「あの……メイリは、机の下――ひゃっ」

「――しぃっ、ですアニア！　言わなければわからな――」

「いや見えてるから」

「……う」

　アニアの下まで移動していた冥利が、体育座りをしたままバツの悪そうな顔でこちらを見あげてくる。

「――ふむ、なるほど。確かに集中して椅い子すに座るのが苦手そうだな、めいめい」

　そう言いながら、菊理先輩がそっと冥利を引っ張り上げる。

「え……ちょ、なんですかその不自然に優しげな顔は」

「まあまあ、とりあえず席につこうじゃないか」

「はあ……ってなんでククリ先輩がわたしの席に一緒に座――ひぅっ!?」

　変な声をあげた冥利にぴったりと密着する菊理先輩は、冥利の身体を後ろから抱きしめるようにして、一つの椅子に二人で座っていた。

　うーん、冥利の背中に押しつけられる菊理先輩の豊満な胸もさることながら、スカートをずらされ剥むきだしになっている冥利の太ももが無性に艶なまめかしい……っていうか菊理先輩の触りかたがやらしい。

「ちょ、ククリ先輩……ふぁ……その、手の動き……ぁ……やめ……っ」

「ふふふ……めいめい、いいことを教えてあげよう」

　冥利の耳元で囁ささやくようにして、菊理先輩は言う。

「学問に王道なし。リスクなくして成長なし、だ。付け焼き刃で当面の試験を乗り越えたいと思うなら――身体で覚えるのが一番」

「か、身体って……ひぁっ！」

　菊くく理り先輩が冥めい利りの耳を甘あま噛がむ。

「めいめいは学校の勉強だとすぐに机から離れたくなるんだろう？　だったら宗むな像かたがこの身をもってめいめいを机に縛ろう。そしてミスをするたびにこうして罰を与える」

「な……そ、そこまでする必要がどこに……」

「めいめいは第二図書委員会に参加できなくなってもいいのか？　追試で赤点のペナルティはいくら宗像でもかばえないぞ」

「あう……」

「それにめいめいの身体は罰を恐れることで注意力が増す。宗像の欲求はめいめいの身体に触れることで満たされる。一いつ石せき二に鳥ちようじゃないか」

「後ろのはいらないんですけど!?」

「まあまあそう言わずに。めいめいの残念おっぱいを触るのは最後の楽しみにとっておくから」

「残念言わないでくださいっ!!」

「さあ、さくさく詰め込んでいこうか」

「うう……わたしの話も少しは聞いてほしいです」

「菊理先輩相手だと、ほんと冥利はとことんいじられるなあ……」

　参加したくなるけど、今は勉強のほうが大事なので我慢。

　ぼくはあらかじめ用意していた実力テストの問題用紙と答えをカバンから出して、机の上に並べていく。

「お、まこちー用意がいいな」

「……わたしは教科書すら準備していなかったというのに」

「と思ったから用意しておいた。冥利が教科書を持ち帰るのって年度末だけだからね」

「む……」

　幼なじみをなめちゃいけない。

　冥利は机の上の勉強道具とぼくを交互に見て、もごもごと言う。

「むー……あ……ありがとう、ございます……」

「ん？」

「――な、なんでもないです！　もうここまできたらなにがなんでもやってやる、です！」

「その意気だめいめい。はむ」

「ぁぅ――ってなんで噛かむんですか!?」

「景気づけになればいいかなって」

「罰がっ？」

「それでめいめいが目覚めてくれれば宗像は言うことなしだ」

「わたしは言いたいことがたっぷりありますけどね……！」

「そうですよ菊くく理り先輩。冥めい利りがＭに自覚したらつまらないですよ」

「マコトっ!?」

「ふむ、そうか……まこちーはいやいや言いながら実は悦よろこんでいるというシチュエーションに萌もえるんだな？」

「萌えますね。はっきり言いますが萌えますね。萌えますね」

「三回も言っちゃうくらいか！」

「何度言っても言いたりないくらいです」

「誰だれか……この人たちを止めてください……」

「はぅ……マコトは……いやいや言いながら実は悦んでいる女の子が好きなのですね」

「アニア、聞いちゃダメです！　それは悪魔のささやきですよ！」

「そもそも蓮はす見みマコトは吸血鬼」

「それも違――ってなんでわたしばっかり突っ込みを……！　シチガツさん来てくださいー！」

　冥利が突っ込み要員としての七な月つきにデレた。

　本人いないけど。

「それじゃあ、あらためて――めいめいの勉強会の始まりだな」

　菊理先輩が嬉うれしそうに言って、冥利がものすごく嫌そうな顔をした。



　　　★



　菊理先輩の作戦はばっちりだった。

　翌日に迫る追試に、今からできることは一夜漬けの詰め込み勉強だけ。

　ところが、冥利は学校の勉強となると長時間椅い子すに座っていることができない。

　だから椅子に身体を拘束しつつ問題を解かせ、間違えたら即座に罰と解説を与えるという方法は、すごく冥利に合っていた。

　……合っていたのだけど。

「残念めいめい。それも不正解だ」

「くはぁぅぅっ！」

　びくんと身体をはねさせ、声をあげる冥利。

　勉強がつらいのか、菊理先輩の責め苦がつらいのか、顔を赤くしてなにかを必死に耐えている冥利を見ていると、まわりのぼくたちがすごく興奮……じゃなくて、いたたまれなくなってくる。

　そして――教育上、大変好ましくない気もする。

　特にアニアの。

「メイリ……ふぁいとなのです……！」

　なんて言っていたのは最初のうちだけで、今は冥めい利りが菊くく理り先輩から責められるたびに、一緒になって身体を震わせていた。

　それだけならまだしも――

「はぅ……メイリ……いいのです……」

　などと言って恍こう惚こつとした顔でぬいぐるみ型カバンを抱きしめ、もじもじしているのが、ものすごく気になる。

　内なるＳっ気に身もだえしているだけなのか、それとも……

　と、全然関係ないところでぼくが悩んでいるあいだも、菊理先輩の個人レッスンは続く。

「うーんおしいな、めいめい。そこはひっかけ問題なんだ。もう少し考えてみようか」

「ひぁっ」

　頬ほおを舐なめられ、

「もう少しだったな。単純な計算ミスだ」

「やあぁぁっ!?」

　スカートをパンツの見えるぎりぎりのところまでめくられ、

「違う。そこは主人公の気持ちになって考えるんだ」

「にゃぅぅっ、く……んぁ、ひぃ……っ！」

　首筋を噛かまれる。噛まれる。甘あま噛がまれる。

「んぁっ、そん、な……なが、いっ、……ぁぁっ、ぁふ……んんっ」

　あむあむと菊理先輩の口が動くたびに、冥利はびくびくと小刻みに身体を震わせる。

「むにゅ、ほらめいめい、手が止まっているぞ？」

「だっ……て……ぁっ」

　悩ましげな吐息を漏らしながら、冥利はぷるぷると震える手で問題を指さす。

「……はぁ……ぁぅ……お、教えて、く、ください……ど、どこが間違えて……いる、んっ、……です、か……？」

「――――」

　さんざんイタズラされているのに、それでもその相手に教えを請う。

　屈辱に耐え、でも徐々にその耐えるなかで新たな快楽を発見し、自分から求めるようになっていく――。

　調教って、きっとこうするんだろうなあ……なんてことを考えていたら、ふと気づいた。

　もしかして、学校の勉強も同じなんじゃないだろうか。

　最初から勉強が好きだなんていう人はめったにいない。だいたいの人はそのまま嫌いなままだ。ぼくもそう。

　でも、ごくまれに勉強を好きになっていく人がいる。

　そういう人は我慢して続けていくうちに勉強の楽しさを見いだすのだ。

　もしそうなら。

「冥めい利り、もう少しだよ」

「なにが、ですか……――ひゃんっ」

「めいめい、集中だ。次まこちーに気をみだしたら遠慮なく……揉もむ！」

「な、なんで……!?」

「さあさあ、どんどん行くぞ。時間がない」

「う、うう……マ、マコト……助けてください……！」

　冥利がすがるような眼まな差ざしでぼくを見てくる。

　その顔は繰り返される菊くく理り先輩のイタズラ（性的な）のせいで赤い。

　冥利は主に性的な興奮で吸血鬼としての本能を目覚めさせる。

　だからこの状況は、吸血鬼的な意味で危険と言えるのだけど。

「冥利」

「は、はい……！」

「リスクなくして成長なし、だよ」

「――――そ、それは」

　今日のテーマだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　もちろん吸血衝動に不安がないわけじゃない。

　でも、それ以上に第二図書館に出入りできなくなるほうが困る。

　月一の絶対吸血衝動もつい最近きたばかりだ。しばらくは大丈夫なはず。

　というわけで。

「がんばって冥めい利り」

「そ、そんな……ふぁあぁっ！」

　にゅっと伸びてきた菊くく理り先輩の手が冥利の胸をしっかりキャッチ。

「まこちーに気をみだしたら遠慮なく揉もむ……そう言ったはずだぞ？」

「ぅくっ……んっ、――うぅぅ、勉強しますぅ……っ」

　ほとんどやけになって叫ぶ冥利。

「――なるほど」

　ふいに後ろから声がしたかと思えば、ずっと見ていただけの雪ゆき水みずさんがなにやら深くうなずいていた。

「リスクなくして成長なし。確かに、リスクも負わないで成果を得ようというのは虫のいい話」

　そう言って彼女はすとんと窓からおりると、振り返っていたぼくと向きあう。

「蓮はす見みマコト」

「うん？」

「私の血を吸って」

「――は？」

「私はこれまで、ほとんどリスクをおかしていなかった……それでは成果が得られなくて当然」

「い……いや、ちょっと待って」

　その成果は絶対に得られないものだから――なんて言ったところで聞いてくれないのは目に見えている。

「蓮見マコトの性せい癖へきは……『ほどよい大きさの胸』、『献身的な奉仕』、『いじめるのもいじめられるのも好き』」

　雪水さんは例のノート――『蓮見マコト一口メモ』のほう――片手に、自分の身体を見おろし、ほのかに頬ほおを赤く染めて言う。

「私でも……条件は、満たせる」

「……うん、条件を満たす以前に、なんで性癖？」

「性欲の上昇が吸血衝動を促す。……自らの身を危険にさらすことで、今度こそ――吸血鬼としての証拠を得る」

　雪水さんもとい『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』エステル・ブリュンティエールは、瞳ひとみを揺らしながら熱っぽくぼくを見つめてきて、

「『従者』……牝めす奴ど隷れいにされて、適当に扱われても――私は、負けない」

　いつの間にか、すぐ目の前にまで雪ゆき水みずさんが迫っていた。

　雪のように白い肌。日本人離れした綺き麗れいな顔。揺れる瞳ひとみが閉じられ――なぜかその状態でブレザーとブラウスを脱いでいく。

　こちらが止めるまもなく外されるすべてのボタン。

　ほどなくして、水色のブラジャーがあらわになった。

「――――吸って」

　ひそめられた声。

　恥辱に耐え忍ぶように切なく伏せられる瞳。

　そして視界いっぱいをしめる――おっぱい。

　ブラジャーの上からでもわかる素晴らしい美乳。白い肌。くびれた腰。

　ほとんど密着するような体勢で、制服越しに感じるぬくもりとやわらかさにくらくらして。

　上目づかいに見てくる彼女に、ぼくは――

「ダ、ダメなのですっ!!」

　突然後ろからアニアに抱きつかれ、たたらを踏む。

　正確には、顔をぎゅっと抱きしめられて動けなくなった。

　ふわりと漂うのは石せつ鹸けんの香り。

　かすかだけど、頭のうしろに当たっているむにゅっとやわらかいのは……アニアの極小おっぱい？

　前から美乳、後ろから微乳。

　すばらしき幸せ空間。

「マ、マコトは……マコトは……きゅ、吸血鬼なんかじゃないのです！」

「それは、あなたが蓮はす見みマコトの奴隷になっているから」

「……そ、そうなのですか？」

　そこでぼくを見られても。首を横に振ることしかできない。

「た、たとえそうだとしても！　マコトは渡さないのですっ！」

「そう……アニア・リンドベルイ、あなたもリスクを負って成果を得ようとしているのね。それなら――戦って奪うだけ」

　鋭く言いきり、雪水さんは手早く制服を着直すと、スカートの中に手を入れ、腿もものあたりに装着していたなにかを取り出す。

　手の上でくるくると回し、決めポーズと共に構えられたのは――棒？

　ステンレスっぽい素材のそれは、一番近いものにたとえるならドラムスティックだろうか。

「……なにそれ？」

「アン・アタッシェ――『聖せい杭こう』」

　……。

「えっと……いつもそれ身につけてるの？」

　当然のようにうなずく雪ゆき水みずさん。杖じよう術じゆつっぽい構えも様になっていて、なんていうか、すごいとしか言いようがない。

　武器らしきものまで持ち出した相手に、けれどアニアも引く気はないようだった。

　ぼくの顔を強く抱きしめて、はっきりと宣言する。

「お、脅しには屈しないのです……！」

　というか、この体勢だとぼくが人質みたいになっているような。動くに動けない。

「む……なんだかまこちーを中心に楽しそうなことが起きているな」

「――え、マコトが？」

「はいはい、めいめいは集中するー」

「……ぁくぅ、んっ」

　すっかり菊くく理り先輩の虜とりこになってしまった冥めい利り。ちゃんと勉強はしているっぽい。

　本来ならこれで一段落となるはずなんだけど……

「アニア・リンドベルイ……相手にとって不足なし」

「……負けないのです！」

　ばちばちと火花を飛ばす二人。

　……なんだろうこれ。

　カオスすぎる。

　その第二図書館の混こん沌とんは――思わぬ形で破られた。



「ごめん、遅くなった！」



　ばんと開くドア。

　三人目にしてはじめてドアから入ってきたのは、ツインテールに左右長さの違うソックスがトレードマークの七な月つき。

　ぼくはとっさに言う。

「七月、いろんな意味で助けて」

「――は？」

「おおナナ、久しぶりだな」

「宗むな像かた先輩……？」

　なんでここに。そう言いたげな眼まな差ざしで、七な月つきはぼくたちを見渡すと。

「……なにしてんのあんたたち」

　もっともなことを口にした。

　誰だれも答えそうにないので、仕方なくぼくが口を開く。

「えーと、話せば長くなるんだけど」

「――すきあり」

「やらせないのです！」

　雪ゆき水みずさんとアニアの攻防。

　ぼくに身体を密着させようとしてきた雪水さんを見て、アニアがぼくの顔を手で覆うようにする。

「なんでアニアと雪水が……それに雨あま夜やが勉強してる？」

「ナナ、あれだ」

　菊くく理り先輩が黒板を指さす。

「めいめいは今、リスクを負って成果を得ようとしている最中だ。かぷっ」

「にゃぅぅっ！」

　悲鳴をあげる冥めい利りを見て、

「よくわからないけど……」

　七月は首をかしげながら言う。



「リスクなんて負わないですむならそれにこしたことはないんじゃないの？」



「……うん、まあ、そうなんだけどね」

　そうなんだけど……そうなんだよね。

　正論すぎる七月の言葉は、勉強に集中している冥利には届かなかった。







　――後日。

　菊理先輩の熱心な指導のおかげで、冥利は無事すべての追試を合格した。

　それもほぼ満点に近い点数で。

　ただ、それからしばらくのあいだは、うわごとのように公式やら英文やら年号やらを呟つぶやくというリスクを負った。

　リスクなくして成長なし。

　でも。

「うう……こんなにつらいのなら、無理して成長なんてしなくてもいいです……！」



　今回の（冥めい利りの）教訓。

　リスクは負わないですむのならそれにこしたことはない。



    

  
    
      


第三話　無駄なものはあっても、無意味なものはありません。



「無駄なものはあっても、無意味なものなんてないんです！」

　珍しく『ネタ紙』なしで、冥利が名言めいたことをしゃべっていた。

　机の上に置かれているのは、『知恵箱』の代わりの分厚い本。第二図書館の蔵書印が押してある。

「どうしたの冥利。熱でも出た？」

「いきなりなんですか!?」

「いや、冥利がここに所蔵されてる本を読んでるなんて珍しいから」

「な、そんなことは――」

「――というかそれ、枕まくらよね。授業中の居眠り専用の」

　そう言って第二図書館に入ってきたのは、ツインテールを揺らす七な月つきだ。今日は黒のベースケースを担いでいる。

「七月」

　これまた珍しい……というか、久しぶりだ。こんなに早い時間から来るのは。

「いいの？　新入生歓迎会ライブ、明後日あさつてからだよね？」

「ん……そうだけど、リハレベルならもうすることないから」

「へぇ、すごいな。もう完かん璧ぺきなんだ」

「す、すごくないし、完璧でもないわよ。ライブは会場の空気みたいなものが大きく影響するから、今できることがないってだけで」

「七な月つきたちのバンド、すごい人気あるもんね」

「そ、そんなこと……ない」

　と謙けん遜そんしているけど、七月たちのバンドは学園内でかなり有名だ。

　メンバーも中等部のころからずっと同じで、それぞれにファンがついていたりする。

　ライブも毎回すごく盛り上がっていた。

「ライブって演奏するあたしたちだけじゃなくて、みんなで作るものだから……当日はいつも以上の力が出るし、すごく力をもらえるの」

　七月は穏やかにそう語ってから、はっとした顔で慌てたように言う。

「あ、だ、だから、別に、最近あたしだけあんたたちとあんまりしゃべれてないからとか、仲間はずれにされたらどうしようとか思って来たわけじゃないわよ!?」

「……うん」

　そんなこと思ってたんだ……。

　七月ってけっこう寂しがりやだな。

「ただ、その――そ、そう！　あたしがいないとこの前の雨あま夜やの勉強会みたいなことになるかもしれないでしょ？　だから！」

「あー」

　確かにあのときは突っ込み役の不足を激しく感じたなあ。

「まあでも、七月が来てくれるのはありがたいし嬉うれしいよ。ね、冥めい利り？」

「…………はあ」

　冥利の気のないため息に、七月が頬ほおをひくつかせる。

「へぇ……今のに嬉しさが込められてるってわけ」

「そんなわけないじゃないですか」

「わかってるわよ！」

「じゃあ言わないでください！」

　ばん、と机を叩たたく二人。ほんと飽きないなあ。

「あんたがため息なんてつくからでしょっ」

「シチガツさんが最悪のタイミングで来るからです！　いいかげん学習してくださいっ」

「だからシチガツ言うなってあんたこそ学習しなさいよ!!　バカなのっ？　ねぇ、バカなの!?」

「あ、あのあの、でも、メイリはこの前『ナツキ早く来て』って大きな声で言っていたのです」

「……え」

　アニアのフォローに戸惑う七な月つきを見て、冥めい利りがすげなく言う。

「アニア、それは違います。正確には『突っ込みさん早く来てください』です」

「誰だれよ突っ込みさんって!?　突っ込みのためだけに必要とされてるみたいじゃない！」

「そ、そんなことはないのです！　ナツキは、えと…………………………」

「ないの!?　あたしの存在価値は本当に突っ込みだけ!?」

「はぅっ、あ、あのあの……あ、む、胸が大きいのです！　将来たれてしまうことを考えなければ、きっと魅力的なのです！」

「たれ……きっと…………」

　ずーん、と七月がうなだれるのを見て、アニアもまた肩を落とす。

「はぅ……またやってしまったのです……」

　素晴らしきかな負の連鎖。

　ぼくは椅い子すの上で体育座りして、揃そろえた両りよう膝ひざに顔をうずめるアニアに軽く声をかける。

「アニア、がんばってたよ。惜しかった」

「投げやりなフォローね……」

「もう少し飛距離が伸びれば新記録だったね」

「投げやりの話よねぇそれ!?」

「むりやりにでもなぞらえてみようと思って」

「やりすぎね明らかにっ！」

　などと言い合っていると、アニアが小さく首を横に振って言う。

「……いいのですナツキ、無理にフォローしてもらわなくても。自分の成長のなさは自分が一番知っているのです」

「アニア……」

「がっかりなのです……イチゴののっていないショートケーキ、ピクルスだけのハンバーガー、油揚げの入っていないキツネうどんのようにがっかりなのです」

　自じ嘲ちようするように弱々しく笑うアニア。

「そ、そこまで言わなくてもいいと思いますよ？」

「そうよ、あたしならもう気にしてないし」

　冥利と七月に気遣われても、アニアは暗い顔のまま。

「ふふふ……メイリ、今日のテーマ、ワタシにぴったりだと思うのです……。無駄で無意味なもの……そう、たとえば酢す豚ぶたに入っているパイン、ピーマンの肉詰めのピーマン……それがワタシなのです」

「……酢豚のパインはともかく、ピーマンの肉詰めからピーマン抜いたらただの肉になるから、無駄ではないんじゃないかな……」

「ピーマンという食べ物自体が無駄です」

　ああ、嫌いなんだピーマン……というのはともかく。

　どうやらアニアがここまでヘコんでいるのは冥めい利りのかかげたテーマのせいっぽい。

　どうすんのこれ……という視線を、七な月つきと二人で冥利へ送っていると。

「い、いえ、違いますよアニア！　『無駄なものはあっても無意味なものはない』というのはですね……エ、エコ！　エコの話なんです！」

「――呼んだ？」

　と、いきなり本棚の影から雪ゆき水みずさんが顔をだす。

　……いたんだ。

　どこから入ってきたの、とはもう聞くまい。

　冥利は目をまばたかせる雪水愛心さんに若干気け圧おされながら言う。

「エ、エルのことでもなくて……えっと、さっきマコトが少し話してましたけど、そろそろ新入生歓迎会が近いですよね」

「……あの、新入生歓迎会というのは？」

「ああそっか、アニア転入生だから知らないんだ」

「えと……最近、お外が騒がしいなとは思っていました」

　新入生歓迎会は、球技大会、プール開きと並ぶ一学期のビックイベントだ。

　その規模は体育祭、文化祭まではいかないものの、文化系、体育会系を問わず部活が最も熱くなるイベントでもある。

　なにせ、二日間の日程で行われる部活紹介レクリエーション、これでこの年の新入部員がほぼ決まるのだ。

　軽音部や演劇部などは日ひ頃ごろの成果を発表する場としても考えている。

　基本的にはみんなあの手この手で部員を獲得しようと必死になり、グラウンド、体育館、講堂が派手に飾り付けられる。

　そんなわけで歓迎会の一週間ぐらい前から学園全体が活気づき、その結果――

「準備で大量のごみが出るんです」

　冥利が自信たっぷりに続ける。

「ごみというのは無駄なものですね。けれど、この世には無駄なものはあっても無意味なものなんてない……つまり、ごみも再利用すれば意味を持つんです！」

「……それで？」

　全員を代表して先を促したぼくに、冥利は待ってましたとばかりに笑顔で言った。

「今から第二図書委員会で『フリマ』をやりましょう！」



　　　☆



「あ、あの……フリマって……？」

　申し訳なさそうに尋ねたアニアに、冥めい利りが得意そうに答える。

「各自使わなくなったものとか捨てようと思っているものを持ち寄って、欲しい人に譲ったり交換したりすることです。エコの叫ばれる現代、環境にもお財布にも優しいということで大変意義のある行動なんですよ」

「はぅ……冥利よく知っているのです」

「さすが第二図書委員会委員長」

「ふふん、これくらいは常識ですよ」

　薄い胸に手を当てて、誇らしげな冥利に。

「で、冥利はいつ誰だれからそれを訊きいたの？」

「ついさっき、『知恵箱』を回収しにいったときです。ごみ捨てに来ていた運動部の人たちが話して――あ！」

　……やっぱりね。

「そんなことだろうと思ったわ」

　七な月つきの言葉に、冥利は顔を真まっ赤かにしながら言う。

「と、とにかくっ、各自寮に戻って使わなさそうなものを持ってきてください！」



　　　★



　というわけで三十分後。

　第二図書館に戻ってきたぼくたちは、さっきまではいなかった人がいて驚いた。

「やあ遅かったな。宗むな像かたは寂しさでどうにかなってしまいそうだったよ」

「ククリ先輩!?」

　冥利の声を心地よさそうに聞く菊くく理り先輩は、すでにブラウスの胸元を大きく開いた格好でくつろいでいる。

「ど、どうしてここに……生徒会の仕事は？」

「投げ出してきた」

「生徒会長がですか!?」

「というのは冗談で――もみ消してきた」

「どうやって！」

「ん、すでに処理の終わっている書類と書類のあいだに、まだ未解決の案件を挟んでだな」

「思いのほかリアルですよ……！」

「いやあ、新入生歓迎会の近いこの時期は毎年異常な量の仕事に忙殺されてな……正直宗むな像かた限界。最後のもうひとがんばりに第二図書委員会の癒いやしが必要なんだ」

　そう言って冥めい利りがするように机に突つっ伏ぷす菊くく理り先輩。

　ちょっと新鮮だ。

「お疲れさまです」

「ん……まこちー、そう思ってくれるのならちょっとこっちまで来てくれ」

　菊理先輩は顔だけこちらに向けておいでおいでをしてくる。

「お断りです」

　ろくなことが起こらないのは目に見えている。

「じゃあ、めいめ――」

「断固拒否です！」

　遮さえぎるように言った冥利はとっさに両手で胸を守るようにした。

「むぅ。こうなれば……アニアー」

「……はい？」

　なんの疑いもなく菊理先輩のもとへ歩きだしたアニアの肩をそっとおさえる。

「はぅ……マコト？」

　きょとんと大きな瞳ひとみをまばたかせるアニアは、きっと菊理先輩になにをされるのかわかっていないんだろう。

　それを話して聞かせるのは簡単だけど、今日の菊理先輩を見ていると気が引けた。

　……仕方ない。

「お、やった。まこちーが釣れた」

「釣れたって……人聞きが悪いですよ」

　菊理先輩は自分の腕を枕まくらにして、近づいたぼくを見てくる。

　肩から滑り落ちる長く艶つややかな黒髪。細められた切れ長の瞳。

　蠱こ惑わく的てきな赤い唇をゆるめて嬉うれしそうに笑うその顔には、確かに普段見られないような疲労がにじんでいた。

　どうやらパーフェクト生徒会長にも肉体の限界はあるらしい。

「本当に疲れているみたいですね」

「まこちー、残念ながら宗像もただの人間だ……疲れもすれば弱りもする」

　そう口にする菊理先輩は本当にしんどそうで。

　多少のわがままくらいは聞いてあげたくなった。

「肩でも揉もみましょうか？」

「肩か……いや、どうせなら――」

　にやりと笑った菊理先輩が最後まで続ける前に、ぼくは菊理先輩の背後に回りこんで、その細い肩に手をおくと、ゆっくりと力を込めて揉もんでいく。

「――んっ、え……？　こ、こら、まだ宗むな像かたは……、ぁ……んぁっ」

「やっぱり凝ってますね」

「まこ、ちー……ゃ、……ぅぁ」

「力、抜いてください」

「はあ、は、ぁ……っ、ぅ、ぃっ――――くぅぅんっ!!」

　ぐっと菊くく理り先輩が机に身を乗り出した拍子に、手が離れてしまった。

「な、なにしてんのよ蓮はす見み！」

「え？　いや、今のは菊理先輩が自分から――」

「そうじゃなくて!!」

　なぜか七な月つきの顔が真まっ赤かだった。

　……またよからぬ妄想でもしてたのかもしれない。

　ほどなくして、顔をあげた菊理先輩がほんの少し恥ずかしそうに言った。

「こ、こほん……まこちー、肩はもういい」

「そうですか」

「その代わりと言ってはなんだが……そうだな」

　菊理先輩はまたイタズラっぽく笑って言う。

「宗像の胸を揉んでくれないか？」

「わかりました」

「――宗像先輩っ!?」「マコト!?」

　七月と冥めい利りに同時に突っ込まれたけど、ぼくは止まらない。

　驚いた顔をしている菊理先輩の肩を掴つかみ、こちらを向かせると、白いブラウスからあふれんばかりの胸に手を伸ばして――

「あ――ちょ、ちょっと待ったまこちー！」

　二つの膨らみに手が触れるか触れないかというところで妨げられた。

　両手で胸を隠すようにした菊理先輩の頬ほおはほんのりと赤い。

「どうしました？」

「え。あ、いや、そ、それはこっちのセリフだ。どうしたまこちー？　いつものきみなら……」

「ぼくは菊理先輩の望むことをしてあげたいだけですよ」

「――そ、そうまっすぐに言われると照れるのだが……しかしだな」

「大丈夫です菊理先輩。ちゃんと気持ちよくしてあげますから」

「――――」

　固まってしまった菊理先輩の手をそっとどかして、ぼくはあらためてその胸を――

「やらせるわけないでしょ!!」

「目を覚ましてくださいマコト!!」

　七な月つきと冥めい利りが後ろからぼくの手を掴つかんできた。

　左手を七月、右手を冥利。それぞれに抱きしめるようにされ、身動きが取れない。

　これじゃあ菊くく理り先輩の望みを叶かなえられない。

　胸を揉もむという目的を――あれ？

「これって、もしかして……セクハラ？」

「いまさらなに言ってるのよっ！」

　ですよね。

　あぶないあぶない。ちょっとまともな思考ができなくなっていた。

「軽い冗談のつもりだったんだが……まさかまこちーの内に秘めたる雄おすを目覚めさせてしまうことになるとは……」

「ぼくも意外でした」

「まこちーも意外だったのか！　……それはそれでちょっとショックだ」

　と軽い応酬をしたところで、菊理先輩はふう、と区切りをつけるようなため息をつき、

「で、今日はなにをするんだ？」

　本題に入った。



　　　☆☆



「――というわけで第二図書委員会でフリマを開くことになったんです」

「なるほどな。それは楽しそうだ」

　冥利の説明を受けて、菊理先輩は「しかし」と腕を組む。

「宗むな像かたはフリマに出せるようなものがなにもないな。めいめい、こういうことがあるのなら事前に連絡をくれないと」

「いえ、ククリ先輩の来る予定がそもそもなかったです……」

「いいんじゃないの？　宗像先輩はもらうだけでも。もらい手も必要だし」

「それは今日のテーマ『等価交換』に反するんじゃないか？」

「……むしろそのテーマがどこから出てきたのか訊ききたいですけど」

「仕方ない、脱ごう」

「なんでですか!?」

「身につけているものならフリマに出せるだろう？」

　と言って、本当にブレザーを脱ぎだす菊理先輩。

「さっきので懲りてないの!?」

　隣に座っていた七な月つきが慌てて止めようとするものの、菊くく理り先輩はぼくを見て涼やかに微笑ほほえんだ。

「まこちー、信じてる」

「そういう問題じゃないです！　委員長権限でフリマに今身につけているものは出せないことにしますよ！」

「むぅ、それなら仕方ないな……。すまないまこちー。まこちーの内に秘めたる雄おすのためにがんばろうと思ったんだが」

「……そのがんばりはだいぶ明後日あさつてのほうに向かってますね」

「では大変心苦しいが、宗むな像かたはみんなの私物をもらうだけにしよう」

「全然心苦しそうに見えないんですけど」

「さあ、惜しみなく宗像に私物を与えてくれ。もれなく愛用することを約束する！」

「な、なんかそれもいやです！」

「な……なにに、使われるのよ……！」

　そう呟つぶやく七月の顔が赤い。すぐ広がるなあ妄想の翼……。

　それはともかく。

「とりあえず持ってきたものを机に並べていこっか」

　ぼくがそう言うと、会話に参加していなかった雪ゆき水みずさんが黙々とサブバッグの中身を広げていく。

　その顔は相変わらずの無表情でなにを考えているのかはわからない。

　そして、サブバッグから取り出したのは対吸血鬼グッズではなく――

「音楽ＣＤ……？」

　ものすごく意外なものが出てきた。しかも同じバンドのアルバム七枚。

「二枚ずつ買ったから。間違って」

「……間違って？」

　七種類も？

　こくりとうなずく雪水さんはじっとぼくを見つめて、言う。

「いる？」

「いや……えーと」

「聞く？」

　素早く音楽プレイヤーを取り出す雪水さん。高そうなヘッドフォンをこちらに差し出してくる。

　ぼくが迷っていると、横から七月にかっさらわれた。

「へぇ、あんたこういうの好きなんだ」

　軽音部の血がさわぐのか、ときおりリズムをとる七月はツインテールを小気味よく揺らして嬉うれしそうに言う。

「おー、いい疾走感ね」

「……」

　七な月つきがＣＤを聞いているあいだに、雪ゆき水みずさんはバッグの中身を次々と並べていく。

　吸血鬼もののマンガ、銀製フォーク、少し大きめのシルバークロスのアクセサリー、最後のは――棒？

　この前アニアに対して構えた、ドラムスティックっぽい棒だった。かなり使い古されている。

「うん、このバンド結構好みかも。他ほかにはどんなの聞いたりするの？」

　ヘッドホンを外した七月の立て続けの問いかけに、雪水さんは首をかしげて、

「そのバンドマンがなにを身につけているかによる」

「……は？」

「シルバーのクロスはつけていてほしい」

「え……いや、サウンドとか……」

「魂を揺さぶるようなものがいいわ」

「そ、そうよね！　うんうん、やっぱりロックは魂が――」

「吸血鬼の魂を浄化できる音楽」

「…………」

　あ、七月がものすごく微妙な顔をした。

　メロンだと思って食べたら「それハチミツかけたキュウリだよ」って言われたときみたいな。

「……えーと」

　どうにかこの空気を変えようと、ぼくは机に並べられた二本の棒を手に取る。

「これってドラムスティックだよね？　だいぶ使い古されてるね」

「対吸血鬼の技を磨くのに使ったから」

「…………」

　そうですか、としか言えない。

　やっぱり音楽とは関係ないのかな……。

　でも。

「この真ん中一ヶ所に集中してるささくれなんか、リムショットの跡っぽいんだけどな……」

「蓮はす見み、わかるの？」

「ん、ちょっとだけかじったことがあるから」

「軽音楽は長く続いたほうですよね。他の部活に比べて」

「他ほかの部活？」

「蓮はす見みマコトは中等部に入ってすぐ、一通りの文化部と運動部の体験入部をしている」

　と答えたのはメモ帳片手の雪ゆき水みずさん。

「むー……ちなみに体験入部のあいだに全部やめています」

　冥めい利りが不機嫌そうにそう付け加えた。

「はぅ……全部。すごいのです……」

「ふむ。その話は聞き及んでいるが、まこちーはなんでそんなことをしたんだ？」

　なぜ、と言われると……まあいろいろあるけど。

「あえていえばなんとなく、です」

「宗むな像かたと気があうな」

「ですね」

「宗像に気があるな」

「……引っかかりませんよ？」

　菊くく理り先輩は「残念」といたずらっぽく微笑ほほえんで、ぺろっと舌をだす。菊理先輩のそういう子供っぽい仕草、好きです。

「――じゃあ、楽器もなにかできたりするのっ？」

　身を乗り出して訊きいてくる七な月つきに、ぼくは少し気け圧おされながら答える。

「一応、ギター、ベース、ドラム、キーボードは……といっても全部初心者に毛が生えたレベルだよ」

「すごい……本当に器用なのね！」

「いやいやうしろに貧乏、がつくから」

「ううん、それでも全部できちゃうのは純粋にすごいわよっ」

　普段の七月とは違う、無邪気な笑顔にちょっとどきっとする。

　七月は本当に音楽が好きなんだなあ……。

「そういえば……あのころの蓮見マコトはまだ普通の蓮見マコトだった」

　雪水さんが唐突にぼそりと呟つぶやき、こちらをじっと見つめてきて……ぼくは身じろぎをしたくなった。

　その『普通の蓮見マコト』が『普通だった雨あま夜や冥利』にどれだけ迷惑をかけたか。

　それも、彼女は知っているのだろうか。

　そして冥利は、あのときのぼくをどう思っているんだろう――。

「……？　なんですかマコト」

　不思議そうにまばたきをする冥利は、そんなことは少しも気にしていないように見えて。

「――いや、あのころと比べても冥利の胸はちっとも変わってないなあって」

「にゃっ!?　す、少しは変わってますよっ！」

「へぇ、具体的にどれくらい？」

「言うわけないです！」

「そっか……変わってないんだね」

「変わってますってば！　ちゃんと５――」

「雨あま夜や言わなくていい!!」

　かぶせぎみの七な月つきの声で後半部分が聞こえなかった。

　サイズの単位が気になる……。

「まったく……ちょっと気を抜いたらすぐそっち方面に話を持っていくんだから」

　冥めい利り以上に七月に警戒されてしまった。

「雨夜も雨夜よ。数字なんて教えたって、『え？　本当にそんなに大きくなった？　じゃあ実際に見せてみて』って言うに決まってるじゃない！」

　とんだ誤解だ。菊くく理り先輩じゃあるまいし。

　とはいえこれ以上つつくと本気で怒られそうなので、おとなしくフリマの話に戻ろう。

「じゃあ七月のを見せてよ」

「は、はあっ!?　そんなの見せられるわけないでしょ！」

　……？　いや、持ってきたものを見せてもらわないとフリマにならない。

「じゃあ先にアニアのを――」

「アニアのも見る気なの!?」

「……そりゃあまあ。どうせみんなで見せ合うわけだし」

「みんなで見せ合う!?　ダ、ダメに決まってるでしょっ!!」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶ七月に、全員が首をかしげる。

「あの、ワタシなら大丈夫なのですナツキ」

「ア、アニア……！　大丈夫って……は、恥ずかしくないの？」

「えと、ワタシのは小さいものなので、恥ずかしくないと言ってしまったら嘘うそになってしまいますが……でも、小さいなりに自信があるのです」

「そ、そう……うん、大事よね、自信を持つことは。でも、いくら自信があるからって蓮はす見みにまで見せるのは――」

「ぜひマコトにも直接触って欲しいのです」

「直接触る!?」

「へぇ、楽しみだなあ。じゃあやっぱりアニアのから……」

「は、蓮見ーっ!!　絶対ダメっ、ダメったらダメー!!」

　七月が両手を広げてアニアをかばうようにする。

　なんだろう。さっきから七月のリアクションがおかしい。七月が突然変になるのは今に始まったことじゃないけど。

「――ははあそういうことか。なるほどな」

　と、突然合点した菊くく理り先輩が腕を組み、表情をゆるめて、七な月つきに優しく語りかける。

「わかったナナ。ナナは見せなくてもいい。その代わりナナのそれを教えてくれないか？」

「な――っ、そんなの」

「見せることに比べれば余裕だろう？」

「そ、それは……」

　ちらちらとこちらを見る七月が、袋小路に追い込まれたネコのような顔をする。

「う、うう……ここで？　全部？」

「ちゃんと上から三つをな」

「う……ううー……っ」

　顔を真まっ赤かにした七月は、ぼくのほうをしきりに見てから、やがて小さな声で、



「は、87……58……86……っ」



　と呟つぶやいた。

「ほう……予想どおり、さすがのスリーサイズだな」

「は……？　なんでいきなりスリーサイズ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「――え？」

　クエスチョンマークを浮かべるぼくたちを見て、菊くく理り先輩がにやりと笑う。

　ああ……勘違いしていたのを利用されたっぽいな。

「む、宗むな像かた先輩ぃ……っ！」

　七な月つきも気づいたらしく、声を低くする。

「ふふ、ナナ、この世は非情だ。騙だますか騙されるか。英語で言うとトリック・オア・トリート！」

「お菓子で解決できるわねぇそれ！」

「おかしみは大事だからな。どんなときでも」

「なんでうまいこと言ったみたいな顔してるのよ……っ」

「ふ、お菓子だけに美う味まい！」

「うーまーくーなーいーっ!!」

　などなどと、七月が菊理先輩に噛かみついているうちに、ぼくは机の上に某電器屋のロゴが入った紙袋があることに気づいた。

「あ、七月が持ってきたのってこれ？」

　紙袋は結構大きめのサイズだ。この店は特にパソコン関連が充実しているので、使わなくなったキーボードとかが入っているのかもしれない。

「む、まだ中身を出していないんですね。シチガツさん、開けちゃいますよ？」

「……え。ちょ、待――」

　七月が言い終わる前に、冥めい利りが袋の底をもって逆さに振ってしまう。

　そうして中から出てきたのは――アニメ絵の美少女がドアップでプリントされている箱。

「ギャルゲーか」

　菊理先輩の声に、七月がかあっと顔を赤くする。

「こ、これは、その、お、お兄ちゃんがいらなくなったって言ってて、あ、あたしもオリジナルを一通りプレイ……じゃなくて、いらないから、処分に困ってて！」

「………………そっか」

　……深くは突っ込むまい。

「じゃあこれほしい人いる？」

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　全員の顔を見渡してみるも、ノーリアクションでフィニッシュ。

　当たり前と言えば当たり前だ。

「え……？　ちょ、えっと、あ、あたしはやったことないけど、このゲームの里り伽か子こルートとかすごく泣けるらしいわよ……？　あ、あとこのゲームも――」

　と、全員から反応がないと知るや、七な月つきは一生懸命セールスポイントを訴えはじめた。

　菊くく理り先輩あたりが食いつくかと思ったけど、どうやら七月の反応を楽しんでいるっぽい。

　さすがにぼくもこの状況でほしいといえるほどの度胸はないなあ……。

　電子レンジも使えない冥めい利りにゲームは高度すぎるし、雪ゆき水みずさんは興味自体なさそうだった。

　アニアにはやらせちゃいけない気がするし……と考えているあいだに、七月の熱い説明はいよいよ悲壮感を漂わせはじめて。

「あ、あのナツキ」

　沈黙に耐えかねたのか、アニアがおずおずと手をあげる。

「ワタシ、ほしいのです……それ」

　アニア、その気遣いはいらないよ!?　と叫びたいのを必死に我慢する。

「え、ほんとっ？　こ……こほん。そう。うん、アニアはいい目をして……じゃなくて、じゃあこのゲームはアニアに――」

「あ、あー、ぼくも欲しいなあ！　ぜひやってみたい！」

　ぼくは勢いよく立ち上がって、アニアの手に渡るのを阻止する。

　菊理先輩をのぞく全員の視線が痛い。痛い痛い。

「蓮はす見み……そんなに？」

「マコト……そういうゲームに興味あったんですか？」

「……うん、まあ」

「そうなのですか……マコトがほしいのでしたら、ワタシはいいのです」

「………………ありがとう」

　あれ、なんだろうこの複雑な気持ち。

　紙袋を受け取ると、七月がさりげなく顔を近づけて耳元で囁ささやいてきた。

「あ……あとでちゃんと感想聞かせなさいよ」

　――マジですか。

　女の子相手にギャルゲーの感想言うとか……なにその奇抜な罰ゲーム。

　微妙に嬉うれしそうな七月にはとてもそんなことは言えない。

　あんまり深く考えないようにしよう……。

　ぼくは紙袋を机の下に置くと、こちらを見ていたアニアに話を振る。

「アニアはなにを持ってきたの？」

「ふむ、アニアのことだ、その私物はさぞかしかわいいものなんだろう。宗むな像かたはそのかわいいものを……それはもう、いろいろな用途で使いたいな！」

　菊くく理り先輩の変態めいた宣言に、アニアが小さくなる。

「はぅ……あの、そんなに良いものではないのです」

　と言いつつ、意外とまんざらでもなさそうだった。

「あの、ワタシ、ときどきおうちから荷物が届いて……その中に、えと、パパやママが買ってくれた小さなお人形さんが入っていることがあって、それを持ってきたのです」

　遠慮がちに指さした先には、確かに人形が並んでいた。が。

「う……これは……」

　菊理先輩がうめいてしまうほどグロテスクなものばかりだった。

「……まあでも、フリマは基本的にいらないものを出す場だしね」

「いえ、いらない子なんかじゃないのです！」

「……アニア？」

「あ――ご、ごめんなさいなのです……あ、あの、でもですね、このお人形さんは触角の部分にお湯をかけると伸びるのです。それと、こっちのムカデさんみたいなのはお腹なかのところをつけ外しできて――」

　などと言いながら人形を楽しそうにいじるアニア。

　まさか……これもまた七な月つきと同じく布教用アイテム？

「そ、そうか……アニアは虫とか平気……というか好きなんだな」

「はいなのです！」

　天使の笑顔。

　反対に、菊理先輩のほうはちょっと意外なくらいに顔が引きつっていた。

　これは、もしかすると――

「菊理先輩は虫が苦手なんですか？」

「な――ま、まさか！　この宗むな像かたがたかが節足動物に遅れをとるなど……」

　顔はちゃんとこっちを向いてるけど、目が泳いでる。

　なるほど……これはいいことを聞いた。いざというときに使おう。

「ククリにならこの子たちを安心して任せられるのです。だから、受け取ってください」

「う、うん、もちろんだとも……魔ま除よけにでも使おうかな、ははは」

　懸命な微笑ほほえみが痛ましくさえ見える。

　弱ってる菊理先輩、ものすごく新鮮……。

　なんて微笑ましく見守っていたら、菊理先輩が笑顔でにらんできた。

「そういうまこちーはなにを持ってきたんだ？　ん？」

　薄ら寒い笑顔で凄すごまれたので、ぼくは素直に机の上に畳んでおいていたそれを広げる。

「普通すぎて申し訳ないですけど」

「……服？　まこちーの？」

「はい」

「マ、マコトの服……ですか？」

「蓮はす見みの……服」

「……そうだけど」

　なんでみんなして繰り返したんだろう。捻ひねりのなさを暗に責められたのかな？

「あ、やっぱり男物っていうのがまずかった？」

　一応女の子でも着られるようにシャツ類だけにしたけど、サイズも合わないだろうし、見知った男子が着古したものというのは微妙かもしれない。

　七な月つきのときみたいに気を使わせるのも悪いので、さっさとしまって――

「ま、待ってください！」

　冥めい利りが手を伸ばして、落ち着かなげに視線をうろつかせながら言う。

「い、いらないのなら……わたしがもらいます」

「え？　でも冥利じゃサイズが――」

「パ、パジャマとして着ます！」

　勢いよく言う冥利。その顔はなぜかほんのりと赤い。

「あ、あのあの！　それならワタシもほしいのです……」

　珍しくアニアが声を張り、

「そ、そういえばちょうど寝るときに着る服が欲しいところだったのよね」

　七月が顔を逸そらしながら横目でこちらを見てきて、

「対吸血鬼アイテムを作る……」

　雪ゆき水みずさんが身を乗り出しそうな勢いでシャツを凝視する。

　そして。

「まこちー……宗むな像かたは誓おう。まこちーの服をこの場にいる誰だれよりも最大限有効に使うと！」

「だから宗像先輩はなにに使う気なのよっ!?」

「そういうナナこそなにに使う気なんだ？」

「あ……あたしは別に、普通に」

「普通に洗濯せず、まこちーの残り香を嗅かいだり、抱きしめたりするのか？」

「………………」

　え……なんでそこで黙るの？

「シ、シチガツさん……？」

　冥利の声にも七月は反応しない。顔を真まっ赤かにしたまま沈黙。

「そういうめいめいも、寝るときに裸にまこちーのシャツ一枚では――」

「にゃ!?　そ、そんなわけないじゃないですかっ、ちゃんと下着もつけます！」

「下着だけだろう？」

「そ、それは――」

「下着だけ、って………」

　思わず想像してしまう。

　上はぼくのシャツ一枚。下はパンツだけ。シャツはもちろんぶかぶかだ。

　ベッドの上の冥めい利りは顔を赤らめながらパンツを隠すためにシャツの裾すそをのばそうとする。そのせいで肩が大きく出てしまって慌てて戻そうとするのだけど、そうするとまたパンツが見えてしまい――

「……いいね」

「なにを言ってるんですかっ!?」

「むぅ……まこちーを落としても意味がないな」

　菊くく理り先輩は桃色妄想に身をゆだねていたぼくを悩ましげに見てから、アニアに話を振る。

「アニアはどうだ？　まこちーのシャツが手に入ったらどうしようと思う？」

「えと……ぬいぐるみさんに着せるのです」

「ぬいぐるみ？」

「は、はい……あの、お部屋に大きなウサギさんがいるので、その子に着せてあげます」

「…………」

　今度は菊理先輩が黙りこんでしまった。

　そうかと思うと、いきなりがくりとうなだれて悔しそうに言う。

「くっ…………負けた！」

　いや、なにに。

「というか、そもそもシャツ人数分あるんですけど」

「なんだと!?」

「……見ればわかりますよね？」

「うん、見てなかった」

　……本当にほしかったんだろうか。

「まあちゃんと使ってもらえるなら……どうぞ」

　全員に配り、五人がそれぞれ似たような表情を浮かべたところで。

「さて。いよいよ最後はわたしの出番ですね！」

　冥利が机の上に持ってきたものを広げていく。

　未使用ノート、シャーペン、ケータイのストラップ、ネコのキーホルダー。

「普通だな、めいめい」

　菊理先輩にそう言われて、冥利は自信たっぷりに笑う。

「ふふふ、そう思いますよね？　でも違います！　これらはすべて、世界で一つしかない、おんりーわんな希少品なんです」

「学園内の売店で普通に売ってるやつだよね？」

　同じの持ってるし。

「違います！　いいですかマコト。たとえばこのノートはですね、わたしが初等部に入学したとき、おばあさまから買っていただいた二冊のうちの一冊なんです」

「その時点で世界に二冊あるわね」

　オンリーワンではなくなった。

「う……ま、まあこの際おんりーつーでもいいですが……とにかくおばあさまから買っていただいたノート、そのことに意味があるんです。なぜなら……同じノートは買えてもそのときの想おもい出では決して買えないんですから！」

　びしっと指を一本立て、決めポーズをとる冥めい利りに。

「「「「「…………」」」」」

　全員が沈黙。

「あ、あれ……？　あの……わたし今いいこと言いませんでした？」

「…………………………うん」

「…………………………そうね」

「マコトもシチガツさんも間が長いですよ!?　ほ、ほしくなりましたよね？　かけがえのないノート、ぜひとも手に入れたくなりましたよねっ？」

「なったぞめいめい。なった。うん、なった」

「菊くく理り先輩までおざなりに!?」

　ちなみに、雪ゆき水みずさんは最初から興味がないらしく明後日あさつての方向を向き、アニアも気まずそうに目をそらしている。

「そ、そんな……今の話で少しも心が動かないなんて……」

　むしろ冥利の話でみんなの心が凍ったような。

「う、うー、結構使いやすいノートなんですよ？　こっちのシャープペンシルもすごくよく書けますし……お買い得ですよ！」

「売る気なの？」

「まさか！　お金で価値などつけられません！」

　なにがしたいんだろう。

「ねえ冥利。ノートの想い出って、冥利と冥利のおばあちゃんの想い出なんだよね？　それって他人にはちょっと重いんじゃないかな？」

「え……」

「冥利だって、ぼくの兄さんとの想い出がいっぱい詰まってるノートほしい？　とか言われたら困るでしょ」

「た、確かに……って、マコトお兄さんもいらしたんですか!?」

「いないよ」

「…………」

「妹ならいる」

「……それは知ってます」

「十二人」

「増えてますよね!?　十人くらい増えてますよね!?」

「父さんと母さんががんばってくれたみたいで」

「にゃぅ――そ、そういうネタは……っ」

「冗談だけどね」

「無駄に引っぱりましたねっ！」

　というのはともかく。

「だからめいめいの持ってきたものは受け取りづらいんだ」

「う……」

　菊くく理り先輩がずばっと言ってくれた。

　とたんに冥めい利りがしゅんとうなだれる。

　かわいそうだけどこれは仕方ないかな……。

「あ……あのメイリ、少しだけノートを見せてもらってもいいですか……？」

　アニアがフォローするように言っても、冥利は黙ってノートを差し出すだけ。

　…………。

　……仕方ないとか言っておいてなんだけど、やっぱりこれはちょっと耐えられない。

「あのさ冥利、他人には理解されないけど、本人にとっては大事なことってあるよね」

「…………？　なんですか急に……」

「いやほら、今回第二図書委員会でフリマを開いて、みんな自分のお気に入りみたいなのを持ってきてたけど、結構他ほかの人には気に入ってもらえなかったりしたでしょ？」

「そうですね……わたしのノートとか、わたしのシャープペンシルとか、わたしのストラップとか……」

　ふふふ、と暗く笑う冥利。

「そういえば……マコトの持ってきた服は大人気でしたよね……」

　まずい、この泥沼な感じ！

　ぼくが言葉に詰まっていると、別のところから助け船が出された。

「蓮はす見みマコトの服は……蓮見マコト自身が価値を見いだしていなかった」

　雪ゆき水みずさんのナイスフォロー。ありがたい。

「そうそう。つまり、『無駄なことはあっても無意味なことはない』って、『他人にとっては無駄なものでも当人にとっては無意味じゃない』ってことなんじゃないかな？」

「……マコトの場合は？」

「その逆だよ。『自分にとって無駄でも他人にとっては無意味じゃない』。無駄だなって思うものは他ほかの人に引き取ってもらえれば無意味じゃないし、逆に他の人にとって無駄だなって思うものも自分にとって大事ならそれでもう意味のあるものだよね」

「――」

「ほう……」

「ふん……なるほどね」

　菊くく理り先輩と七な月つきが納得するようにうなずき、冥めい利りもしばらく放心するようにしていたけれど、はっとした表情になって、

「は――励まされたなんて思いませんからねっ！」

　ぷいっと顔をそらす。

　ぼくは思わず笑いそうになり――



「心の翼を広げて……飛び立とう真っ白な世界へ」



　いきなり聞こえてきた突拍子もない言葉に、雪ゆき水みずさんを見る。

「……」

　その雪水さんもまたアニアを見ていて、

「私は可能性の雛ひな。無限の光を抱きしめて、有限の世界へ旅に出る……？」

　そのアニアは――冥利のノートに書かれた文章を読んでいた。

「あの……メイリ、これは……？」

　小首をかしげ、不思議そうに尋ねるアニアから。

「――ひ、ひゃあああああ!!」

　冥利は顔を真まっ赤かにしてノートを取り上げた。そのまま中身を確認して、目を見開く。

「なな、なんでこっちのノートが……っ!?」

　……どうやら、持ってくるノートを間違えたらしい。

　そういえばさっき同じノートが二冊あるとか言ってたっけ。

　それにしても。

「心の翼……ね」

　七月が生なま温ぬるい笑顔で呟つぶやき、

「私は可能性の雛……か」

　菊理先輩がにやにやしながら言い、

「無限の光を抱きしめて、有限の世界へ旅に出る……なかなかいいセンスのポエムね」

　雪ゆき水みずさんが無表情にうなずく。

「――ああああああ!!」

　絶叫した冥めい利りが突然窓を開き、勢いよくノートを外に投げ捨てた。

「あ」

　あれ、そういえばリサイクル……エコロジーも今日のテーマじゃなかったっけ？

　資源の、無駄。

「――せせ、世界には無駄で無意味なものもあるんです!!」

　火を噴きそうな勢いで真まっ赤かな顔の冥利がそう言い、

「えっと冥利……拾った人に読まれるかもよ？」

「……――っ！」

　冥利はあっという間に第二図書館のドアを開けて走り去っていった。

「自分で投げて自分で取りに行くことも……大いなる無駄よね」

　しみじみと言う七な月つきに全員がそろってうなずく。

「まあ宗むな像かたたちにとって無駄な行動に見えても、めいめいにとっては意味のある行動なのかもしれないがな」

　そしてその無駄な行動でぼくたちの気持ちは一つになる。

　誰だれかにとって無意味なことも、他ほかの誰かにとっては意味のあることになる。

　それはあたかも資源のリサイクルのようで。



　世界はうまくできてるなあと思った。



    

  
    
      


第四話　過去があるから未来に進めるんです。①



「昨日の失敗は今日の糧かて！　よりよき未来のために、ときには過去を振り返りましょう！」

　今日も放課後の第二図書館。

『ネタ紙』片手に気持ちを込める冥めい利りに、菊くく理り先輩が言う。

「うん、めいめいはいつもいいことを言うな。よし、では今日は第二図書委員会の過去を振り返ってみようか」

　優雅に足を組んで、涼やかに微笑ほほえむ菊理先輩。

　……一瞬、第二図書委員会の委員長が誰だれだか忘れそうになった。

「菊理先輩っ、わたしのセリフをとらないでください！」

「まあまあ、めいめい。上に立つものとして、ときには余裕を見せる度量も大事だぞ？」

「む……確かに。委員長たるもの、どっしりと構えていることも必要かもしれません」

「まあ全生徒の上に立つ菊理先輩がどっしりと構えてないけどね」

「そうでした！　なんで今日もここにいるんですかっ？」

「息抜きだ」

　菊理先輩はさも当たり前のように言う。

「なかなか仕事が大変な時期なんでな」

「昨日もそんなこと言ってましたよね……」

「いやいや今日はちゃんと仕事を終わらせてきたとも。明日から新入生歓迎会が始まるからな、景気づけの意味もこめてめいめいを愛めでに――」

「そういえば今日はシチガツさんがいませんね」

「おお、スルーか！　宗むな像かたは順調に成長していくめいめいに喜びを隠せない！」

「ククリ先輩はわたしのなんなんですかっ!?」

「話せば長くなるが……そうだな、あれはまだ宗像が三歳のとき――」

「語らなくていいです！」

　などと冥利と菊理先輩がいつものやりとりをしているあいだに、窓から降りた雪ゆき水みずさんがぼくの制服の袖そでをちょいちょいと引っぱってきた。

「第二図書委員会の過去……興味がある」

「……なんでぼくに言うの」

　ため息を吐いていると、冥利が近づいてきてぼくたちのあいだに割り込んできた。

「……むー」

　口をへの字にして、なぜかぼくだけをにらんでくる。

「いつからそんなに仲良くなったんですか」

「えーと……」

　これは仲良くなったって言えるのかな……。

「……まあいいです。過去を振り返るというのは今日のテーマともあっていますし、エルは入ったばかりですからね。設立時から振り返ってみるのもいいかもしれません」

　そこはかとなく不満そうに、冥めい利りは運んできた黒板に第二図書委員会の歴史を書き連ねていく。

　四月『第二図書委員会設立、シチガツさん加入』

　五月『アニア、エル加入』

　…………以上。

「……七な月つきなら『短みじかっ!!』とか突っ込みそうだよね」

「『それだけなら別に書かなくてもいい』とも言われてしまいそうなのです……」

「しかしそれが真実だな」

　菊くく理り先輩に言い切られて、冥利がこちらに向き直った。

「み、短いあいだにもいろいろあったんです！　ほら、よく言うじゃないですか、大事なのは時間じゃなく、どう過ごしたかだって」

「どう、過ごしていたの？」

　雪ゆき水みずさんが例のメモ帳片手に、冥利に尋ねる。

「特に、雨あま夜や冥利と蓮はす見みマコトの関係を知りたい」

「え……」

　冥利がぎくりと肩を震わせるのを見て、ぼくは即座にフォローをいれる。

「ただの幼なじみだよ」

　夜の第二図書館に存在する、本物の『白銀しろがねの吸血鬼』。

　血を吸う鬼と血を吸わせる人間の関係。

　その関係だけは、絶対に明るみに出してはいけない。

「……それだけ？」

「そうだよ。ね、冥利？」

「……………………はい」

　なぜか冥利は複雑そうにこちらを見て、ぼくと目が合うとすぐにそらしてしまった。

　なんだろう、今の間。

　なにか言いたそうにしていたような……。

　微妙な沈黙が広がりそうになったところで、菊理先輩がさらりと提案する。

「ふむ。ではメンバーそれぞれの話をしていくというのはどうだ？　国民あっての国、構成員あっての組織、第二図書委員あっての第二図書委員会だ。メンバーの歴史は第二図書委員会の歴史になる」

「はぅ……あの、それはワタシもなのですか……？」

「もちろんだ。アニアだけじゃなく、ユッキーもな」

　菊くく理り先輩の勝手なあだ名に、一瞬反応の遅れた雪ゆき水みずさんが「エステル」と注意を飛ばし、少し考えるようにしてから、

「……正当な成果のためなら」

　こくりとうなずく。

「よしよし。しかし、なんの縛りもなく過去のことを話していくとまとまりがなくなりそうだな。どうだろう、なにかテーマを決めてみては？」

「テーマ、ですか。ええと、今日のテーマは過去を振り返るですから……」

　と冥めい利りが考え込んだところで。



「今までの人生で一番恥ずかしかった体験を赤裸々に語っていこう！」



　菊理先輩が堂々と言った。

　あまりにも自然に言われたので、冥利はぱちくりとまばたいてから慌てて抗議する。

「な、なんでですかっ」

「ふ、めいめい、その突っ込みはあまりにしょぼすぎるぞ。ナナがいたら『あんたの突っ込みはその程度なの？』と言うだろうな」

「お、おのれですシチガツさん……っ」

「実際に言ってるのは菊理先輩だけどね」

　七な月つきはそんなわけのわからないことは言わないと思う。

「ク――ククリ先輩！」

「まあまあ、落ち着いて聞いてくれ。なにも宗むな像かたは根拠なく恥ずかしい話を語ろうと言ったわけじゃない。今日のテーマは『よりよき未来のために過去を振り返る』、つまり『昨日の失敗を反省して今日に生かす』だ」

　菊理先輩はさらりと黒の艶つや髪がみを揺らしながら言う。

「人間、失敗というのはなかなか直視できない。すぐに忘れようとしてしまう。だがそれではよりよき未来を得るための成長などとても望めないだろう。だから、あえてみんなの前で過去の失敗を話し、しっかりと直視することで成長の糧かてにしよう、というわけだ」

　ぺらぺらと淀よどみなく話される言葉に、冥利が完全に飲まれてしまった。

「な、なるほど……？」

　と最後にクエスチョンマークがついてしまうくらい理解が追いついていない。

　きっとそれも菊理先輩の計算どおりなんだろうな……。

「ではさっそく、宗像の恥ずかしい話をしようと思うが」

「えっ？」

「なんだめいめい。なにか質問が？」

「い、いえ……続けてください」

　これで菊くく理り先輩は『宗むな像かたが話したんだからみんな話すだろう？』と言える正論を手に入れてしまった……。

　まあでも菊理先輩の恥ずかしい話は気になる。

　というわけでぼくが耳をすませていると、菊理先輩はどことなく憂いを帯びた眼まな差ざしで、遠くを見るようにしながら語りだした。

「宗像の恥ずかしい話……それは初等部六年のころのことだ。そのときの宗像はまだ人生の酸いも甘いも知らず、エロスという言葉を聞けば赤面するような恥ずかしい人間だった……」

「……七な月つき関係なく突っ込みどころが多すぎますね」

　初等部六年で酸いも甘いも知ってたら逆に怖いとか、エロスという単語で赤面する初等部生は普通とか、それで恥ずかしい人間ってなんだとか。

「まこちー、そこはもっと激しく突っ込んで欲しいんだが」

「むしろ突っ込まれること前提で話さないでください」

「ふむ。まあともかく、当時の宗像は青かったんだ。女の子がえっちな話をするなんてはしたないとか、ウブな考えを持っていてな……当時のことを思い出すとそれはそれは恥ずかしくなるという」

「いえいえいえいえ」

　と、そこでようやく冥めい利りが口を挟んだ。

「ククリ先輩、昔からそういうことに抵抗なかったですよね？　むしろ積極的で、男の子から没収した、その、え……えっちな本とか、わたしに無む理り矢や理り見せてきましたよね……？」

「そういえばあのころのめいめいは宗像を『ククリちゃん』と呼んでくれていたなあ」

「軽やかに話をそらさないでください！」

　当時のことを思い出してか、ほんのり顔を赤くして冥利が唇をへの字にする。

「あ……あの、メ、メイリも……え、えっちな本を読んで……？」

「え」

「うん、アニアはいいところに目をつけたな。今の話だけ聞いているとまるで宗像が無理矢理えっちな本を読ませたようだが、めいめいはこっそりと自分の部屋に持ち帰って読んだりもしていたんだぞ」

「な――み、見てたんですか!?」

「本当に読んでいたのか！」

「え……あっ」

　カマかけに引っかかる冥めい利りの図。

「う、うぅ、ち、ちがっ、わたしは、その……っ」

　冥利は手をわたわたと振りながら一生懸命否定するのだけど、真まっ赤かな顔は誤ご魔ま化かしようがない。ああ、いじりたくなる……。

「冥利……またぼくの知らないところでそんなことを」

「マ、マコトっ？　違います！　――ち、違わなくもないかもしれませんが……で、でも、でもそれは本当に一回だけでっ、その、ちょっとした好奇心からどういうことをするのか学ぼうとしただけで――」

「――どういうことをするのか学ぼうとした？　どういうことをするのか学ぼうとしたっ？」

「あ、あうぅ……っ」

　言えば言うほどドツボに嵌はまっていた。

「めいめい、宗むな像かたは今がものすごく恥ずかしいぞ！」

「い――いきいきと言わないでくださいっ」

　必死に抵抗する冥利に、思わぬところから助け船が入る。

「別に恥ずかしがることでもないわ」

　雪ゆき水みずさんが相変わらずの無表情で、さらりと言う。

「私も姉のものを見たことがある」

「――え!?」

「人間の三大欲求の一つ。興味を持つのは当然」

　いや、っていうか。

「……お姉さんがえっちな本持ってたの？」

　当たり前のようにうなずく雪水さん。

「姉は私の四つ年上で学園の大学に通っている。……宗像菊くく理りに負けず劣らず性欲旺おう盛せい」

「せ、性欲旺盛って――」

「ふ、めいめい、性欲は女の子を美しくするんだぞ？」

「し、知りませんっ」

「そうなのですか……！」

　と冥利がスルーしてもアニアが反応してしまう。……最近多いなこのパターン。

「そうなんだアニア。女の子は男の子を意識することでセクシーになる」

「い、意識することで……」

「ククリ先輩が言うと見事に卑ひ猥わいにしか聞こえませんね……」

「とりあえず露出しておけば間違いない」

「変態さんですよ!!」

　と冥めい利りが突っ込んでいるあいだに、アニアはじっとぼくのほうを見てきた。この委員会で男子はぼくだけとはいえ……素直だな。

「きっとユッキーの姉上もそれはそれは美しいのだろう」

「そうなの？」

　菊くく理り先輩とぼくの言葉に、雪ゆき水みずさんは少し考えるようにしてから、

「私よりは綺き麗れい」

「それはすごい美人だね」

「でも私より変」

「それはすごい変人だね！」

　と突っ込んでから、冷静になる。

「えっと……どういうところが変なの？」

「……言わなきゃ、だめ？」

　上目遣いで尋ねてくる雪水さんは少し困っているような、恥ずかしがっているような顔をしていて、余計に気になった。

「ユッキー、むしろそれが今日のテーマにつながるんじゃないか！」

　いきいきと言う菊理先輩に促され、雪水さんはいつも以上にゆっくりと口を開いた。

「――男同士が性的に絡み合う本を書いている」

「……？　男同士が？」

「ふむ、ＢＬというやつだな」

「それも……兄二人を絡ませた話」

「か、家族のＢＬだとっ!?」

　菊理先輩が一転して表情を曇らせる。

「確かに……それは……強つわ者ものすぎるな……！」

「……そのときばかりは姉の正気を疑ったわ」

　話を振ったはずの菊理先輩でさえ言葉を失うほどの衝撃。

　顔をうつむかせる雪水さんを見て、なんとなくフォローを入れなきゃいけない気がしてきた。

「えーと……お兄さんもいたんだね」

「三つ年上の双子。二人とも外の大学に通っている」

「へぇ」

「私より綺麗」

「お兄さんなのに？」

「私より女の子」

「お兄さんなのに!?」

　思わず声が跳ね上がった。どんな家だ雪ゆき水みず家け。

「でも『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』の称号を継げたのは私だけ」

「……へぇ」

　妹の正気は誰だれも疑わなかったんだろうか。

「それよりユッキーはどういう状況で姉上がそういう本を書いていると知ったんだ？」

「吸血鬼について興味深い本があると言われて」

「姉上自ら渡してきたのか！」

「確かに吸血鬼について書かれていた……でも、モデルがどう見ても兄たちで……どういうわけか、最後まで……していた」

　最後までしていたっていうのは……そういうことだよね。

「最初は吸血鬼だから男女の関係なく交われるのかと思った。次に渡された本を読んで……姉がただそういう趣味なんだとわかった」

「……お姉さんすごいね」

　恥ずかしいというか、もはや怖い。

「蓮はす見みマコトは？」

「ぼく？」

「恥ずかしい話」

「ん……そうだな、ぼくはやっぱり中等部のときに――」

　勝手気ままに振る舞って、冥めい利りに迷惑をかけたことかな。そこまで言いそうになって慌ててやめる。

　どう考えてもこの流れで言うことじゃない。というか、どんな流れでも言えない。

　そう思って冥利を見ると。

「中等部のとき？　なにかありましたっけ？」

　全然気づいていないっぽい。

　なんかぼく一人だけ意識してるみたいで恥ずかしいな……。

「あ、あの……マ、マコトが中等部にいたときって……ど、どうなのですか？」

「ん、どうなのって？」

「え、えと、えと……どんな男の子だったのかな……って」

　なぜかそこで顔を赤くしてうつむくアニア。うーんかわいい。

　でも。

「どうって言われてもな……」

　とにかくなんにでも手を出して、どれも長く続かなかったこと。

　熱中できるものがあると思い込んでは空回りする毎日。

　そういう記憶しか――

「マコトはすごく器用な、言ってみれば万能さんでしたよ。大抵のことはなんでもできちゃうんです。それでいろんな部活から入部してくれって頼まれたりして。でも一つのところに入部したら他ほかのところには顔を出せないからって断ったりしていました」

「はぅ………………やっぱりかっこいいのです」

「……」

　ものは言いようだなあ……。あとだいぶ美化されている。

　断った理由は単純に面倒だったとか、飽きたとかもあった気がするし……そうやってぼくが自分勝手な行動をとったせいで、冥めい利りに負担をかけたのに。

「だからわたしは家庭科の宿題なんかでよくお世話になっていました」

「そこから家庭科の宿題の話につながるんだ……まあ冥利、ミシンどころか針に糸も通せなかったしね」

「自慢じゃありませんが料理もからっきしです」

　本当に自慢じゃない。

「アニアはどうだったの？」

「はぅぅ……？　ワタシ、ですか？」

　アニアは戸惑うような顔で言う。

「あの、ワタシはいっぱいありすぎて……一番というのは決められないのです……恥の多い人生を過ごしてきたのです」

「そのフリは誰だれかと心中しそうだ……」

「心中するなら宗むな像かたとしようか！」

「はぅぅっ!?」

　菊くく理り先輩のアニア愛が最近ひどい。

　冥利もそこら辺が気になるのか、菊理先輩をじとっと見て、言う。

「くれぐれもアニアのトラウマにならない程度にしてくださいね」

「大丈夫だめいめい、宗像はめいめいも力ちから一いつ杯ぱい愛しているから」

「不安にしかなりませんよ！」

　じゃれ合う菊理先輩と冥利は置いておいて。

「たとえばどんな恥ずかしい話があったの？」

　アニアに訊きいてみる。

「はぅ……あの、最近の話なのですけど……シャンプーハットをうっかり洗濯機に入れてしまいまして」

「シャンプーハット!?」

　洗濯機に入れる以前にシャンプーハット!?

「えと……？」

「ま、まさか、今も使っているのか……？」

　菊くく理り先輩が恐る恐る尋ねると、アニアは不思議そうに首をかしげながら言う。

「はい……シャンプーハットがないと、一人じゃちゃんと髪を洗えないので」

「アニア、結婚してくれ！」

「はぅ……!?」

　机に身を乗り出して、アニアの手をがしっと握る菊理先輩。

「ククリ先輩、やめてください！　アニアが怖がっているじゃないですか！」

「そうですよ菊理先輩。アニアは公共物です。手を出すのはマナー違反ですよ」

「マコトもなにを言ってるんですか!?」

「アニアは国で保護すべきだと思います」

「宗むな像かたはアニアを独占したい」

「そうですか。悲しいですけど、菊理先輩とは戦争ですね」

「残念だ、まこちー」

「どこからそんなスケールの大きな話に……！」

「後世の人間はこれを『第一次アニア大戦』と呼ぶことになるだろう」

「これ以上ないほど不名誉な名前の使われ方ですねっ！　アニアも怒っていいと思いますよ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ……あの、あの……冥めい利りがなにを言っているのかよくわからないのです」

「この流れでわたしに毒どく舌ぜつが!?」

　そういえば菊くく理り先輩に向けての毒舌ってあんまり聞いたことないなあ……。

　まあそんな冗談はともかく。

「他ほかにもある？」

「え、えと……あの、ワタシ今までずっと友達がいなかったので……友達ができたらこんなことをしたい、あんなことをしたいとよく想像していたのです」

「ふむ、妄想か。ナナが得意そうだな。たとえばどんなことを？」

「ええと……家族ごっことか」

「家族ごっこ？」

「お母さん役、お父さん役、子供役などを決めて、想像の中で家族みたいになるのです」

「…………」

「…………」

「…………」

「ままごと？」

　ぼくたちの生なま温ぬるい沈黙を無視して、雪ゆき水みずさんがすぱっと言ってしまった。

　中等部三年にもなってままごと……それも想像上の。シャンプーハットどころではない衝撃がぼくたちを襲う。

「念のため訊きいておきますが……お付き合いがしたいとかそういうことではないんですよね？」

「……？　誰だれかに付き合ってもらえれば、嬉うれしいのです」

「いえ、遊びに付き合うのではなく……男女交際のことです」

「男女、交際――……」

　かああっと顔を赤くして、アニアは抱きしめたぬいぐるみ型のかばんに顔をうずめる。

「そ、それはまだワタシには早いのです……！」

　うんうんと、みんなでうなずく。

「でも――」

「……？　なに、アニア？」

「な、なんでもないのですっ」

　ぱっとぼくから顔をそらすアニア。

　なんだろう？

「ふむ。しかし、ままごとをしたい、か……叶かなえてやりたいのは山々だが、さすがに倫理的な部分で問題が出てくるな」

「倫理的な部分でですか!?」

「ん？　だって、夫婦を演じるんだぞ。夜の営みで確実にＮＧが出るだろう」

「よ……な、なんでそこまでする必要が！」

「めいめい、ままごとといえど手を抜いてはいけない。遊びは常に全力だ。このメンバーでするなら……そうだな、愛人までは出てくるな」

「あ、愛人ってそれはもはやままごとじゃないです！　リアルですっ！」

「ちなみにまこちーが夫、アニアが妻、残り全員愛人」

「愛人多いなあっ！」

　普通に突っ込んでしまった。

　男としては喜ぶべきことなのかもしれないけど……実際にそんな状態になったら大変そう。

「大丈夫だまこちー。まこちーはそれぐらいの甲か斐い性しようがあるぞ。宗むな像かたが保証する」

「それは嬉うれしいような嬉しくないような……」

「……嬉しいんですか？」

「いや、そんなことは……って冥めい利り声低いよ」

「蓮はす見みマコト……やっぱりハーレム願望があるのね」

「マコト……ワタシは……耐え忍ぶのです」

　瞳ひとみをうるうるさせるアニアを見ていると胸が痛む……全部菊くく理り先輩の妄想なのに。

「アニアは我慢強い、良き母になりそうだな。そしてナナは真面目まじめだから、正妻であるアニアに悪いと思いつつも、まこちーへの愛からだらだらと関係を続けてしまうに違いない。まこちーもまこちーで来る者拒まずだから……」

　しみじみと言う菊理先輩に、冥利と雪ゆき水みずさんがあからさまな嫌悪の眼まな差ざしをぼくへと向けてくる。

「マコト……最悪です」

「いくら血を吸うためとはいえ……」

「……わかってると思うけど菊理先輩が勝手に言ってることだからね？」

　一応確認してみるものの、明らかに旗色が悪い。

　ぼくは話をそらそうとアニアに向き直る。

「えーと、他ほかにはどんな想像をしてたの？」

「……妖よう精せいさんがいて、お姫さまと王子さまがいるような世界に行きたいとか……」

「へえ、かわいいね」

「夢見がちだったのです……現実を見ていなかっただけなのです。いもしないものを求め続けていたのですから……」

「……それは私へのダメだし？」

　雪ゆき水みずさんの声に、アニアは慌てて手を振る。

「あ、あ、ち、違うのです！　ただ――今起きていることを冷静に見つめられないのは現実逃避と同じかもしれないと思うだけで」

「…………」

「悪気がないだけ痛烈だな」

　菊くく理り先輩の的確な言葉を受けて、雪水さんが小さくうなずく。

「……ちょっとショック」

「は、はぅぅ……っ、あのあの……ほ、他ほかにもいっぱい恥ずかしいことはあって……！　え、えと――せ、洗濯のときに洗剤を入れる量をよく間違えてしまうのです！」

「洗濯と言えば……めいめい、この前洗剤の代わりに片かた栗くり粉こを入れそうになってなかったか？　寮長がえらい騒いでいたな」

「それは……量どころの話じゃないね」

「う……っ、な、なんでわたしの失敗の話に……！」

「あぅ……っ、あ、あとあと、夜の更衣室に忍び込んだとき、マコトの声にびっくりして電気を消してしまったり！」

「……あれは、ごめん。ぼくが悪かった」

「む……それを言ったら誤情報を流してしまった宗むな像かたにも責任があるな……申し訳なかった」

「は……はぅぅぅ……っ」

　誤爆しまくったアニアがあたふたしだし、やがてがくりとうなだれる。



「もう……ワタシの人生そのものが恥……生まれてきたこと自体が間違っていたのです……」



　ネガティブアニア全力全開。

　アニアはなにかを諦あきらめたように椅い子すの上で膝ひざを抱えて、遠くを見る。

「ア、アニア……？」

「もう、いいのです……もういいのです……」

　冥めい利りの声も聞こえていないのか、ぶつぶつと呟つぶやきながら虚うつろな目をするアニア。

　ふと周りを見ると、アニアをのぞく全員がぼくのほうを向いていた。

　……なんとかしろ、と？

「えーと……誰だれにでも思い出したくない過去ってあるよね」

「……ワタシは……今がそうなのです」

「…………うん、いやいつにせよ、思い出したくないことがあったって、ただ忘れればいいわけじゃないと思うよ」

「つらい過去でも向きあわないといけないのですか……？」

「そもそもつらいって思うのがダメなんじゃないかな。失敗して恥ずかしい思いをして……その瞬間は確かにつらいかもしれないけど、それを思い出すときもつらい？」

「つらいのです……そのときの気持ちになってしまうので」

「――だよね」

　終了。

「マコト!?　まとめに失敗してますよっ？」

　冥めい利りが割り込んできた。テンションが高い。

「ん……でもアニアの言うとおりだなあと思って」

「それでいいんですか……っ」

「ダメだけど、いいアイデアが出てこないから」

「な――そんなの、ここまでくれば『失敗は成功の母、うまくいかなかったことを踏み台にして進めばいい』とかあるじゃないですか！」

　そう口にした冥利に、ぼくはここぞとばかりに微笑ほほえんでみせた。



「そのとおりだね」



「――は？」

「うん、冥利の言うとおり。失敗は成功の母、恥ずかしかったことを踏み台にして一歩先に進む。大事なことだよね」

　冥利からアニアへ、ぼくは身体を向ける。

　アニアは少し驚いたような顔して、すぐに目をそらした。

「で……でも、口ではいくらでも言えるのです……現実に実行するとなると」

「うん、だから今冥利が現実に実行してくれたよ？」

「え？」

「ぼくがうまくまとめられなかった、その失敗を踏み台にして、うまくまとめてくれた」

「あ……」

「なるほどな。さすがはまこちー。素晴らしい屁へ理り屈くつだ」

　菊くく理り先輩が不敵に微笑む。

　素晴らしい屁理屈って……まあ事実か。

「大事なのは、屁理屈でもなんでもいいから、とにかく実行してみることなんじゃないかな。失敗して恥ずかしくなって、過去をなかったことにしたり、未来を怖がって諦あきらめたりするよりはよっぽどいいと思う」

「――」

　アニアが目を丸くしてぼくを見つめてくる。

　さすがにちょっと無理があったかな……と思いきや。

「マコトは……すごいのです」

　素直に感心してくれたようだった。

「夢も希望もないこの世の中で、マコトだけが救いなのです……」

　それはどう考えても言いすぎだけど。

　きらきらと瞳ひとみを輝かせるアニアに、ぼくは半笑いを返しつつ、とりあえずまとまってよかったなあと胸をなでおろし――



　いきなり第二図書館の扉が開いた。



　なにごとかと視線を向けるぼくたちは、ひるがえるツインテールを目にする。

「……七な月つき？」

　膝ひざに手をつき肩で息をしていた七月は、ぼくの声に勢いよく顔をあげて一直線に駆け寄ってくると、



    

  
    
      



    

  
    
      「助けて!!」



　切せつ羽ぱ詰つまった声でそう言った。



    

  
    
      


第五話　過去があるから未来に進めるんです。②



「バンドメンバーが怪け我がしたの……」

　声を震わせたまま、七な月つきは一気にしゃべった。

　新入生歓迎会前日。

　最後の合わせ練習を終え、講堂へ機材を運んでいる途中だった。

　メンバーの一人、ドラムの子が重い機材にバランスを崩し、演奏不可能になるほどの怪我を負ってしまったらしい。

　当然、このままでは明日のライブはできない。

「他ほかのバンドからは借りられないの？」

「校内のバンドは、みんな自分たちの演奏があるから……」

　確かに今日呼んで明日すぐに演奏してくれと言われても困る。自分たちのバンドだけで手て一いつ杯ぱいだ。

「でも、このままじゃ……」

「中止に、なっちゃいますね……」

　アニアと冥めい利りが呟つぶやいて、七月は力なくうなずく。

「みんなも今回は諦あきらめようって言ってる。でも……ライブはあたしたちだけのものじゃない……楽しみにしてくれているみんなのためにも諦めたくないの……！」

　そう強い口調で言いきった七な月つきは、

「だから、お願い……！　力を貸して――蓮はす見み！」

　ぼくに頭を下げてきた。

「は？　ぼく？」

　真剣な顔でこくりとうなずく七月。

「ドラム経験者……なのよね？」

「そうだけど……でもぼくがやってたのってずいぶん前だよ？　しかも仮入部で少し叩たたいてただけだし」

「そこ」

「え？」

「その、仮入部程度で習得できた器用さに賭かけたいの」

　七月が熱っぽくこちらを見てくる。

「今から普通に練習してたんじゃまず明日には間に合わないわ……でも、普通じゃないセンスの持ち主なら、どうにかなるかもしれない」

「――なるほどな。ドラム経験者であるというだけでなく、そのセンスも含めて、まこちーの力を借りたいというわけか」

「確かに、マコトの器用さはちょっと引いてしまうぐらいのレベルですね」

「い……いやいやそんなたいそうなものじゃないから。ギターならまだしも、ドラムはほとんど触る機会もなかったし」

　と、いうか。

「ぼく以上の経験者がここにいるのに」

「…………は？　どこに？」

　呆ほうける七月の正面。

「――なに？」

　雪ゆき水みずさんは、ぼくの視線にいつもどおりの無表情を返してきた。

「雪水さん……じゃなくてエステル、ドラムスティック持ってたよね？」

「……あれは、対吸血鬼用武具」

「それはアニアに見せたやつでしょ？　そうじゃなくて、フリマに持ってきたほう」

　使い古された木製の二本のスティック。

　あれには、リムショットを打つことでできる独特のささくれが、しっかりと刻まれていた。

「わざわざ寮の部屋にまでドラムスティック置いてるってことは――普段から叩いてるってことだよね？」

「…………」

　今度の沈黙には明確な意味があった。

　すなわち、肯定の。

「そ、そうなの……？」

　七な月つきの問いかけに、雪ゆき水みずさんは一拍置いてから、ゆっくりとうなずいた。

「蓮はす見みマコトの言うとおり、ドラムは叩たたける」

「――！　じゃあっ」

「でも、鳥と羽ば七月の願いは聞けない」

　七月を見て、雪水さんはきっぱりと言う。

「鳥羽七月が頼んでいたのは蓮見マコトだった。そして蓮見マコトも引き受けようとしている。それはだから、蓮見マコトの使命。――使命は成し遂げなければいけない」

　……一見すると滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈も、雪水さんにとっては当たり前のことなのかもしれない。

　吸血鬼ハンターとしての使命を果たす、『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』エステル・ブリュンティエールにとっては。

　七月がその答えを聞いて、むっとした表情を浮かべた。

「……っ、いいわよ。あんたなんて最初からあてにしてないし、あたしが頼みたかったのは蓮見なんだから」

「…………」

「七月、ライブができるかどうかの瀬戸際に、そんなことを言ってる場合じゃ――」

「蓮見……お願い……！　お願い……します！」

　七月にまた頭を下げられて、なにも言えなくなる。

　跳ねるように揺れるツインテール。

　そのあまりに必死な様子にぼくが圧倒されていると、七月はゆっくりと顔をあげて唇をきゅっと噛かみ、恥ずかしそうに言った。

「ひ、引き受けてくれたら……あ、あたしにできることなら、なんでもするから」

「なんでもって……」

「は、蓮見が求めるなら……メイド服を着て、ご主人様って呼ぶし……」

「なんでメイド服にご主人様!?」

　どこから出てきたその話！

「え……だって……男の子の夢なんでしょ？」

「……あえて突っ込まないけど、そういう趣味はないから」

「じゃ、じゃあ――スクミズの上にセーラー服なの？」

　……なにがじゃあなのか小一時間ほど問い詰めたい。

「あ、で、でも、え、え……っちなことは、その……う……うー、でもそんな格好して拒むのも……おかしい、のかな……」

　おかしいのは七な月つきの頭の中だ。と突っ込みたいのをぎりぎりでこらえる。

「つ、つらくても――耐える、から……」

　なんでそこで頬ほおを赤らめる……！

　七月は右手で自分の左肩を掴つかみ、左手でスカートを掴むようにして、もじもじしていた。

　なにを考えていたのか激しく訊ききたくなる。

「マコト……本当にどうにもならないんですか……？」

　冥めい利りに真剣に尋ねられて、頭をクールダウンする。

「……」

　正直今からじゃどうにもならないと思う。

　ぼくのドラム経験なんてあってないようなものだ。どう考えても雪ゆき水みずさんに任せたほうがいい。

　でも――。

「……わかった」

　どんな無む茶ちやも、やってみないことにはわからない。

　なにより、ぼく自身が七月の力になりたいから。

「できる限りのことは、してみる」

　大きくうなずいてみせると、今まで黙りこんでいた菊くく理り先輩が口を開いた。

「ふむ。それなら宗むな像かたは講堂の延長使用許可をとってこよう。練習時間は長ければ長いほどいいだろう？」

「宗像先輩……！　今、はじめて宗像先輩が先輩らしいと思えたわ……！」

「礼には及ばないぞナナ。宗像の報酬もまこちーと同じ、『できることはなんでもする』で――」

「それはいや」

　すっぱりと拒否。

　菊理先輩は「残念」と肩をすくめておもむろに立ち上がると、

「とりあえず先に行っててくれ。宗像は職員室で直接交渉してから向かおう」

　制服を直しながら颯さつ爽そうと扉まで歩いていき、

「あ、あの……ワ、ワタシはみんなのご飯を用意するのです……！」

　アニアが慌てて菊理先輩の後を追っていく。

　残されたメンバーは、互いに互いの顔を見あわせ、

「では講堂へ向かいましょう！」

　冥めい利りのかけ声にうなずいた。



　　　☆



　歓迎会前日ということで、講堂内は派手に飾り付けがされていた。

　明日はこの会場いっぱいに人が入る……そう考えてしまえば、自然に緊張してくる。

「こっちよ」

　七な月つきに案内され、ステージにあがるとその想いはいっそう強く――

「うわ……ステージの上ってこんなふうになってるんですね」

「……なんで冥利もあがってきてるの？」

「え？　な、なんでって……」

　と冥利はそこでベースのチューニングをしている七月を見て、ぼそりと呟つぶやく。

「こんなに近くで見られるチャンス、もうないかもしれませんし……」

「近くで見られるチャンス？」

「な、なんでもないです。それよりほらマコト、ここから客席を見ると体育館がいつもより広く感じますよ」

「……ほんとだ」

「当日は人が入るから狭く感じるわよ」

　七月が放ほうり出だされたままのギターを壁に立てかけながら言う。

「まあ演奏が始まっちゃえば狭いとか広いとか関係ないけどね」

「そういえば、他ほかの人たちは？」

　講堂内にはぼくたちしかいない。てっきり七月のバンドメンバーがいると思っていたんだけど……。

「みんな病院に付き添っていったわ。本当はあたしも行くはずだったけど……無理を言って残ったの」

「他のメンバーを探すために？」

「ううん……蓮はす見みに、頼むため」

　まっすぐな眼まな差ざしを向けられて、少し気け圧おされる。

　そのままぼくが黙っていると、七月は困ったように苦笑する。

「別に取って食おうっていうんじゃないわよ。力を借りたいだけで」

「それは光栄、だけどね」

　でも……本当にぼくでいいんだろうか？

　思わずステージ端にたたずむ雪ゆき水みずさんに視線を向けようとして、

「――はい、バンドスコア」

　七な月つきに遮さえぎられた。

　うーん、やっぱりムキになってるような……。

　手書きのバンドスコアとデモ音源を受け取って、ぼくは尋ねる。

「そういえば何曲くらいやる予定なの？」

「五曲……でもオリジナルのだけ完成させたいから、そっちのほうを先に聞いてもらってもいい？」

「ん、七月のバンドの過去曲はいくつか聞いたことがあるから、それなら――」

「あ、オリジナル三曲は全部新曲なはずですよ」

　冥めい利りが口を挟んできた。

「それもあって、今回のライブはいつも以上に期待している人が多いんですから」

「……なんで雨あま夜やが知ってるの？」

「え……？　――あ」

　目を丸くした七月に言われて、冥利は慌てたように続ける。

「だ、誰だれかから聞いたんですよ！　真理を探究する第二図書委員長たるもの、生徒の声には常に耳をかたむけていますからね」

　それ以前に冥利、七月のバンドは興味ないとか言ってなかったっけ。

　よくわからない。

「まあとりあえず、そのオリジナル三曲を重点的に聞けばいいんだよね」

　七月から渡されたヘッドフォンを耳に当てる。

　流れてきたのは、疾走感あふれるアップテンポな曲、切ないイントロからしっとり聞かせる曲、そして激しい曲調の中にエモーショナルな歌詞が光る曲。

　どれも完成度が高く、思わず聞き込んでしまうほど魅力的だった。

　なるほど……これなら確かに人気が出るのもわかる。

　となると余計に…………うーん。

「大丈夫そうですか……？」

「……実際に叩たたいてみないとわからないかな」

　ぼくはそう言葉を濁して、ステージ奥のドラムセットまで歩いていく。

　久しぶりに握るドラムスティックを手になじませ、フットペダルに足を置いて、七月から借りたウォークマンで曲を聴きながら一通り叩いてみる。

　思ったよりも身体は動いてくれた。足のステップ部分でところどころミスはあったけど、おおむね問題ない。

　もちろんあくまで初心者に毛の生えたレベルで、だ。

　三曲通して叩き終えると、冥利が瞳ひとみを輝かせて興奮気味に言った。

「いきなりで、こんなに……！」

「本当に器用ね……」

「……器用なだけだけどね」

　ただ譜面をなぞっているだけ。

　七な月つきもそれはわかっているはずなのに、気にした様子なくストラップを肩にかけて、空色のベースを構える。

　首を一振りしてツインテールを揺らすと、慣れた手つきで弦に指を当て、こちらに目配せしてきた。

「合わせてみて」

　低く響く七月のベース音。

　ぼくはまだ耳に残っているメロディラインを思い出しながら、どうにか合わせていく。

　七月のサウンドに支えられるような形で、ゆっくりと刻んでいくリズム。

　なるほど、一人で演奏しているときよりは抜群に安定した。

　安定したけど……安定しただけ。

　演奏の物足りなさは一向に埋まらない。

　腕を振って、懸命にペダルを踏んで。それでも足りないなにか。

　そのなにかを求めて練習し続け、何度目かの演奏の合間に、七月がうつむきがちに呟つぶやいた。

「……このままでも……形には、なるわよね」

　ひとりごとめいた呟き。

　それは、ぼくの耳には諦あきらめの言葉に聞こえて――



「音」



　凛りんとした声は、思いのほかすぐ近くから聞こえてきた。

　振り返ったすぐそこに、瞳ひとみを揺らす雪ゆき水みずさんの姿。

　雪水さんは、ぼくをじっと見つめたまま七月を指さす。

「蓮はす見みマコトは……鳥と羽ば七月の音を聞いていない」

「え？　いや、聞こえてるから演奏ができて……」

「違う。聞いているのは蓮見マコトの中に響いている音。鳥羽七月の生の音じゃない」

「……七月の生の音？」

「それはマコトの音が大きすぎるから、シチガツさんの音が聞こえないとか、そういう意味ですか？」

　冥めい利りの言葉にも首を横に振って、雪水さんは七月に向き直る。

「鳥羽七月も、蓮見マコトにちゃんと聞かせるべき」

「なにをよ」

　憮ぶ然ぜんとした答えに、雪ゆき水みずさんの動きが止まった。不自然にその場にたたずむ。

　まださっきのやりとりが尾を引いてるっぽいな……。

「あーと……七な月つき」

　少し落ち着いて――そう続けようとしたところで、雪水さんがいきなり踵きびすを返した。

　そのまま壁に立てかけられていたギターを手に取り、アンプにつないで弾ひき始める。

　なんの前振りもない演奏。

　その細く綺き麗れいな指がかき鳴らすのは――さっきまでぼくたちが演奏していた曲だ。

　荒々しい奏法から紡がれるのは、繊細でしなやかなメロディ。

　ときに激しくときに切なく、舞い踊るようなサウンド。

　華麗な指さばきに目を奪われ、吠ほえるようなギターストロークに耳を奪われ、優しく抱きしめるようなリフに言葉を奪われる。

　というか――めちゃくちゃうまいんですけど。

　一曲弾き通した雪水さんは、ほとんど呼吸も乱さずに平然と言う。

「こんな感じで」

「あ――あんた何者なのよ!?」

　七月の悲鳴じみた叫びに、雪水さんは表情一つ変えずに答えた。

「吸血鬼ハンター。二つ名は『氷結のエステル』……って言ったはず」

「……くっ、吸血鬼になんで音楽が……！」

「聖歌が吸血鬼に有効なのは古くから証明されていること。自分でも作ってみようと思うのは当然」

「まったく理解できない！」

「まあエルですし」

　なにをいまさらと言いたげな冥めい利りの呟つぶやきに、七月は吐き捨てるように言う。

「もういい……っ」

「まあまあ、せっかくだからエステルにも練習に参加してもらおうよ」

「はあっ？　なんでよ！」

「ギターがいればより本番に近い形で練習できる。ほら、ぼくのにわかドラムもそれで多少は形になるかもしれないし」

　それに、エステルくらいうまい人が加わってくれれば七月の負担も減るはずだ。

「……だからって」

「お願いできるかな？」

　七月の言葉を遮さえぎる形で頼むと、雪水さんは少し考えるようなそぶりを見せた。

「それは……蓮はす見みマコトのお願い？」

「うん。ぼくからのお願い」

「――わかった」

　うなずく雪ゆき水みずさんを見て、視界の端で七な月つきが安心するような表情を浮かべた。すぐに仏頂面に戻っちゃったけど。

　素直じゃないなあ……。

　経緯はともあれ、実際に三人で合わせてみると、ハイレベルなギターに引っぱられて、格段に演奏がよくなったような気がした。

　事実、さっきまでただ眺めているだけだった冥めい利りが無意識なのか小さく首を振ってリズムを取り始めている。

　文字どおり人を動かす音楽。

　それは、でも。

「――ストップ。蓮はす見み、少し遅れてる。蓮見はドラムなんだから、あたしたちを引っぱっていくぐらいのつもりで叩たたいて」

「難しい、ね……」

「そんなことないわよ。変に深く考えないで、自分が一番うまいくらいに思えばちょうどいいわ」

「いやでも……明らかにぼくが一番下へ手ただよね？」

「バンドは上う手まい下手じゃないの」

　きっぱりと言い切った七月は、胸に手をあててまっすぐぼくを見る。

「どんなに下手だって、魂を燃やしさえすれば音楽になるから」

「――」

　堂々と口にする七月は確かにその魂を燃やしているみたいで――

「そして、その魂を私が浄化する」

　ぼそりと付け加えた雪水さんに、頬ほおをひくつかせた。

「……今の一言で、あたしの言ったいいことが全部台無しになったわよね……っ」

「そんなことない。むしろナイスアシスト」

「あたしからあんたへのね!!」

　激げき昂こうする七月を見て、冥利が軽く言う。

「大丈夫ですよ。どれだけ浄化されても、シチガツさんの突っ込み魂はいつも通りですから」

「なにがっ!?　っていうかそこは魂いらないわよねっ!?　そしてさりげなくシチガツ言うなあっ!!」

「いつも通りだね」

「いつも通りです」

「いつも通りだわ」

「うく……っ、腹立つ！」

　七な月つきが拳こぶしを握りしめながら顔をそむける。

「もういいわよ……それじゃあもう一回通しで――」

「あ、ちょ、ちょっと待ってください！」

　冥めい利りの慌てたような声に、七月が手を止める。

「なによ」

　イライラした感じを隠さないまま尋ねた七月に、冥利は落ち着かなげに言う。

「え……ええとですね、まあ、なんというかですね……その……わ、わたしにもなにかできることがあるんじゃないかと……そう思ってですね」

　しどろもどろになりながら、しきりに床を上履きでこする冥利。

「できること？」

　ぼくが訊きくと、冥利はうろつかせていた視線をまっすぐこちらへと向けて、

「つ、つまりですね――わ、わたしも練習を手伝いたいんです！」

　一息に言いきって、肩を大きく揺らす。

「……どうやって？」

　そう問いかけたのは雪ゆき水みずさん。

「そ、それはまあ……その……いろいろと……」

　ごにょごにょ言う冥利に、七月が限界とばかりに両手を突きあげた。

「あーもうっ、時間がもったいない！　雨あま夜や、手伝ってくれるっていうのは嬉うれしいけど、その方法まで見つかったら教えて！　その前にもう一回通しで合わせるわ！」

　結局七月のカウントでまた演奏が始まった。

　ぼくは横目でうなだれる冥利を見ながら、相変わらずハイレベルな雪水さんと七月に促されるようにドラムを叩たたく。

　そうして曲のイントロ部分が終わったところで――



　いきなり冥利が歌いはじめた。



「――っ!?」

　ぼくをはじめ、全員が驚いたのを演奏の中で感じる。一瞬演奏が止まりそうになったのを、ぼくが無む理り矢や理り音をつなげて続けさせた。

　だって、冥利が。

　マイクに向かって必死に声を張っていたから。

　高く響く声は、ものすごくうまいというわけじゃない。歌い方だって普通だ。

　でも、音程はしっかりと取れているし声量も十分で、なにより――気持ちがこもっていた。

　魂を燃やしさえすれば音楽になる――そう七な月つきが言ったとおりに。

　結局三曲とも通しで演奏し、そのすべてを冥めい利りは歌いきった。

「ど……どうですか、わたしも意外と役に立つでしょう」

　汗ばんだ肌。朱色に染まる頬ほお。

　冥利が恥ずかしさを隠すように薄い胸を大げさに張ってみせる。

「雨あま夜や……あんた」

　演奏後の余韻に肩を上下させながら、七月が言う。

「いつ、この曲聞いたのよ……？」

「さ……さっきから散々聞いていましたよ？」

「それだけで、あそこまで歌えるわけないわ」

　雪ゆき水みずさんの静かな指摘に、冥利がぐっと息を飲む。

　七月のバンドの曲はオリジナルだ。歌詞を見ながらでも、相当聞きこまなければ簡単には合わせられない。

　三人に見つめられて、冥利はじりじりと後ろに下がっていく。

「わ、わたしぐらいになれば、これくらい初見でも余裕なんです！」

「――それは嘘うそだな」

　涼やかに響く声。

　いつのまにか、ステージの下に菊くく理り先輩とアニアがいた。

「とりあえず練習の許可は取った。今日いっぱいは自由に使えるぞ」

「ありがとう、宗むな像かた先輩……で、嘘っていうのは？」

「ん。この曲を聞くのは今日がはじめてじゃないということだ。なあ、めいめい？」

「……」

　言い淀よどむ冥利に、菊理先輩は続ける。

「めいめいはよくナナの練習をのぞきに行っていたんだ」

「……う」

「部屋でもたまに口ずさんでいたしな」

「な――なんでそれを!?」

「ふ、言っただろうめいめい。宗像は――めいめいのことならなんでも知っている！」

　なぜか勝ち誇った顔で腕を組む菊理先輩。

「というのは冗談で、宗像もたまにナナの練習を見に行っていたからな。こっそり部室をのぞき込んでいるめいめいをよく目にした」

「あの……生徒会のお仕事は……？」

　かわいいお弁当袋を携えたアニアが訊きいて、菊くく理り先輩は自信満々に微笑ほほえむ。

「しているとも。生徒の活動を見守るのも生徒会長の立派な仕事だからな」

　その話は前もしていたような……ってまあそれはいいとして。

「冥めい利り、本当なの？」

「――み、見に行っちゃいけませんかっ！」

　顔を赤くして、逆ギレする冥利。

　いや、悪くはないと思うけど……いつ行ってたんだろう？

　ぼくの知る限り、冥利は七な月つきのバンドに興味がないと言っていたし、全然気づかなかった。

　七月は気づいていたのかな……？

　その七月を見ると、こっちもこっちで顔をうつむかせながら落ち着かなげにベースの弦をいじったりしていて。

「……あ……ありがと」

　小声で呟つぶやいた七月に、冥利は口をぱくぱくさせてから顔をそらした。

「い……委員長として、当然のことをしたまでです。ヒラ委員の普段の生活を把握するのも……り、立派な仕事ですから」

「その結果、未発表の新曲を歌詞もほとんど見ずに歌えるようになったと」

「う……」

「ああ、いや、茶ちや化かすつもりで言ったんじゃないよ。むしろ助かると思うし」

　七月に目配せすると、七月はまだ照れの残る顔でベースに視線を落とした。

「ま、まあ、歌があったほうがより本番に近い状態で練習できるわね…………雨あま夜やが、よければだけど」

「――」

　七月のお願いに、冥利は顔を輝かせ、その喜びを隠すように腕を組んで、えらそうに言う。

「ふ、ふん……そこまで言われては仕方ありませんね。わたしも好きなバンドが……じゃなくて、ヒラ委員の活動が潰つぶれてしまうのをみすみす見過ごすわけにはいきませんから」

「――うん。お願い」

「――はい。わたしでよければ」

　そのまま、おずおずと目を合わせる二人に、はたで見ていてもくすぐったいような沈黙の時間が流れて、ぼくは耐えきれずに呟いた。

「なにこのダブルツンデレ」

「「ツンデレ言うな（です）っ！」」

　息のあったダブル突っ込みを受けて肩をすくめる。

「まあでもこれで即席第二図書委員会バンドの結成だね」

　ボーカル、ギター、ベース、ドラムのすべてが第二図書委員でそろった。よくよく考えると変な話だ。

　ぼくが冗談めかして言うと、意外にもまんざらでもない反応が返ってきた。

「……悪くないわね」

「第二図書委員会バンドという響きが素敵です」

「使命は……果たすわ」

「おっと、宗むな像かたとアニアも忘れないでほしいな。楽器は演奏できないが、応援やらマネージメントくらいはできるぞ。なあ、アニア？」

「は、はい、ワ、ワタシ……なんでもするのです！」

「よしっ、じゃあさっそく脱ごうか!!」

「「「いやいやいや」」」

　きれいに揃そろった突っ込みに、菊くく理り先輩が軽やかに笑って言った。

「いいチームワークだ」



　　　★



　そこからは練習につぐ練習が続いた。

　合間合間でアニアの差し入れを口に入れたり、菊理先輩の茶々に突っ込みを入れたりしながら音を合わせる。

　途中でおねむになったアニアが菊理先輩の膝ひざを枕まくらにして寝てしまうというアクシデントが起きたものの、それ以外は順調に練習が進んでいった。

　ちなみに、演奏の合間にぼくたちが交わした主な会話と言えば。

「蓮はす見みマコト、鳥と羽ば七な月つきの音を聞きすぎてる」

「あ、ごめん」

「蓮見マコト、私の音に引っぱられすぎてる」

「……ごめん」

「蓮見マコト、全体的に音が遅れてる」

「…………すみません」

　あれ……？

　ぼくが雪ゆき水みずさんに責められてるだけな気がしてきた。

　まあぼくが足を引っぱってるのは事実なわけで……もっともっとがんばらないと。

「あ、あの、少し休憩にしませんか？」

「そ、そうね、ずっとやり通しててもなんだし」

　冥めい利りと七な月つきのフォローが痛い。

「…………」

　雪ゆき水みずさんの無言はもっと痛い……。

「ん……でも、もう時間もないし」

　続けよう――そう言おうとしたところで、近づいてきた雪水さんにいきなり手首を掴つかまれた。

　少し汗ばんだ手がひやりと冷たく感じて、心臓が不自然にはねる。

「なに……かな？」

「動かないで」

　雪水さんはぴしゃりと言って屈かがみ込こむと、ドラムセットと椅い子すのあいだに身体を潜り込ませ、ぼくの膝ひざに片手を置いて――って、え？

「な、なにをしているんですかっ！」

　いち早く気づいた冥利が駆け寄ってくるあいだに、雪水さんは手早くぼくのズボンの裾すそをまくり上げて、ふくらはぎに手を添えてきた。

「…………やっぱり」

「エルっ、マコトから離れて――」

「足の疲労が激しい」

「……え？」

「このまま続ければ確実に足がつる。下へ手たをすれば肉離れ」

「……つっ」

　ぐっとふくらはぎを押されて、無意識に声が出た。

　自分でも気づいていなかった痛みを認識させられたような感じだ。

「蓮はす見み……いつから？」

　七月が心配そうに訊きいてきて、ぼくは苦笑しながら首を横に振る。

「今の今まで気づかなかった」

「……バスドラね。フットペダルを踏む動作は日常生活でまず使わない筋肉を使うから」

　つらそうに言う七月を見ていると、こっちまでつらくなってくる。

「まあでも少し休めば――」

「……無理よ」

　今度は七月が首を横に振った。

　七月に目配せされて、雪水さんがゆっくりとうなずく。

「短い時間で急に筋肉を使ったせいもある。……この疲労は少し休んだくらいじゃとれない」

「たかだか足がつる程度だとは思わないでよ……。そのたびに演奏が中断するから練習にならないし、エステルが言うようにそのうち肉離れを起こす。肉離れを起こしたら……わかるわよね」

　……ペダルを踏めなくなる。

　踏めなくはならなくても、正確なリズムはとれない。

「じゃ、じゃあ……」

　冥めい利りの声に、七な月つきが唇をゆるく噛かむ。

「…………ごめん、七月」

「は、蓮はす見みが謝らないでよ……！　あたしの謝るタイミングが……なくなるじゃないの……」

　七月が肩を落とすのを見て、ぼくはゆっくりと立ちあがる。

　本当なら無理をしてでも続けたい。

　肉離れが起きたからと言って、足が動かなくなるわけじゃない。

　無理をすれば、一日くらいの練習、数十分程度のライブは持ちこたえられるはずだ。

　でも、その数十分程度のライブは、七月が――七月たちのバンドを待つみんなが、ずっと楽しみにしてきたものだから。

　できる限りの、最高のパフォーマンスを見せなくちゃいけない。

　七月だってそれはわかってる。

　だから……雪ゆき水みずさんを見ているんだろう。

　だったら。

　そのためにぼくができることは。

「エステル」

　ぼくは、屈かがんだまま瞳ひとみを伏せる少女の名前を――今考えられる限り最高のパフォーマンスを披露できるはずの彼女の名を呼ぶ。

　彼女のギターを拾い上げ、そのストラップを自分の肩にかけて言った。

「ぼくの代わりに――叩たたいてくれないかな？」



　　　☆☆



　雪水さんのドラムは予想どおり……いや予想をはるかに超えるレベルでうまかった。

　それもそのはずで。

「もともとドラムが一番得意」

「なんでそれを早く言わないのよ!?」

「鳥と羽ば七月が選んだのは、蓮見マコトだった」

「そのあとお願いしたじゃないの……！」

「一度下された使命は取り消せない」

「その割にはあっさりと蓮はす見みの言うことは聞いたわよねぇ……！」

「鳥と羽ば七な月つきじゃなくて、蓮見マコトの頼みだったから」

「くっ……なんであたしじゃ……っ」

「鳥羽七月が選んだのは、蓮見マコトだった」

「だーかーら！」

「……ひょっとして、拗すねてたの？」

　一番に選ばれなかったことを。途中で説得を諦あきらめられてしまったことを。

　ぼくがそう言うと、雪ゆき水みずさんはぷいと顔をそらし、

「…………少しだけ」

　と呟つぶやいた。

「――い、言ってくれなきゃわからないわよっ」

　七月が子供っぽく言うのを見て、ぼくは吹き出してしまう。

　なんのことはない。

　雪水さんも普通の女の子で――七月と意地の張り合いをしていただけだった。

「と、とにかく！　とりあえず試しで一回、軽く合わせるわよ……」

　七月が決まり悪げにそう言って、ちらりとぼくを見てくる。

「なに？　七月」

「……べ、別に。ギターの準備は大丈夫？」

「ん、たぶん……雪水さんの演奏は聞いてたし、ギターなら実家に帰ったとき妹のをちょこちょこ触ってたから」

「……蓮見もギターのほうが得意だったってわけね」

　七月は疲れたように言って、雪水さんに視線を送る。

「カウント、お願い」

　雪水さんは軽くうなずいてスティックを掲げた。

　そのままリズムをとり――演奏がスタートする。

　試しで。軽く。

　そう言っていたはずの演奏は、結局全力で行われた。

　全力でやるしかなかった。

　雪水さんと七月、リズムパートの確かな足取り。

　踏みならされた道を走り抜けるメロディライン。

　圧倒的な疾走感を背景に、冥めい利りの声が鮮やかな色彩を放つ。

　もう個人がどうという問題じゃなかった。

　バンド全体が一つの生き物として動くようなリアルな感覚に、頭がくらくらする。

　上う手まい下へ手たじゃなかった。技術や理論でもない。

　わけのわからない感情に突き動かされて――気がつけば、ぼくたちは全速力で終わりまでを駆け抜けていた。

　あっという間の三曲。

　演奏し終えた後の達成感も尋常じゃない。

　すべてを投げ出して大の字に寝転がりたくなる。

「すさまじいな……」

　菊くく理り先輩の言葉に、ぼくは重たい頭を動かしてステージ下へと視線を向けた。

「身体が……震えているのです」

　いつの間にか目を覚ましていたアニアが上気した顔でこちらを見ていて、

「あの、あの……すごかったのです！」

　興奮した声で言う。

「……熟睡する子も起こせるくらいの演奏だったってことかな」

　これならきっと明日のライブも……そう思える手て応ごたえに、ぼくは知らず知らずのうちに拳こぶしを握りしめていて。

　その拳の先で申し訳なさそうな顔をした七な月つきと目があう。

「蓮はす見み……ごめん」

「え？」

　なんでいきなり謝られた？

　きょとんとするぼくに、七月は頭を下げた格好のまま言う。

「エステルの演奏を聞いて……あらためてこれでいきたいって、思った」

「う、うん」

　当然だ。なんでわざわざ確認するんだろう。

「あたし、蓮見に頼んだのに……そのせいで蓮見は足まで痛めたのに」

「あ――ああ」

　なるほど、そういうことか。

　七月はいったんぼくに通した筋を雪ゆき水みずさんに変えること、その不義理を詫わびているらしかった。

　なんて真面目まじめな。

　全然気づかなかったぼくのほうが申し訳なくなってくる。

「気にしなくていいよそんなの。七月はみんなのために、ライブのことだけ考えていなくちゃいけないし、そうしてほしい」

「…………でも」

　叱しかられた子供みたいにうなだれる七月を見て、ぼくはほんの少し笑いながら言う。

「それに、楽しかったから」

「…………え」

「七な月つきと……第二図書委員会のみんなと一緒に演奏できて、すごく楽しかった」

「――」

「昔ちょっとかじったときはこんな感覚味わえなかったし、これからも味わえないと思う。だから……ありがとう。誘ってくれて」

「蓮はす見み……」

　七月は潤んだ瞳ひとみでじっとこちらを見てくる。

「これからも味わえないなんてことはないですよ！」

　冥めい利りが七月の後を受けるように言う。

「だって第二図書委員会はありますから。このメンバーがいれば、何度だってバンドを組めます。もちろんそのときは、アニアや……仕方ないのでククリ先輩にも加わってもらって、今度こそ本当にみんなでやりましょう」

　無邪気にそう話す冥利を見て、七月が少し虚を突かれたような、呆あきれたような顔をしてからいたずらっぽく笑った。

「じゃあそのときは、あたしがバンドリーダーで、あんたはヒラのメンバーになるのよね？」

「……？　寝言は寝てから言うものですよ？」

「そこまで言われること!?」

「これだからシチガツさんは……すぐ調子に乗ってしまって」

「調子に乗ってるのは明らかにあんたよっ!!」

　などなどと七月と冥利がいつものやりとりをしているあいだに、ぼくはじっと黙ったままの雪ゆき水みずさんに話を振る。

「雪水さんは平気？」

「――――」

　放心したように固まっている雪水さんは、よく見ると白雪のような肌に朱がさし、いつもの無表情とはちょっと違っていた。

「雪……エステル？」

　じっと一点だけを見つめている彼女の前で手を振ると、雪水さんは顔を少し動かして、ぼくを見あげてきた。

「…………よかった」

「は？」

「気持ち、よかった」

「…………」

「こんなに気持ちよかったのは……はじめて」

「いや、えーと……」

　汗ばんだ肌に、少し荒い呼吸。頬ほおを染め、微妙に恍こう惚こつとした表情でそういうセリフを言われると、困るんですが……。

　普段表情がうかがえない分、こういう微妙な変化がすごくぐっとくる。

　ぼく一人が戸惑っているあいだに、雪ゆき水みずさんは蒼みがかった瞳ひとみを揺らがせながら呟つぶやくように言う。

「あんな……自分が自分じゃなくなるような一体感は……初体験」

　手の中のスティックを見つめる雪水さんに。

「それがバンドよ」

　ぼくの後ろに立っていた七な月つきが少し照れたように、けれど誇らしげに笑って、右手を差し出す。

「あらためて、エステル……よろしくね」

「…………」

「……エステル？」

　雪水さんは、七月の右手を見たまま、迷うように言う。

「バンドに、技術を超える力があるのは、わかった。でも――だからこそ、私がまた同じようにできるとは限らない」

　ぎゅっとスティックを握りしめ、顔を伏せる。

「……私は、今まで、一人でしか演奏したことがなかったから」

　それはきっと事実なんだろう。

　事実なんだろうけど。

「でも、その一人でやってきたことが、第二図書委員会バンドに……そして今、七月たちのバンドにつながったんだよね」

　ぼくの言葉に、雪水さんははっとした顔でこちらを見る。

「だったら、やることは変わらないんじゃないかな」

「…………」

「それに、もっと単純に――みんなで一つのことをするのは楽しいよ」

「――――そう、かもしれない」

「かもしれないじゃない。そうよ」

　七月が力強く断言する。

「エステルは、もっともっと楽しくなれるわ……あたしが、あたしたちが保証する」

「……エステルじゃない」

「え？」

「雪水愛え心こ」

　色素の薄い、少しウェーブのかかった髪を揺らして、雪ゆき水みずさんはまっすぐに七な月つきを見る。

「雪水愛え心ことして……明日のバンドに参加させて」

　そう言って、彼女は右手をおずおずと差し出した。

　それは、吸血鬼と関係ない、彼女自身の選択で。

「――うん。よろしく、愛心」

　七月はそんな雪水さんの手を満面の笑顔で握り返した。

「ふむ、これで一件落着かな」

　ステージ下でそう呟つぶやいた菊くく理り先輩に、七月が振り返る。

「まだよ。もう二、三回は合わせないと」

　すっかり笑顔の七月に促されるようにして、ぼくたちは再び楽器を構えた。

　あの一体感を、感動を味わえるなら何度だって付き合う――そう言わんばかりに互いに目配せをし、雪水さんがスティックでリズムをとりはじめる。

　そうしてイントロから歌へと入る――そのとき。



　突然冥めい利りがその場にくずおれた。



　歌声の代わりに流れるノイズ。

　走りかけた演奏が、間延びした余韻を残しながら急停止する。

「――雨あま夜や!?」

「めいめい！」

「メ、メイリ……!?」

　七月、菊理先輩、アニアの声が響きわたり、近くにいた七月が駆け寄ろうとするのを――冥利自身が手を突き出して止める。

「だ……だいじょうぶ……です」

　伸ばされた右手は震えていた。

「だ、大丈夫ってどこが――」

「――大丈夫なんですっ！」

　拒絶する強い声。

　七月はその場でぴたりと足を止め、困ったようにぼくを見てくる。

　ぼくは、左手で自分を抱きしめるようにして、なにかを懸命に抑えこんでいる冥利を信じられない想いで見つめていた。

　誰だれからも見られないように伏せられた顔。

　今にも倒れそうなほど小刻みに震える身体。

　それはいつもの冥利からは信じられない姿で。

　冥めい利りの真実を知る人間にとっては、見慣れた姿。

「……冥利」

　ぼくは肩からギターを下ろし、こちらに背を向けたままの冥利に近づくと、ひざまずいて顔をのぞきこむ。

　びくりと身体を震わせた彼女は。



　深紅の瞳を揺らしていた。



「……マコト」

　うめくように呟つぶやいた冥利は、なにが起きたのかわからないような、泣く寸前の子供のような顔をしている。

　――絶対吸血衝動。

　ぼくの頭の中で瞬時にその答えが導き出され、月一で訪れるそれが――ついこの前来たばかりのものがどうしてまた、という驚きに満たされる。

　雨あま夜や冥利は吸血鬼だ。ただし、自分からは血を吸えない欠陥品の。

　けれど、この吸血衝動は別だ。

　動物的な本能で、人間の血を獲得しようとするその衝動は、嫌悪の感情や理性の枷かせを引きちぎる。

　そうなれば――

「まこちー、めいめいは大丈夫か？」

　ステージに上がってきた菊くく理り先輩の問いかけに、ぼくは早口で答えを返す。

「ああ、声の出しすぎで貧血になっちゃったみたいですよ」

「貧血……？」

　嘘うそは、言ってない。

「たぶん少し休めば治ると思います。……なので、ちょっと保健室あたりで寝かせてきますね」

　そう言って、ぼくは素早く冥利の膝ひざの下と背中に手を差し入れ、一息に抱きあげる。

　俗に言うお姫さまだっこの状態。

「む……」「な……っ」「そ、それ……」

　雪ゆき水みずさんをのぞいた女子三人の声を尻しり目めに、

「――っ」

　胸の中で冥利のあげたうめくような声に、焦燥を感じる。

　早く早く――。

　過度の異性との密着が、吸血鬼化に拍車をかけるのはわかってる。今は一刻も早くこの場から脱出することのほうが大事。

　ここさえ抜けられれば、あとはどうにでもなるはずだから。

　ぼくはふわりと香るシャンプーの匂においとか、左手に感じるふにょりとやわらかい太ももとかを必死に頭から追い出しつつ、菊くく理り先輩たちに精せい一いつ杯ぱいの笑顔で言う。

「それじゃ、ちょっと出て――」

「待てまこちー。保健室はこの時間もう開いていないぞ？　どこへ行くつもりだ」

　あ……そうか。じゃあ、どこだ？

　考えて、出てきた答えは一つしかなかった。

「第二図書館で休ませてきます」



　　　‡



　すっかり夜に沈んだ学園内を走り抜けて、ぼくは冥めい利りを抱えたまま第二図書館に入りこんだ。

　ドアに鍵かぎをかけ、電気もつけないままで、ぐったりした冥利をそっと床に横たえようとして――

　いきなり冥利に抱きつかれた。

　首の後ろに腕を回され、お互いの鼓動も伝わるほどの密着感。

　鼻び腔こういっぱいに女の子の匂いが広がり、薄うす闇やみの中でスカートから伸びる生足がやけに白く映る。

　胸にはっきりと当たる二つのやわらかな膨らみ。首筋に吹きかかる生温かい吐息。

　ぎゅっと力を込めてくる彼女に、ぼくはなにも言えない。

　このままでは――血を吸わせる以前に、ぼくの理性が飛びそうだった。

「冥、利……ごめん、ちょっと、この体勢は――」



「わたしは冥利じゃない」



　耳元で囁ささやかれた声。

「……え？」

　白い指が、するりとぼくの頬ほおを撫なでる。

「とはいえ、『誰だれ』と訊きかれても、今の状態では答えようがないが」

　冥利の声なのに……冥利のしゃべり方じゃない？

「だがまあ、お前の知る冥利とは、身体の造りも微妙に違っているはずだ。たとえば――胸の大きさとかな」

　言われて、あらためて胸にはっきりと当たる二つの膨らみを……はっきりと当たる？

　冥利の胸はそんなに大きくない。

「――っ！」

　反射的に、ぼくは思いきり腕を伸ばして『彼女』を突き飛ばした。

　そのまま数歩後あと退ずさって、薄うす闇やみの中で見る『彼女』は……雨あま夜や冥めい利り以外の何者でもない。

　ただ一点、服の上からでもわかる胸の大きさを除いて。

　銀の髪を揺らし、紅あかの瞳ひとみを細める『彼女』は、ネクタイをゆるめ、ブラウスのボタンを外して、唇だけの薄い微笑を浮かべる。

「どうやら冥利が最も強くコンプレックスを抱いている部分は胸らしいな。忌避すべき肉体の一部。そこだけはほぼ完全にわたしの魂が顕現できている」

　……魂？

「君は……誰だれ？」

「だからその問いには答えられないと言っただろう。わたしはまだ雨夜冥利以外の何者でもない。せいぜい別人格……それも吸血衝動が極きわまったときにのみ出てくる程度のな」

「別人格――吸血鬼の？」

　瞬時にその答えに至って、背筋を冷たいものが駆け上がっていく。

　冥利が……冥利じゃなくなる？

　まさか、そんなことが――

「そこまで心配する必要はない。今はまだ、な」

　含みを持たせて、『彼女』はゆるりと肩をすくめる。

「わたしはフェアだ。宿主とその周囲の人間には必ずチャンスを与える。だから――これは最初の警告」

『彼女』は人差し指で自分の心臓を打ち抜くようなそぶりを見せて、はっきりと宣告した。

「『わたし』の魂は、雨夜冥利を乗っ取る。文字どおり、肉体と精神のすべてを」

「――――」

「その前に、お前は、『わたし』の魂が冥利を乗っ取るための条件を明らかにし、それを妨げてみせろ」

「…………乗っ取るための、条件？」

　すっと自分の唇に人差し指を当てて、彼女は優雅に目を細める。

「秘すれば花。秘するがゆえに――魂は滅びる」

「なにを――」

「冥利を護まもれるのは、お前だけだ……マコト」

　そう言って『彼女』は美しく微笑ほほえみ――意識を失った。
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「ん……、マコト……？」

　冥めい利りの意識はすぐに覚かく醒せいし、胸の大きさも元に戻っていた。

　ぼくの目の前には、紅あかい瞳ひとみを細めて、相変わらずつらそうな表情の雨あま夜や冥利がいるだけ。

　あまりに突然で、あっさりと起きたことだったから。

　さっきの出来事はたちの悪いイタズラなんじゃないかと思えそうだった。……思いたかった。

　もちろんそんなことは思えるわけがない。

　あれは現実に起きたことで、ぼくは考える必要がある。

　定期的に血を求める、吸血鬼の身体。

　それだけじゃないなにか――何者かが冥利の身体を乗っ取ろうとしている。

『彼女』はなんなのか。

　ぼくはどうすれば冥利を救えるのか――。

「マコ、ト……？」

　苦しげな冥利の声に我に返る。

「あ……ごめん。ちょっとぼーっとしてた」

「……なにか、あったんですか？」

「ん……いや、なにも」

　冥めい利りにはさっきのことは言えない。それが彼女にどんな影響を与えるのかわからないから。

　だから、ぼくにできることは――

「冥利……冥利のおっぱい、素敵だよ」

「ぶっ!!」

「……シリアスなシーンなのに、吹き出すのはないんじゃない？」

「そ……それは……こっちの、セリフ、です……っ！」

　銀髪を逆立たせる勢いで、冥利が紅あかい瞳ひとみを鋭く細めてぼくをにらんでくる。

　口の端からのぞく犬歯を隠そうする冥利は、いつも以上につらそうだ。心なしか、頬ほおの色も吸血鬼化する前より赤い気がした。

「なん、なんですか……いきなり……っ」

「いや……冥利、胸にコンプレックスあるんじゃないかなあって」

「にゃっ――だ、だから、今する話――」

「……今する話じゃないよねえ」

　唐突に言葉を切った冥利を見て、ぼくはため息をつく。

　ダメか。

　さっき『彼女』が言っていたことを思い出して、軽く探りのようなものを入れてみたんだけど。

　もっと別のアプローチが必要なのかもしれない。

「……あの」

　考え込んでいると、冥利が不自然に顔をそらしながら、口をむにゅむにゅと動かす。

「ん？　なに？」

「…………わたし……あの……意識を、失っていたんですよね？」

「少しだけね」

「そのあいだに……運んできてくれたのは……」

「大丈夫、ぼく一人だよ」

「………………じゃあ、ブラウスのボタンを、外したのも？」

「――え？」

　すっとおとされる視線。

　よくよく見れば。

　冥利の胸元は全開で、レースのついたブラジャーがあらわになっていた。

「あ、いや、それは――」

『彼女』がやったものだ、とは言えなくて。

「…………マコト、が？」

　両手で胸元を隠し、恥ずかしそうに尋ねてくる冥めい利りに、ぼくはなにも言えない。

「……だから、胸の話を、したんですか？」

「――う」

　確かに……辻つじ褄つまは、合う。

　辻褄だけは。

「そうなんですね……？」

「…………」

　言い訳が思いつかない。

　なにを言ってもドツボにはまる気がする。

　膝ひざ枕まくらをしたまま硬直するぼくに、冥利は――

　なにを思ったのか、胸に置いていた手をどかした。

「――!?」

　再びさらされる控えめな膨らみ。

　ゆっくりと身体を起こす冥利は、床に手をついたままぼくに向き直って、

「め……冥利……？」

　ぼくと目が合うと、かああっと頬ほおを赤くして顔を伏せる。

　……なにがしたいの？

　思わずそう訊ききたくなったぼくは、彼女の銀髪が白い鎖さ骨こつを撫なで、わずかな谷間に落ちるのを目にして、言葉を飲み込む。

「マ、マコトが……見たいのなら」

　そろそろとあげられる顔。

　震える唇。

「見ても――いい、です」

「………………え？」

「わ、わたし……、マコトになら……見られても、平気ですから……」

　………………。

　…………。

　……。

　い……いやいや。

　どこがどうして、そうなった？

　ぼくが混乱していると、冥利はほんの少し不安そうな顔をして、上目づかいに言う。

「見るだけじゃ……ダメ、ですか？」

「そういうことじゃ、なくて」

　そういうことじゃなくて。そういうことじゃなくて。

　――どういうこと？

　思考停止、思考停止。

　頭の中のアラートに対応しきれない。

　そうこうしているうちに、冥めい利りはまた一つ、なにかを決意してしまって。

「――や、やさしく、……して、くれれば――さ……さわ、さわ……っても……いいです」

「――――」

　そんな、恥ずかしそうな、でも一生懸命勇気を振り絞ったような顔をされたら。

　慎つつましやかな胸どころか――ぎゅっとスカートを掴つかむ手とか、その手のすぐ先にある白い膝ひざとか、膝と膝のあいだの、スカートの奥にあるものとか……色々なことを想像してしまう。

　それは。それは――

　ダメだ。



「そ――その前に血を吸っちゃおうか！」



　意図して明るく。

　それまでの流れを無視して、ぼくは言った。

「なにはともあれ、吸血衝動をどうにかしないとダメだしね」

　空笑いを響かせるぼくに、冥利はほんの少し残念そうな顔をして、すぐに眉まゆをつりあげた。

「――わ、わかってます」

　そのまま素早く胸のボタンをとめると、珍しく自分からぼくの首に唇を当てて、一度深呼吸してから吸血してきた。

「……っ」

　少し虚を突かれたせいで、いつもより鋭い痛みが走る。

　平常心平常心……そう自分に言い聞かせて目を閉じると、一連のやりとりに対する未練と安あん堵どが同時にわきあがってきた。

　冥利に対する想い。

　それがなんにカテゴライズされるのかは……まだ言葉にしたくない。

　そんなことを考えているあいだに、冥利の外見が徐々に戻っていく。

　完全に元の姿に戻ったところで、冥利はぼくの首から唇を離し、

「はぁ…………ぅぇっ」

　いつものようにほっと息を吐いたあとで、激しくえずいた。

「……大丈夫？」

　ぼくは冥めい利りの背中を撫なでさすりながら思う。

　雨あま夜や冥利は血の嫌いな嫌血鬼。欠陥品の吸血鬼だ。

　だから『彼女』が現れたのだろうか？

　吸血鬼の魂だと名乗った『彼女』。

　冥利の心と体を乗っ取ると言い切った『彼女』。

『彼女』は吸血鬼である冥利にとってなんなのか――

　そんなことを、つらつらと考えていたから。



　ぼくはそれに気づくのが遅れてしまった。



「――マコト。今、音がしませんでしたか？」

　囁ささやくような冥利の声に、ぼくは首をかしげる。

　……音？

　と考えるまもなく、背後からはっきりとそれは聞こえてくる。

　誰だれかの足音。

　とっさに正面のドアを見たぼくは、しっかりと鍵かぎをかけたことを思い出す。

　だったら、人ではないはず――。

　そうして自信を持って振り返ったぼくが目にしたのは、色素の薄い髪、蒼みがかった瞳ひとみ、人形のように整った顔。

　無表情の仮面にわずかな亀き裂れつを入れ、こちらをじっと見つめてくる彼女は――



「雪ゆき水みず……さん？」



『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』、雪水愛え心こだった。



    

  
    
      


第六話　結ぶ想いは明日への一歩です。



「なん……で」

「あやしすぎた」

　切り捨てるような答えに、ぼくは口をつぐむ。

「吸血鬼の禁断症状は、血流の圧力……血圧と関係している。雨あま夜や冥めい利りが突然倒れたのは、文字どおりの貧血――吸血衝動のせいだと考えられた」

　……当たってる。

「それに、第二図書館という場所も気になった。休ませるだけなら、講堂の防音室や外でもいい。わざわざ図書館まで連れて行く理由がない」

「――」

　鋭い。

　そこまで真剣にごっこ遊びができる雪ゆき水みずさんが、今だけは本気で疎ましかった。

「全部……逆だった」

　雪水さんは顔をうつむかせながら淡々と呟つぶやく。

「『白銀しろがねの吸血鬼』……人に仇あだなす吸血鬼は、蓮はす見みマコトではなく――雨夜冥利」

　完全にバレてる。

　よりにもよって、吸血鬼ハンターを自称する彼女に。

　思うと同時に、ぼくは叫んでいた。

「ち……違う！」

「違わない」

　とりつくしまもなく、雪水愛え心こは静かに告げる。

「私は、今……この目ではっきりと、雨夜冥利が蓮見マコトから吸血するのを見た」

　ぶるりと冥利が身体を震わせたのを感じて、ぼくは必死に口を開く。

「か、考えすぎだよ……現実に、吸血鬼なんて」

「そこにいる」

　細い指が示す先には、ぼくの制服の裾すそを掴つかみ、雪水さんのことを見られない冥利の姿。

　雪水さんは、スカートに手を差し入れ、太ももの付け根から硬質のスティックを二本取り出すと、しっかりとそれを構える。

「蓮見マコト。あなたに抱いていたのは吸血鬼の疑い。でも、雨夜冥利に抱いているのは――吸血鬼の確信」

　吸血鬼だという、はっきりとした想い。

　それは、事実として冥利が吸血鬼である以上、ぼくたちには言い訳のしようもない。……しようもないのだけど。

「――嫌だな、エステル。ぼくは血なんて吸われてないよ」

　ぼくはわざと軽薄に肩をすくめてみせる。

　なにも悪いことなどないように。

　そうして、屁へ理り屈くつをこねる。

　――正解を不正解にする屁理屈を。

「見てたって、エステルはなにを見てたの？」

　雪ゆき水みずさんが掴つかんでいるのは、事実ではなく確信だ。

　あくまでそういう思い込みをしているだけ。

　だったら――その確信を不審に変えてしまえばいい。

「雨あま夜や冥めい利りが蓮はす見みマコトの血を吸っているのを」

「本当に？　どんなふうに？」

「蓮見マコトの首に唇をつけていた」

　……どうやら、本当にばっちり見られていたらしい。

「あ……あー……そっか」

　目撃情報がただ『二人でくっついていた』とかだったら、『床に下ろそうとしたときにバランスを崩した』とかでよかったんだけど……仕方ない。

　ぼくは覚悟を決めて口を開く。

「エステル、それ違うよ」

「……なにが」

「だからそれ、吸血してたんじゃなくて……つまり…………実は、えっちなことをしようとしてたんだ」

「にゃぁっ!?　マ、マコト!?」

　こういうときだけはしっかり反応する冥利に、ぼくはさりげなく耳打ちをする。

「冥利、ここは話を合わせて」

「う……で、でも……！」

「雪水さんは本気だよ。ここで吸血鬼だっていう確信を持たれちゃったらまずい」

「む……う、…………わかり、ました」

　顔を赤くして、しぶしぶうなずいた冥利に、雪水さんの質問が飛ぶ。

「雨夜冥利、本当？」

「…………本当、……です……」

「……聞こえなかった」

「ほ――本当ですっ！　わたしは、マ、マコトと……え、え、えっちなことをしようとしてたんです!!」

「具体的には？」

「具体的に訊きくんですか!?」

　こくりとうなずく雪ゆき水みずさん。

　あれ、なんかちょっと楽しくなってきたよ？

　冥めい利りは口をぱくぱくさせて、助けを求めるようにこちらを見てくる。

　ぼくは黙って強くうなずいてあげた。

　がんばれ冥利。

「う……だから……、……マ、マコトと…………をして、……そ、それで、む、胸を……

…………れて」

「全然聞こえない」

「……っ、マ、マコトとキ、キ、キ……スをして、そ、それで……む、胸、胸を、も、もまれて……」

「胸をもまれて？」

「ス……スカー……トに、あの……て、手を……入れ、入れられて……っ」

「スカートに手を入れられて？　それでどうしたの、冥利？」

「うぅ……っ、だから、その……パ……パン……、ツを……」

「パンツを！」

「ってなんでマコトが訊いてるんですかっ!!」

　いやーついつい。

　顔を真まっ赤かにして荒く息をつく冥利。

　こんなときに言うのもなんですが、すごくよかったです。

　ぼくが心の中で手を合わせていると、雪水さんが冷めた声で言った。

「嘘うそね」

「あっさり見抜かれましたよっ!?」

「…………うん、正確には今冥利がばらしたよね」

　見抜かれたって言わなければ押し通せたかもしれないのに。

「……マ、マコトのせいです……っ」

「正直いいものが見れたからぼくのせいでいいよ。自分からえっちなことを言う冥利最高だった」

「――――っ、マコトは最低です!!」

「もっと言って冥利」

「……うう……っ、もうなにも言えません……っ」

「ぼくもこんな性せい癖へきに産んでくれた親には感謝で言葉もないね」

「ご両親は呆あきれて物も言えないでしょうね！」

「沈黙は金ってことだね」

「それでまとめたつもりですか!!」

　憤慨する冥めい利りが両手を床に叩たたきつける。

　いつものかけあい。日常の一コマ。

　そんな平穏なやりとりが目の前で行われても、雪ゆき水みずさんは無表情を崩さなかった。

　すっと一度目を閉じ、静かに言う。

「時間の……無駄だった」

　――それから起きたことを、ぼくは正確に認識できなかった。

　雪水さんが手にした二本のスティック。彼女が『聖杭』と呼ぶ、対吸血鬼用の武具。

　そのうちの一本が、冥利のすぐ左隣の床に、突き刺さった。

「――え？」

　気の抜けた冥利の声。

　たぶん、ぼくと同じでなにが起きたのかわかっていないんだろう。

　残像どころか、投げた瞬間すら認識できなかった硬質なスティック。

　その柄の部分に刻まれている、黒塗りの十字架がやけに目に残る。

「言った、はず。私は確信を得た。もう――手加減をする理由はない」

　その声の冷たさに、ぼくはぞくりと背筋を凍らせて、言葉を絞り出す。

「い、いやいや……意味がわからないっていうか、その危険物は――」

「裁きの『聖杭』。心臓に撃ち込むことで、吸血鬼の魂をその肉体ごと浄化できる。……現状考えられる吸血鬼に対する唯一の対抗手段で、最も非効率な対処方法」

「心臓に……撃ち込むって……」

『聖杭』……聖なる杭くい？

　思い出す。

　雪水さんがはじめて第二図書館に来たとき。

　確実に吸血鬼を退治する方法はないのかと訊きいたぼくに、彼女は言っていた。



　――心臓に杭くいを打ち込むの。



　聖なる杭を。



　――肉体ごと魂を浄化する方法は蓮はす見みマコトが吸血鬼だという確信が持てたときにしか使えない。



　だったら。

　雨あま夜や冥めい利りが吸血鬼だという確信が持てた今。



『もう、手加減をする理由はない』



　つまり、彼女が言っていたことは――



　全部本当だった？



「――ちょ、ちょっと待って雪ゆき水みずさん！」

　声を張り上げ、手を突き出して、ぼくは彼女に話しかける。

「き……君は――本当に吸血鬼ハンターなの？」

「……私がいつ違うと言った？」

「でも……でも君は、普通はつまらないって――」

「普通はつまらない。祖母の生きていた非日常世界……吸血鬼の魂を狩る毎日にずっと憧あこがれていた。私の日常世界には、今まで一人の吸血鬼も現れなかったから」

　現れなかった。過去形。

　その望むべき非日常世界――冥利吸血鬼を前にして、雪水さんはすっと目を伏せる。



    

  
    
      



    

  
    
      「でも……第二図書委員会に入って、蓮はす見みマコトたちと行動するようになって……日常も楽しいと思った。――思っていた」

　思っていた。……過去形。

　顔まで伏せて、雪ゆき水みずさんはくぐもった声で続ける。

「吸血鬼の魂を確実に浄化するための方法は、一つしかない。健常な肉体まで滅ぼす不合理な方法しか。だから私は、それ以外の――魂だけを浄化する方法をずっと探していた」

「それで吸血鬼の疑惑があったぼくに……色々な方法を試して……」

「……ま、待ってくださいマコト」

　冥めい利りが戸惑うように声を挟んでくる。

「な、なんでそんな、深刻そうな顔をしているんですか？　ゆ、雪水さんは……中ちゆう二に病びようの患者さんで、吸血鬼ハンターというのは空想なんですよね？　だから、全部創つくり話なんじゃ――」

「……なかったみたいだね」

「――――」

　冗談みたいな話。

　自称吸血鬼がいて、自称吸血鬼ハンターのいる日常世界。

　それは、なんのことはない、すべて本物の非日常世界だった――なんて。

　この上なくバカげている。

「私だって、雨あま夜や冥利を浄化するのは、心苦しい。……でも」

　顔をあげた雪水さんは、決意を込めた眼まな差ざしで言う。

「それが『白い狩人ル・ブラン・シヤスール』の称号を受け継いだ私の使命だから」

　言うと同時に、彼女は太ももからもう一本のスティック――『聖杭』を抜き出し、手の中でくるくると回す。

　その光景は、ほんの数十分前……日常のなかでドラムを叩たたく雪水さんのスティックさばきとだぶって。

「……冗談じゃ、ない」

　こんな非日常世界は認めない。認められない。

　雨夜冥利は吸血鬼だ。

　雪水愛え心こは吸血鬼ハンターだ。

　そこまでは認められたとしても。

　彼女たちが争わなければいけない世界なんて――絶対に認められない。

　だから。



　そんな世現界実はねじ曲げる。



　世界を拒否するために――考える。

　吸血鬼の魂を狩る吸血鬼ハンター。

　彼女は心臓に杭くいを打ち込み、肉体ごと葬るその方法を不合理だと言っていた。

　冥めい利りを狩るのは嫌だとも言っていた。

　そこにつけ込めないか。

　そこに勝機を見いだせないか――？

「……違う違う」

　勝つとか負けるとかそういうことじゃない。

　そうじゃなくて。

　むしろ――そうじゃないなら？

　問いかけて、ぼくはその答えに至った。



「――ごめん、雪ゆき水みずさん」



　ぼくの唐突な謝罪に、雪水さんは動きを止めた。

　訝いぶかしむような眼まな差ざしに、即座に答える。

「本当は血を吸われてた」

「……雨あま夜や冥利が吸血鬼だと認めるの？」

「認める」

「――マコ、ト？」

　呆ぼう然ぜんと尋ねてくる冥利に内心で謝りながら、ぼくは言葉を続ける。

「血を吸われていたのは今回だけじゃない。知ってるかもしれないけど、冥利はこの状態になって一月に一回は絶対に我慢できない吸血衝動に襲われるから。――でも」

　そこで一呼吸おいて、ぼくはまっすぐ雪水さんを見る。

「血を吸われていたのは……いや吸ってもらっていたのはぼくの意志だよ」

　合意のもと。

　それどころか、ぼくのほうから望んでいたこと。

「だから危険がない、と？」

　雪水さんはかすかに眉まゆを寄せ、冷たく言う。

「蓮はす見みマコト……あなたは、吸血鬼の怖さをわかっていない」

「そういう雪水さんはわかってるの？」

　むっとしたのがかすかな表情の変化で伝わった。

「……祖母から聞いた話をあげればきりがない。そしてそんな話をするまでもなく、吸血鬼にとって私たちは食べものであり、私たちにとって吸血鬼は捕食者でしかない」

　雪ゆき水みずさんはためらうような眼まな差ざしを冥めい利りに向ける。

「私も実際の吸血行為をこの目で見るまでは、信じきっていなかった。……でも、さっき、雨あま夜や冥利が蓮はす見みマコトの血を吸っているのを見て……本能的に、恐ろしい存在だと、思った」

「――――」

　冥利が顔を伏せる。傷ついているのがわかる。

　それを見て、雪水さんもまたショックを受けているみたいだった。

　悪循環。

　好きな相手を傷つけて、自分で自分も傷つける。

　ヤマアラシの、ジレンマ。

　――だけど。

　だからこそ、ぼくはそこに踏み込む。

「そうだね」

「……そうだね？」

　吸血鬼は恐ろしい。

　理性を失った『白銀しろがねの吸血鬼』に死の恐怖を感じたことはあるし……『彼女』ともできれば二度と会いたくない。

　そして、それは――



「冥利も一緒なんだよ」



　他ほかの誰だれでもない。雨夜冥利が、一番自分吸血鬼を恐れている。

「見てたのなら、わかるよね？」

「――――」

　雨夜冥利という吸血鬼は、血を吸うことを肉体が拒否する。精神が恐怖する。

　怖くて、怖すぎて――血を吸おうと思えない。

　吸わなければ生きていけないのに。

「冥利は絶対に喜んで血を吸ったりしない。血を吸って生きるか、吸わないで死ぬかだったら、迷わず吸わないで死ぬほうを選ぶ。でも、それはぼくが嫌だから。ぼくが冥利に生きてほしいから――ぼくの血を吸ってもらってる。無む理り矢や理りにでも」

「それ……は」

「違い、ます」

　雪水さんの言葉を引き取って、冥利が顔を上げる。

「う、うまく言葉にできませんけど……それは、違います。だって、それじゃあ――マコトが全部悪いみたいじゃないですか！」

　張られた声の大きさに驚く。

「そうじゃ、ないです……そんなことは絶対にありません。マコトは……第二図書委員会を作ってくれて、どうすればわたしが血を吸うのを我慢できるか考えてくれて……それで、それで……」

　噴き出した言葉の泉に溺おぼれるように、冥めい利りはまた顔をうつむかせてしまう。

　そんな冥利を見て、ぼくはまた中等部までの自分を思い出しそうになる。

　それは……今関係ない。

　今関係あるのは。

「エステルは……雪ゆき水みずさんはそれでも吸血鬼を……冥利を浄化しようとするの？　家のしきたりで、あるいはおばあさんの言いつけで、自分の憧あこがれで、仲間と――争うの？」

「……私、は……」

　雪水さんがはじめて言葉を詰まらせる。

「私、だって……これが不合理な方法だっていうことは、わかってる……」

　両手の『聖杭』を強く強く握りしめる。

　その姿に、胸が締め付けられる。

「でも、これ以外に吸血鬼の魂を、その侵攻を止める方法が――」

「それだよ」

　不合理な方法。吸血鬼の魂。その侵攻を止める。聞き逃さなかった。

「エステルも不合理な方法だってことはわかってるんだよね？　できれば侵攻している吸血鬼の魂だけを浄化する方法を探したい」

　沈黙は肯定だと受け取った。

「それはさ、ぼくたちと目的が一致していないかな？」

「……？　どういうこと？」

　そう尋ねてきた彼女に、ぼくは精せい一いつ杯ぱいの誠意を込めてカウンターを放つ。



「冥利を助けるために協力してほしいってこと」



「――協……力？」

　雪水さんが目を見開く。

「吸血鬼の天敵……『狩人』である、私に……？」

「むしろ、吸血鬼の天敵であるからこそ、だけどね」

「……どういう、ことですか？」

　雪ゆき水みずさんと同じ冥めい利りの言葉に、ぼくは一度目を閉じてから二人を見る。

「冥利は『吸血鬼』だ。そして、エステルは『吸血鬼ハンター』。言葉だけなら二人は対立するように見えるけど、実は目的が一致してるよね」

「目的……？」

「二人とも、吸血鬼化を解こうとしてる」

　吸血鬼の冥利は、決して吸血鬼でいたいわけじゃない。

　吸血鬼ハンターの雪水さんは、決して冥利ごと浄化してしまいたいわけじゃない。

　二人とも吸血鬼の魂だけを取り除きたい――。

「だったら、協力できないほうがおかしいよね。互いに互いの知らない情報を交換しあって、吸血鬼の魂だけを浄化する方法を探せばいいんだから」

「そ、そんな方法があるんですかっ？」

「これから探すんだよ」

「…………」

　雪水さんの表情は硬いままだった。

　まだ折れない、か……。

　それはいかにも雪水愛え心こらしい。

　だとしても――

　ぼくも折れるつもりはないから。

　床に刺さっていた『聖杭』を引き抜き、ぼくは冥利の手を引っぱって、雪水さんのもとへと歩きだす。

「雪水さんはさ」

「……エステル」

「いや、この場合は雪水さんで合ってるよ。吸血鬼とは関係のない話だから」

「……？」

　訝いぶかしげに眉まゆを寄せているあいだに、ぼくは彼女のすぐそばまで近づいて、手にした『聖杭』――ドラムスティックをその場で回してみせる。

「雪水さんは、さっきぼくたちとバンドを組んでみて、一つになるってことに感動してたよね？」

「…………」

「それってさ、実は別にバンドの演奏に限った話じゃないよね。一つになることは、同じ目標を持ち、そこに向かって一緒に走る。それだけでいいわけだから」

「……なにが言いたいの」



「立場なんて関係ないってことだよ」



　吸血鬼だとか、その『狩人』だとか。

　立場上敵対しなければいけないなんて――くそ食らえ。

「ぼくは、ぼくたちは、雨あま夜や冥めい利りを救おうとしている雪ゆき水みず愛え心こに協力を求める」

「……断ったら？」

「断らないよ」

「――」

「雪水さんは断らない」

「……どう、して？」

「だって――そっちのほうが断然楽しいから」

　雪水愛心は退屈な日常を嫌っていた。

　それは今も変わらない。

　彼女が望むのは、刺激的で楽しい日常だ。

　ぼくは冥利の手を握ったまま、彼女の顔にスティックを突きつける。

　雪水さんもつられるように、回したスティックをぼくの顔に突きつけてきた。

　クロスした二本のスティックが作るのは十字架。

　それは冥利の中に棲すまう吸血鬼を狩るための――ぼくたち三人が一つになるための証あかしだ。

「違ったかな？」

　ぼくが不敵に微笑ほほえみかけると、雪水さんは面食らったように瞳ひとみをまばたかせ、

「――違わない」

　春の雪解けを思わせる穏やかな微笑を浮かべて、スティックを下ろした。



　――こうして、ぼくたちは吸血鬼と吸血鬼ハンター、そしてただの一般人からなる『共同体バンド』を作った。

　それは小さな一歩だけど、きっと大きなきっかけになる――。

　……なんて、かっこよく言ってみても、実際にどうするかは一切決まっていないわけで。

「で、具体的にどうするんですか、マコト」

「私もそれを訊ききたい、蓮はす見みマコト」

「…………」

　うん……いや、君たちは考える気ナッシングですか。

　先が思いやられる……。



　でも――先があるのはいいことだ。



　結ぶ言葉が確かな想いを刻むと信じて。

　ぼくたちは一歩ずつ進んでいくのだから。



    

  
    
      
後日談



　というわけで、新入生歓迎会ライブ当日。

　控え室代わりの舞台裏で、ぼくたちは七な月つきたちバンドメンバーを送り出していた。

「今日死んでもいいっていう気持ちで行くわっ！」

　などと物騒なことを言っていた七月に、

「死にたくないけど……ドラムは叩たたきたい」

　そんな中途半端なコメントを残した雪ゆき水みずさんが加わった変則バンドは、出番が来ると大歓声に迎えられた。

　やっぱり楽しみにしていた人間はたくさんいたらしい。

「ふふん、わたしたちも無理をした甲か斐いがありましたね」

「かく言うめいめいは憧あこがれのナナのバンドに参加できたのが嬉うれしかったんだろう？」

「にゃ……っ、そ、そんなわけないじゃないですか！　わたしはむしろボーカルで手伝ってあげた功労者ですよっ？　感謝こそされ、わたしからお礼なんて――」

「ふむ。そうか。せっかくバンドメンバー全員の激レア特別セッションＣＤをもらってきたのにな」

「え!?　ちょ、ちょっと見せて、見せてください！」

「はぅ……メイリ……？」

「意外とミーハーだよね」

「……う」

　などなどとやっているあいだに、一曲目が始まってしまった。

「お、始まったようだな。ではわれわれも生徒会長権限利用しまくりの特等席へと移動しようか」

　菊くく理り先輩が公私混同極きわまりないセリフを残し、アニアがそれに続く。

「ん？　めいめいとまこちーは来ないのか？」

「あ……あとで行きます」

「同じくです。お気になさらず先にどうぞ」

　菊理先輩は「……ふむ、まあ仕方ないか」と微妙に含みのあるセリフを残して移動していった。

「さて、それじゃ外に出よっか。いつ、なにがきっかけになるかわからないしね」

　今回の吸血鬼化はバンドの練習中に起きた。

　絶対吸血欲求は月に一度で、性的欲求が引き金になる――なんていうルールは、二度も破られれば信じるほうがおかしい。

「自分で演奏するのと、他人の演奏を聞くのとじゃ全然違うと思うんですけど……」

「ん、でもほら、昨日の今日だし」

　というのは建前で、本当は『彼女』の出現条件が不明確だから。

『彼女』のことはよくわからない。

　ただ……冥めい利りの吸血欲求と関係していて、頻繁に出していいものじゃないということだけはわかる。

「楽しみにしていた七な月つきたちの生ライブに参加できなくて、残念なのはわかるけどね」

「――べ、別にわたしは楽しみにしてなんかっ」

「はいはい。ほら、あんまりここで暴れてると菊理先輩たちに気づかれちゃうよ」

　ぼくがそう言うと、冥利は不満そうに「むー……」と唇をとがらせて小さく呟つぶやく。

「……マコトは聞いていってもいいのに」

「ん？　なに？」

「なんでもないです……っ」



　――なんていうやりとりがあった数時間後。



　ぼくたちは新入生歓迎会ライブ成功を祝って外へと繰り出していた。

　場所取りは菊くく理り先輩とアニアが担当してくれたので、ぼくたちはのんびりと話しながら歩いている。

　結局、七な月つきたちのライブは大盛況のうちに終わったようで、最後は時間をオーバーしてまでアンコールに応こたえ、管理委員会のほうから手ひどく怒られたらしい。

　あの真面目まじめな七月が時間を守らなかったくらいだ。さぞかし楽しいライブだったんだろう。

　即席で加わったはずの雪ゆき水みずさんもすっかりバンドメンバーの中に溶けこみ、今も引っ張りだこになっていた。

『エステルちゃん、ドラムだけじゃなく、ギターもベースもできるんでしょー？　しかももれなく超絶テク！　絶対バンドやるべきだって！　……むしろうち入る？』

『こらこら、その場合誰だれが抜けんのよ！　あ……あんた自身か』

『なんでやねんっ！』

『私は……常に誰かの代わりがいい』

『おーエステルちゃん自らスーパーサブ宣言！　かっこいい！』

『そうすれば……どの楽器もできるから』

『って、いろんな楽器やりたいだけかーい！　じゃあもういっそエステルちゃんが四人に分身したらいいじゃん。……つーかそのバンド本気ですごそう。武道館も狙ねらえる』

『そもそも分身自体できんけどな！』

『まあ別に四人組にこだわる必要もないよね。ツインギターとか……いっそツインドラムにしてみるか』

『エステルちゃんのパート次第で毎回ツインの楽器が変わるって？　なるほどねー、そりゃ幅広い演奏が……あれ、それちょっとマジでいいんじゃないの』

『決まり決まり、エステルちゃん加入決定ー！』

「うー……それは困ります」

　ぼそりと呟つぶやいたのは、冥めい利りだ。

　前を行くバンドメンバーズの会話に耳をかたむけながら、ときおりそうやってひとりごとのように突っ込みを入れている。

「交ざりたいなら前に行けばいいのに」

「……そんなの恐れ多――じゃなくて、別に交ざりたいわけじゃないからいいです」

「意地っ張りだなあ……」

「む……余計なお世話ですよ。それに、わたしまで向こうに行ってしまったら……マコトが一人になっちゃうじゃないですか」

「別にいいけど」

「うく……っ、マコトも素直じゃないですね！」

「冥めい利りが楽しいのならそれが一番だから」

「――――」

「冥利？」

「…………だから……ライブのときも、わたしに付き合ってくれたんですか」

「あれ、気づいてたんだ」

「……むしろ、気づいていないと思ってたんですかと訊ききたいです」

「うん」

「――っ、もういいです！」

　ぷいとそっぽを向く冥利を見て、ぼくは首をかしげる。なんで怒ってるんだろう？

「まあ、ぼくも冥利と一緒にいるのが一番楽しいしね」

「――え？」

「ん？　ライブのとき一緒にいた理由、気づいてたんじゃないの？」

「……」

　目を見開いてこちらを向いていた冥利が顔を赤くし、

「そ……それなら、…………いこ、ですね」

　ぼそぼそと呟つぶやいて――



「なにがおあいこなのよ？」



　前にいたはずの七な月つきがいつの間にか冥利のすぐ横にいた。

「ひゃぅっ――シ、シチガツさんっ？　いるならいるで声を出してください！」

「だから今声出したじゃないの……あとシチガツ言うな」

「常に出していてください。もしくは首に鈴でもつけていてください」

「つけるか!!」

　と突っ込んだところで、七月はするするとぼくの隣に並んできた。

「七月、今日はお疲れさま。あと昨日はありがとう」

「…………なんで先に言うのよ」

「……？　ぼくは今日は疲れてないよ？」

「そうじゃなくて！　き、昨日はありがとう……って」

「ああ……別に順番なんて気にしなくていいと思うけど」

「あ……あたしは気にするのっ」

　もじもじと言う七月に、冥利が鼻をならす。

「ふん、ツンデレですね」

「あんたにだけは言われたくないわよっ！」

「わたしもシチガツさんにだけは言われたくないですっ！」

「まあまあ両方とも――」

「ツンデレじゃないわよ！」「ツンデレじゃないです！」

　……ツンデレだよね。どう考えても。

「と、とにかく……昨日はありがとうって言いたかったの。確かにエステルはうまかったけど、あたしは……蓮はす見みと合わせるのも楽しかったから」

「――そっか」

　面と向かって言われるとちょっと恥ずかしい。

「あ、あと！」

　七な月つきは冥めい利りに向き直って、微妙に顔はそらしたまま言う。

「あ、あんたの歌も……良かった、わよ」

「…………」

　七月のストレートな言葉に、冥利が虚を突かれて固まる。

　そのまま顔を赤くして動けないでいるのを見ていると、全然関係ないこっちが恥ずかしくなってきた。

「あっれーナッキ、それは聞き捨てならないなあ。正ボーカルのわたくしちゃんの歌ではご満足いただけていないってことですかね？」

　いつからいたのか、バンドのボーカルの子が、背後から七月にヘッドロックを決める。

「うぐ……ちょ、誰だれもそんなこと言ってないでしょっ！」

「うーん……初等部から六年もの付き合いがあるわたくしちゃんをさしおいて、飛び入りさんのボーカルを褒めるとは……これはじっくり話しあう必要がありそうだねえ」

「は、話を聞きなさいよ！　って痛い痛い、ギブギブっ」

　そのまま連れ去られていく七月。ボーカルの子は、ふと思い出したようにこちらに振り返って、いたずらっぽい笑顔を浮かべた。

「なーんて言いながら、実はわたくしちゃんも感謝しまくりだったり。なにせ、あなたたちのおかげで今日のライブができたわけだしね……ありがとさん！」

　片手を振りながら、彼女は後ろ向きに去っていった。七月をヘッドロックしたまま。

「やっぱり……仲が良さそうですよね」

「付き合いが相当長いみたいだしね」

「…………そうです、ね」

「ヤキモチやいてる？」

「な――！　そ、そんなわけ」

「ぼくはちょっとやいてるかな」

「――――マコトが？」

「うん。自分で言うのもなんだけど、意外なことに」

「…………そうですね。マコトが自分でヤキモチやいているとか言うのはだいぶおかしいです」

「あ、そっち？」

「そっちも、です」

「だよね」

「でも……今のマコトなら、おかしくないとも思います」

「……そっか」

　それなら、よかった。

「でもやっぱり、ライブって楽しそうだよね。バンドメンバー四人……ん、六人か。ぼくたち六人が一つになっただけでもあんなに気持ちよかったんだから、会場中が一つになったらえらいことになりそう」

「……そう、ですね」

「いつかやりたいね」

「…………今日のライブが見られなかったわたしとですか？」

　すっとトーンの落ちた声に、ぼくは正面から冥めい利りを見る。

　大好きなバンドのライブが見られなかった冥利。

　寂しそうな顔はライブが終わるまでそのままだった。

「やっぱり……不便ですよね。これじゃあ、病弱な子みたいです」

　冗談めかす冥利に、ぼくは少しだけ真面目まじめに言う。

「治そうよ」

　今までは言えなかった。

　あまりにも現実感がなかったから。

　でも、吸血鬼の知識を持つ雪ゆき水みずさんがいてくれれば――

「可能な限り協力する」

　七な月つきのバンドに参加すると気配でも消せるようになるのか、いきなり現れた雪水さんがさりげなくぼくと冥利のあいだに身体を入れて言う。

「でも……もし雨あま夜や冥利が吸血鬼として暴走したら、そのときは――」

「はい……遠慮なく」

「蓮はす見みマコトと一緒に逃避行をする」

「――なんでですかっ!?」

　突っ込んだ冥利の前で、雪水さんはさりげなくぼくの腕を抱き寄せた。

　あのエステルさん……やわらかいの当たってます。

「蓮見マコトは……一般人。『狩人』は吸血鬼の魂を浄化するのが使命だけど……一般人を逃がすのも大事」

「そんなこと今まで一回も言ってませんよね……っ？　っていうか『従者』がどうこう言ってませんでしたっ？」

「あれは、力のある吸血鬼しか持たない能力。雨あま夜や冥めい利りは、安心」

「……っ、なんだか急にエルはものすごい敵な気がしてきましたよ……？　ってそろそろマコトの腕を離してください!!」

「いや」

「――は・な・し・て・く・だ・さ・いっ！」

　と言いながら、反対側のぼくの手を抱き寄せる冥利。

　……いやいやいや？

「協力するとはいえ、吸血鬼と吸血鬼ハンターは相あい容いれぬもの……だから雨夜冥利、勝負」

「望むところです！」

　ばちばちと火花を散らす二人の真ん中で、ぼくは思った。

　なんの勝負……？

　ぼくのついたため息は、ぬるま湯のような夜にとけて消えていった。



〈了〉



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　本書をお手にとっていただきありがとうございます。お手軽簡単、刈かり野のミカタです。

　おかげさまで『ちがたり。』２巻を無事お届けすることができました。

　さてその２巻ですが、まずは表紙のほうをご覧ください。

　Ｙｕｙｉ様の超絶素敵な絵がありますね！

　この巻から登場の新キャラ、雪ゆき水みず愛え心こです。フランス人の祖母を持つ彼女は吸血鬼ハンターを自称し、なぜかマコトを付け狙ねらってくるのですが――それよりなにより。



　尻しり。



　帯でも隠せない、いさぎよいお尻が全力で全開ですね！

　このお尻については担当編集ｓｓさんと以下のようなやりとりがありました。



ｓｓ「カバーラフを４パターンいただきました。尻が見たいから２だよね」（断言）

刈野「ですね」（即答）



　男たちはその瞬間一つになったのです。

　ちなみに刈野は部活のトレーニングで人の背中に座ったとき「お前の尻、尋常じゃなく硬くて痛い。なんか仕込んでるの？」と言われたことがありました。やっぱり尻はやわらかいに限るようですね。

　そのやわらかい尻の話が本書では語られて……いませんが、一巻に引き続き『ちち』については語っております。

『ちち』に関しては、刈野はどちらかというと小さいほうが好きです。しかしこれはあくまで見た目の話で、触るときは自分の手にジャストフィットするサイズが理想。そんな『ちち』と巡り会えたりしたら「生まれてきてよかった！」とか叫ぶかもしれません。世界の中心辺りで。

　ちなみに刈野は部活のトレーニングで人に尻を触られたとき、「お前の尻、オレの手にジャストサイズだよ！」と言われたことがありました。生まれてきてよかったとは感じませんでしたが、生まれてきた意味はちょっと考えました。

　尻のことだけにシリアスに。



　――はい、さらっと流して、ここからは真面目まじめな謝辞タイムに移りたいと思います。

　担当編集ｓｓさんこと庄しよう司じ智さとし様。毎度スマートかつアグレッシブなご指示をいただきありがとうございます。特に今回はバンドのシーンでご面倒をおかけした上、さまざまな面で足を引っぱってしまい大変申し訳ありませんでした……。次こそは――と毎回言っていますが次こそはしっかり！

　キャラクターたちに命を吹き込んでくださるＹｕｙｉ様。特に今回は愛え心このキャラクターデザインが素敵すぎて、パソコンの前で小躍りしました。Ｙｕｙｉ様の絵を一枚見るたびに刈かり野ののテンションメーターが異常な数値を記録します。本当にありがとうございます。

　同期のみなさん。今回あとがきを書くにあたって、夏に七人全員で綴つづったリレー小説を読み直しました。ひどい……いえ、ひどく素晴らしい出来で活力が得られました。またやりましょう。あとあのひどい寄せ書きをしたＴシャツはちゃんと誰だれか回収してください。

　友人の荒あら木き智さとしくん。もうルビについてはいいかげん諦あきらめてもらえると嬉うれしいです。

　編集長の三み坂さか様をはじめ、編集部や営業部の方々、デザイナー様、校正様、印刷所や書店員の皆々様。本書を出版、販売いただき感謝の念に堪えません。

　そして――読者の皆様。

　ここまでお読みくださって本当にありがとうございました。

　またお会いできれば幸いです！



刈野ミカタ



    

  
    
      　著者

　刈野ミカタ（かりの・みかた）

　　埼玉南部産、26年もの。

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞で＜∧佳作＞∨を受賞。



　　休日はいつもこんな感じです。



　イラスト

　Ｙｕｙｉ（ゆい）

　　２月生まれ・魚座・Ｂ型のゲーム原画家。

　　主にゲームブランド「Meteor」にて美少女ゲームの原画を担当。ヒョウモントカゲモドキのアリア（♀）と同棲中。

　　ＨＰ「ゆいのす」http://blog.livedoor.jp/yuyi_yuyi/



    

  
    
      ちがたり。２
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